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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　鐘かねの音が聞こえる。

　火が。火が。鳥の羽ばたき、舞まい上がる灰、赤い火、いや、あれは花弁。彼は浅く息をし、茨いばらが阻はばむ門もん扉ぴをくぐった。鐘の音。熱。何かが焦こげる臭におい、それはいつしか、強く華はなやかな薫くん香こうと混じりあって彼の鼻び腔こうを満たし始める。重い扉とびらを押し開ける。足の裏に、絨じゆう毯たんの感かん触しよく。走る。走る。息が上がる。渇かわいた喉のどが痛む。咳せき込みながら、彼はそれでも階段を駆かけ上がる。花弁。花弁。零こぼれだす鮮あざやかな色。赤い悪あく魔ま。白い悪魔。甘い香かおり。鐘の音。流線形に歪ゆがみ始める視界。光が見える。戸を開ける。そして、次の瞬しゆん間かん、彼は絶望に打ちのめされた。




　それからずっと、冷たい暗くら闇やみの中で震ふるえている。
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「織おり葉は、本当に行くの？」

　佳か苗なえは最後にもう一度念押しした。私は佳苗にパスポートと搭とう乗じよう券を持ってもらい、空港で買ったお土産みやげをスーツケースに突つっ込む。周りは旅行客でごった返していた。

「まあ、あんたのことだから、私が止めたところで行くと決めたら行くんだろうけど」

「よく分かってるじゃない。さすが佳苗」

　私は茶ちや化かしながらスーツケースを閉じ、体を起こすと、背中まで伸のびる真っ直すぐな黒くろ髪かみをかき上げた。佳苗は腕うでを組み、こちらをじろじろ見た。

「……関係ないけど、なんで制服なの？」

「パパが前に言ってたの。織葉の制服姿を見たいって」

　私はにっこり笑って、スカートを翻ひるがえし、その場でくるりと一回転した。ワンピース型のセーラー服は黒を基調としていて、その分赤いスカーフが鮮やかに映はえる。

「本当にファザコンなんだから」

　呆あきれたように私のパスポートをひらひら振ふる佳苗の方は、Ｔシャツにジーンズという楽な恰かつ好こうだ。高校二年の夏休み初日、私を見送った後は家に帰ってもう一眠ねむりするつもりだろう。

「だけど、何もお母さんに黙だまって行かなくても」

「だって、言ったら絶対反対されるもの」

「そりゃそうかもしれないけど……、きっと心配するよ」

「大だい丈じよう夫ぶ、パパの家に行くだけよ。離り婚こんしててもパパはパパなんだから」

　矢や継つぎ早に言葉を重ねると、佳苗はムッとした。

「あのね。家って言っても、隣となり駅えきまで出かけるのとは話が違ちがうんだよ。イギリスよ、イギリス」

「分かってるわよ、小学生じゃないんだから。地理も世界史も勉強してます」

　スーツケースの取っ手を上げたり下げたりして、佳苗の言葉を遮さえぎる。ついぶっきらぼうになってしまうのは、付き合いの長さゆえ。母が仕事で家を空けがちでほぼ一人暮らし状態の私を、佳苗なりに心配してくれてるってことは、よく分かってるけど。

「とにかく、行くって決めたの。夏休みのうちには帰って来るから、心配しないで」

「心配するなって方が無理よ。行ってからのことは無計画なんでしょ？」

「大丈夫だってば！　じゃあ私行くからね」

　私は無理やり話を終わらせ、重いスーツケースを引いてくるりと踵きびすを返した。

「織葉！」

　それを佳苗がまだ引き止めるものだから、息を漏もらして再び振り返る。

「なに？」

「……パスポート」

　佳苗の手には、パスポートと搭乗券。私は慌あわてて駆け寄った。佳苗はため息をつき、腕を伸ばして私をぎゅっと抱だきしめた。柔やわらかなＴシャツの感触が、高ぶる神経をなだめていく。

「あんたって猪ちよ突とつ猛もう進しんっていうか……考えなしに突っ走るところあるから。心配なのよ」

「平気」

「全然平気じゃないくせに」

　さすがは小さなころからの親友。私の不安なんか全部お見通しだ。佳苗の肩かたに頭を乗せて、ふうと吐はき出す息が、ちょっとだけ震えていた。

「まあいいわ。楽しんで来てね」

「うん。ありがとう」

　佳苗は体を離はなし、私の腕を摑つかんだ。父譲ゆずりの青い眼めを覗のぞき込むと、

「それにしても、織葉がいないんじゃ今年のバスケ部は地区大会止まりね」

「いや、私そもそも部員じゃないし」

「陸上やバレーの子たちも嘆なげくわよ。頼たのみの綱つなに国外逃とう亡ぼうされたって泣きつかれるわ」

　頼みの綱、ね。帰宅部にしては多少目立つ運動神経が噂うわさになって、毎年大会のシーズンになると助っ人として駆り出されてきたけれど、まあ今年は涙なみだを吞のんでもらおう。新人戦でキャプテンを差し置いて得点王になってしまってから、バスケ部、ちょっと顔出しづらいし。

「あ、そうだ、最後に大事なこと」

　そこで佳苗は指を立て、今までで一番真しん剣けんな顔をした。

「お土産よろしく」

　私はぷっと吹ふき出し、親友に手を振ると、今度こそ搭乗口へと足を向けた。










　実をいうと、一人で飛行機に乗るのは初めてだ。父の故郷であるイギリスには、小さなころ行ったことがあるらしいけれど、はっきりとは覚えていない。佳苗の言う通り、本当はちょっと緊きん張ちようしている。でも、どうしても会いたくて。会わないと、本当に忘れてしまいそうで。

　父と母が離婚してからもう五年。たまにメールはするし、年に何度かカードや手紙も来るけれど、記憶は薄うすれるばかり。私は父の柔らかい笑え顔がおや、ちょっとごわごわした茶ちや髪ぱつや、透すき通る青い瞳ひとみを忘れていくのが、今何よりも怖こわい。

　母は二人暮らしを始めてからいっそう忙いそがしく働くようになり、最近はなかなか家に帰らない。家事は私の役目だ。運動部からどれだけ誘さそいの声がかかっても帰宅部員を貫つらぬくのは、そのせい。おかげさまで自分の面めん倒どうは自分で見られるようになったけれど、一人きりで眠る度たび、父がいたころの暮らしを思ってしまってやりきれなくて、だから長期休暇ごとに短期のバイトでお金を貯ためて、この夏休みに父の家に遊びに行こうと決めたのだ。

　母に黙って出て来たことに、罪悪感がないわけじゃない。こんな暴挙に出たのは初めてだ。でも……、きっと反対されるだろうから。母は父のことを話題に出すだけで悲しい顔をする。以前はあんなに仲が良かったのに。会えばもしかしたら……、何か蘇よみがえるかもしれないのに。

　そんなことを考えながら、ロンドンまで十二時間、落ち着かず、なかなか眠れなかった。上空を渦うず巻まく乱気流のように、忙せわしなく行ったり来たりする思考をなんとか落ち着かせながら、セーラー服のスカーフを何度も結び直す。

「当機は間もなく着陸いたします。現地の天気は晴れ……」

　そしてようやくうとうとしかけた頃、アナウンスでまどろみから引きずり出された。伸びをし、窓を覗き込むと、はるか眼下に街が見える。霧きりのロンドン……けれど今日は快晴だ。観光しようと思えば、今すぐにでも行きたいところはいくらでもある。でも、そんなの二の次。私ははやる気持ちを抑おさえられず、座席でむずむず体をよじった。

　飛行機は無事着陸した。小走りでゲートを出るや、きょろきょろ周りを見回す。メールでは、空港まで迎むかえに来てくれる手はずだ。

「織葉！」

　懐なつかしい声が聞こえて、振り返る。その姿を目にした途と端たん、飛びかかるように抱だきついた。

「パパ！」

　父は笑顔で出で迎むかえてくれた。飾かざらない服装も、体格がいいから様になる。背が高くて、硬かたい髪かみは茶色。全然遺伝しなかった私の真っ直ぐな黒髪を撫なでながら、

「久しぶりだね。元気だった？」

　父が英語で話しかける。まだ父と暮らしていたころ、家では英語で話していたから、私は今でも日常会話程度なら支障なく話せる。英語は、体育を除けば唯ゆい一いつの得意科目だ。

「うん。突とつ然ぜんごめんなさい」

「いいんだよ。さあ良く見せて。美人になったね、織葉」

　私は嬉うれしくて、顔いっぱいに広がる笑みを抑えきれない。

「それは高校の制服？」

　尋たずねられ、ふわりと回ってみせると、セーラー服の赤スカーフが踊おどり、広い襟えりが翻った。

「前に手紙で言ってたでしょ？　制服着てる織葉が見たいって」

「似合ってるよ」

　父は青い瞳で優やさしく微笑ほほえんだ。そして私の荷物を引く。

「じゃあ行こうか」




「で、いつまでこっちにいるつもりなんだい？」

　信号待ちの間に、父が尋ねた。昔からどうもがさつな父は、書類や本を後部座席に山積みにしているし、食べかけのサンドイッチや飲み物の容器も置きっぱなしだ。

「決めてないの。出来るだけ長くいたいんだけど……」

「決めてない？　星せい香かには何て言って出て来たんだい」

　星香っていうのは母の名だ。父は母を名で呼ぶ。

「まさか黙だまって来たのか？」

　私が答えないでいると、父は呆あきれたように言った。私は唇くちびるを突つき出す。

「悪いとは思ってるけど……どうしても会いに来たくて」

「やれやれ、そういうところは母親譲りだな」

　父はぼやき、ハンドルを切った。父のおんぼろ車は街を抜ぬけ、団地に入って行く。

「だけど僕には仕事があるからね」

　父はこっちの大学で文学の教授をやっている。日本の大学にいたころに母と出会って結けつ婚こんし、私が生まれたのだ。離婚を機に、父は本国の大学に戻もどった。私は父と離れたくなかったけれど、結局は母の方に引き取られることになった。

「あまり相手は出来ないよ」

「平気。邪じや魔ましないようにするわ。それに、一人暮らしじゃ家事が大変でしょ？　私に任せて」

　掃そう除じに洗せん濯たく、料理に洗い物まで、その辺の主婦に引けはとらないつもりだ。

「ああ、それなら大丈夫」

　けれど、返ってきたのは予想外の言葉だった。

「どういうこと？」

　私が訊きき返したのと同時に、車は左折して、ある通りに入って行った。街路樹の植えられた広い通りの両側に、似たような家が連なる。父は徐じよ々じよに車の速度を緩ゆるめた。

　助手席から見えてきたのは、緑の屋根の家。そして玄げん関かん先さきで手を振ふる……知らない女性。

「紹しよう介かいしなきゃならないね。ジェニファーだ」

　私の思考が止まった。




「初めまして。あなたのことはよく聞いてるわ」

　大きな出窓から、短い夏の貴重な陽光がたっぷり採り入れられていた。吹き抜けのリビングは風通りが良く、テーブルの上に飾られた花が軽かろやかに揺ゆれる。本当に、綺き麗れいで素す敵てきな家。だからこそ、私の知っている大おお雑ざつ把ぱで掃そう除じ嫌ぎらいの父とは結びつかなくて……、その違い和わ感かんの原因たる彼女が差し出した右手を、どうしても握にぎれなかった。

「織葉」

　父にたしなめられても、目を合わせられない。

「紅茶でも淹いれましょうか」

　彼女はそう言って席を立った。私は窓ガラスに映るその姿を観察する。

　ジェニファー。美しく背中でうねる巻き毛の茶髪が、白い肌はだと好対照だ。華きや奢しやだけれど出るところは出た柔やわらかな体つき、意志の強そうな目元には色気もある。悔くやしいけれど、文句なく美人。一見したところ父よりずいぶん若い。

「あの……ジェニファーって、何歳？　何してる人なの」

「僕じゃなくて彼女に訊くんだ。織葉、きちんと挨あい拶さつしなさい」

　挨拶って言ったって、一体どういう感覚で向き合えばいいの。父の恋こい人びとだなんて……。

　ジェニファーはきびきび動き、机にはあっという間にお茶の用意が整う。レースのテーブルクロスの上には美しいカトラリー、綺麗に割れたスコーンに、クッキーが数種類並んだ。紅茶は蒸むらしている間にも、かぐわしい花の香かおりで部屋を満たしていく。

「召めし上がれ」

　ジェニファーは紅茶を注ぎ、こちらに差し出した。華はなやかな薔[image: ]ばらの香りが立ちのぼる。白いカップの中、水面が揺れるたびに黄こ金がね色の光を放った。

　私は気まずく黙ったまま、金色に輝かがやく紅茶をほんの少しだけ飲んだ。こんなうららかな昼下がり、映画の一場面のようなティータイムなのに、私の心は鉛なまりのように重く沈しずみ込む一方だ。

「高校生なんですってね。学校はどう？　楽しい？」

「……」

「何をするのが好き？　一いつ緒しよにお話しできることがあるかしら？」

「……」

「織葉ちゃん？」

「いいよ、ジェニファー。この子はちょっと拗すねてるんだよ」

「拗ねてなんか」

　重苦しい沈ちん黙もくが降りる。ジェニファーは賢けん明めいにも、偶ぐう然ぜん思い出したちょっとした急用を済ませるため、席を立った。私は紐ひもで締しめられていた気道を急に解放されたように深呼吸する。

　父はカップを口元に運びながら、

「織葉、いくらなんでも大人げないよ。あれじゃ失礼だろう」

「パパこそ失礼じゃない」

　何の説明もしないで、急に歩み寄れなんて無理に決まっている。しかめ面つらで見上げると、父は紅茶を飲みかけた手を止め、そのままソーサーに戻した。

「一緒に暮らせば仲良くできるよ」

　一緒に……暮らす？　そんなこと、想像もできない。こっちはまだ気持ちの整理がつかないのに。考え込む前に、私はがたんと立ち上がった。

「織葉、どこに行くんだ？」

「ちょっと、散歩」

　私は振り返らず、父の家を飛び出した。










　私は顔を曇くもらせたままずんずん歩いた。セーラー服姿の私を、周りの人々が物もの珍めずらしそうにじろじろ見ては通り過ぎて行く。団地を抜けたところに公園があったので、ベンチに腰こしかけた。空腹だったけれど、まだポンドを持っていないし……。私はため息をついた。勢い任せは悪い癖くせだ。何も持たず出て来たから、並木道をじっと眺ながめるくらいしかすることがない。

　木こ漏もれ日の踊る公園は、和なごやかに笑い合う家族連れで溢あふれていた。両親と手を繫つなぎ、楽しそうにはしゃぐ子どもを見ていると、いよいよ惨みじめになってくる。

　私だって小さなころは、あんな風に幸せだった。イギリス人の父は、周りの日本人なら恥はずかしくて口にしないようなことだって平気で言ってくれた。愛してるよ、織葉。世界一大切に思っているよ。母も、父がいたころはもっと明るかった。三人ならいつだって笑え顔がおで、私の世界は常に調和して、何一つ不自由はなかった。いつかあの光を取り戻せたらって、思っていた。

　でも、父のもとには別の光があった。もう私たちの父じゃない。

　五年も経たったんだって、今いま更さら気づく。五年。短くはない。だから……仕方ないのかな。父はきっと、父の新しい人生を始めようとしていて、その相手として彼女を選んだ。私たちじゃ、なくて。でも……、そういうものだ。甘い記き憶おくにいつまでもしがみついていた私の方が、きっと大人げなかったのだ。父のことは大好きだけど、いい加減親おや離ばなれしないといけないのかな。

　そのうちに陽ひが傾かたむき、子どもたちは家に帰ってしまった。犬の散歩をしていた人も、日向ひなたぼっこしていた老夫ふう婦ふも、チューバの練習をしていた学生も、みんないなくなってしまった。気温が下がるとともに、足の裏からじりじりと、苦い焦あせりが這はい上がってくる。

　謝らないと。

　無愛想だったのは確かだし、きっと心配かけてる。新しい恋人ができたからって、父が私のことを大事に思ってくれているのは変わりないはずだ。ごめんって、ちゃんと言わなきゃ。そして……ジェニファーにも。笑顔で話すのは無理でも、せめて一言、声を掛かけるくらいなら。

　立ち上がり、伸のびをする。その視界の奥、空が赤く燃えていた。赤く……赤く？

　どくん。

　心臓が震ふるえた。空が赤い。赤すぎる。それは凶きよう悪あくな、黒ずんだ赤。時折吹ふき上がる黒い煙けむりは、

「……火事！」

　父の家の方角だ。にわかに立ち込める不安の暗雲に押し出されるように、私は駆かけ出した。

　まさか、まさか、まさか。思い違ちがいであってほしい。はやる気持ちで一心不乱に走る。人ごみが増えてきた。消防車のサイレンの音に追い抜かれる。梯はし子ごを積んだ大きな車は猛もうスピードで、まさに父の家のある通りに向かっていく。後頭部ががきいんと冷えてきた。噓うそ。噓でしょ。

「パパ！」

　転がるように通りに駆け込むと、緑の屋根の家が炎ほのおに包まれていた。庭先の花々が、赤い光を反射して輝いている。私はよろよろと、人ごみを搔かき分けて進む。噓だ、噓だ、噓だ。

「まだ中に人が」

　誰だれかが零こぼしたその言葉を聞くや、私は絶ぜつ叫きようした。

「嫌いや!!」

　駆け出す。規制線を潜くぐり抜ぬけ、驚おどろく消防士たちの間を縫ぬって。

「駄だ目めだ！」

　ところが、庭に踏ふみ入ろうとした瞬しゆん間かん、後ろから誰かにがっしり摑つかまれてしまった。首をひねって後ろを見ると、駆けつけた消防士の一人が、厳しい顔つきで私を押さえ込んでいる。

「危ない。入っちゃ駄目だ」

　低い声が耳元で叫さけぶ。私は後ろから羽は交がい締じめにされながら、ただもがいた。

「だけどパパが！」

　髪かみを振り乱して身をよじる。生いけ垣がきの花が熱風に煽あおられて揺れている。

「パパ！」

　叫んだそばから煙を吸い込んでしまい、むせる。咳せきをしながら、なおも力を緩めない消防士に反はん抗こうし、がむしゃらにあがく。

　駄目。嫌。こんな、こんな終わり。まだ謝れていないのに。ごめんって言えていないのに。喉のどを焼く鋭するどい痛み。視界を奪うばう熱い煙。さっきまで幸せの住み処かだった家が赤黒く染まるのを受け入れられないで、思考も感情も臨界点を振り切れて、私はぎゅっと、目を瞑つむった。

　ああ、嫌だ、私は、

　パパを助けたい……！










　そのとき、きつく閉じた瞼まぶたを、眩まぶしい光がこじ開けた。なだれ込んでくる光の洪こう水ずいが頰ほおを掠かすめ、一いつ瞬しゆんで周りの景色を覆おおい隠かくしていく。不意に、地面の感覚が消えた。居場所をなくした足が空を蹴けり、身体からだがバランスを崩くずして倒たおれそうになる。

「え、え？」

　大きな螺ら旋せんに引き込まれるような強い力に、必死で体を支えながら、何度も瞬まばたきする。光の波が引いた後、目の前に何かが現れた。

「……扉とびら？」

　扉だ。いや、一見すると、垂直に立った水鏡。金の輪に縁ふちどられ、浅く張られた水が小刻みに揺ゆらいでいる。それが姿見みたいに立ち上がっているのだ。まるで小さな湖のようだった。理由もないのに、何故なぜだかそれが扉だという気がしてならなかった。それはぎらついた威い圧あつ感かんで周囲の空気をごうごうと震わせ、水面を忙せわしなく波立たせている。今すぐに触ふれなければ消えてしまうと、警告でもするように。

　そのうちにも、空間がいよいよひずみ、どっちが上でどっちが下か分からなくなってくる。よろめきながら、それでも抗あらがいがたく惹ひきつけるその扉に、私はゆっくり、手を伸のばす。指の先が水面に触れたとき、びりっと刺し激げきが走った。

　──やだ、ノックもなしに、乱暴ねえ。

　そのとき、意識の奥底を揺さぶるように、一つの声が響ひびいた。それは、薄うす靄もやがかかったように霞かすんで、男とも女ともつかず、鈍にぶい反はん響きようをこだまさせた。ひどいめまいがする。

　──お客は久しぶりだわ。どうぞいらっしゃいな。

　熱と混乱と絶望でしっちゃかめっちゃかの頭に、不思議な甘い匂においが渦うず巻まき始めたのを感じ、平へい衡こう感かん覚かくがなくなる中、私は覚かく悟ごを決め、水鏡をくぐった。夢なら夢で構わない。混こん濁だくした意識が見せる幻まぼろしでも、焼け焦こげた現実の方がよっぽど悪夢なんだから……！










　気づくと、深い森の中にいた。

「え？」

　ぱちぱち瞬きする。私を取り囲むのは、うっそうと茂しげる木々。さっきまで夕暮れだったのに、重なる葉の間から差し込むのは、まぎれもなく眩しい日光だった。

「え、え？　何、どういうこと？」

　振ふり返っても、さっきの小さな湖は影かげも形もない。視線を落とせば、地面は落ち葉で埋うめ尽つくされてじっとりと湿しめり、足あし踏ぶみするたびに泥どろが飛び散って革かわ靴ぐつを汚よごす。頭上から鳥の羽ばたきの音がして、肩かたがびくっと跳ねた。私は鈍い動きで、ゆっくり辺りを見回す。

「ここ……どこ？」

　まだ夢を見ているのだろうか。頰に手をやると、肌はだにはまだ火事の熱が残っていた。反面、恐きよう怖ふと混乱とで指先は氷のように冷え、体は小刻みに震えている。

「パパ……」

　そのとき、一瞬鼻先を甘い香かおりがよぎった。

　濃のう密みつな匂いを追いかけて、振り返る。そして、立ち尽くした。背筋を悪お寒かんが駆け上がり、頰がぴくぴく痙けい攣れんする。香こう水すい瓶びんをひっくり返したような強きよう烈れつな香りは、かぐわしいを通り越こして、鼻をしびれさせるほどの強い刺激にまでなっていた。その香りの主は、

「……薔[image: ]ばら？」

　赤薔[image: ]だ。人間の背せ丈たけほどもある大きな赤薔[image: ]の木。鍬くわのように根元から枝が分かれ、そのそれぞれが、尖とがった棘とげをいたるところから生やしている。丸い葉を茂らせた枝の先を目で追うと、真っ直すぐ上を目指していた枝が、天てつ辺ぺんの花のところで不自然にたわみ、枝し垂だれていた。剣けんのように尖った花弁をたっぷり抱かかえ込んだ花は確かに重そうだけれど、自重で沈しずみ込んだというよりは、まるで花がこちらをじっと見るために首を曲げているように見えた。

　何十とある赤い花の、ベルベットのように滑なめらかな花弁に視線を走らせていると、その中に一輪だけ、金色に光る花が見えた気がした。最初は気のせいだと思ったけれど、確かに、揺れる葉の間からちらちらと、鋭い目を光らせるように、金の花弁が見え隠れしている。

　震える喉で、なんとか息を吸う。と、そのとき、薔[image: ]が株ごとゆらりと揺れた、ように見えた。次の瞬間、

　ビュッ！

「きゃあ！」

　突とつ然ぜん薔[image: ]が太い枝を素す早ばやくこちらに伸ばしてきた。危あやうく躱かわすと、枝はすぐに戻もどっていく。

「な、何？」

　誰にともなく呟つぶやくけれど、答えの代わりに間かん髪はつ容いれず第二撃が飛ぶ。私は転がるようにして避よけた。尾おを引く華はなやかな香りに包まれながら、状じよう況きようがさっぱり理解できなくて、何度も瞬きする。この薔[image: ]は、大きいだけじゃなく、動く。しかも、私を狙ねらっている……？

「きゃっ！」

　混乱する私などお構いなしに、弾だん丸がんのように飛んでくる棘だらけの枝。切りつけられればどうなるか……。私は脂あぶら汗あせを浮うかべたまま、なんとか逃にげる。何なの、訳が分からない。一体、

「一体何なのよ！」

　そう叫んだとき。

　きゅるるるるるるるるるるる！

　生おい茂る木々の向こう、甲かん高だかい音と共に、赤い煙けむりが空高く立ち上った。あれは……花火？

「下がれ！」

　声の主は乗っていた白い馬から飛び降り、薔[image: ]と私の間に立った。かっちりとした軍隊みたいな服に、肩と肘ひじに鎧よろいめいた銀の防具をつけた彼は……、騎き士しだ。腰こしを抜かして座り込んでしまった私に駆かけ寄ると、体を折ってこちらを覗のぞき込む。

「平気か」

　青年の顔がぐっと近づいた。黒くろ髪かみに、すっと通った鼻筋。前髪が長く、目は切れ長で、底なしの漆しつ黒こくの瞳ひとみが覗いている。どこか冷たい雰ふん囲い気きながら、思わずはっとするような美び貌ぼうだ。だけど、どこかで会ったことがあるような……？

「平気なのかと聞いている」

　彼は苛いら々いらしたように再び尋たずねた。こんな端たん整せいな顔に至近距きよ離りで見つめられて、こっちは心臓がどうにかなりそうだ。

「え、あ、はい」

　曖あい昧まいに頷うなずくと、彼はすぐに背を向けた。薔[image: ]に向き直り、おもむろに左の手首を返す。彼はちょうど浮き出た静脈の辺りを、右手の指で触さわった。すると、

「え、何」

　目を疑った。騎士の手首から突然にょきにょきと、何かが生えて来たのだ。それは……木の幹、棘だらけの枝、茂り重なる緑の葉、そして雪のように真っ白な花。正確には、

「……薔[image: ]が、生えてる!?」

　白い薔[image: ]が、彼の手首から生えている。と、思ったら、枝は互たがいに巻きつきながら騎士の左手から長く伸び始め、やがて剣のような形になって……、気がつけば、彼は左手にすきっとした長い大剣を握にぎっていた。白薔[image: ]は青白く光る刀身に彫ちよう刻こくのように刻み込まれて消えてゆく。彼は一度手首を回すと、大剣を掲かかげ、巨きよ大だいな薔[image: ]に対たい峙じした。

　こちらの出方を窺うかがうようにじっとしていた怪かい薔[image: ]が、再び太い枝を振り上げる。

「危ない！」

　私の声をよそに、鋭するどい棘に覆われた枝が振り下ろされるのを、騎士が下から綺き麗れいに搔かっ捌さばいた。枝は伐きられた勢いで跳ね飛ばされ、鈍い音を立てて地面に転がる。

「ひっ！」

　喉のどで引っかかったような悲鳴が漏もれた。白薔[image: ]の剣は向かってくる枝を次々薙なぎ伐っていく。

[image: ]

　横に払はらい、上から突つき刺さし、軽かろやかに踊おどる剣はいっそ華か麗れいな剣けん舞ぶにすら見えた。

　その騎士は、けれど、しきりに辺りを見回し、いつまでも二の足あしを踏ふんでいるようだった。

「誰だれも鳴き笛に気づかないのか……くそっ」

　味方を呼ぶほど苦戦しているわけではなさそうだけれど……。彼は薔[image: ]の枝を片っ端ぱしから綺麗に剪せん定ていしてのけながら、それでいて何故なぜか防ぼう御ぎよに徹てつしている。恐おそろしいことに巨大な赤薔[image: ]は次から次から新しい枝をにょろりと伸ばし、鋭い棘で私たちを切り裂さこうとする。

『馬ば鹿かね。伐らなきゃ勝てないわよ』

「え、今」

　喋しやべった？　薔[image: ]から声が聞こえた気がした。いや、動く薔[image: ]なのだから、喋ったところで今いま更さら驚おどろくことでもないのかもしれないけれど。

　戸と惑まどう私を、騎士がちらりと見た気がした。いや、そんな場合ではない。私にだって分かる。彼は明らかに実力を出し切っていない。どうして自ら向かって行かないの？　まるでとどめを刺すのを嫌いやがっているみたい。

　薔[image: ]が愉ゆ快かいそうにくすくす笑った。今度は聞き違ちがいなんかじゃない。

『伐れないわよね、あなたには。困ったことになるもの』

　薔[image: ]は騎士をからかうように言った。困ったことになる……？　彼には薔[image: ]を伐れない理由があるのだろうか。薔[image: ]の言葉を肯こう定ていするように、騎士はぐっと黙だまり込んでいる。

『ねえ、どうするつもり？』

　薔[image: ]はさらに煽あおり続け、立て続けに枝を伸ばしてくる。騎士はやっぱり守り通しで、むしろ次し第だいに押されているように見えた。彼の体力だって無限じゃないのだ。消しよう耗もう戦せんじゃ保もたない。

　らちがあかない、って、思った瞬しゆん間かん……、体が勝手に動いていた。

「……何してる？」

　低い声が聞こえる。私はごくりと唾つばを飲み、答えた。

「わ、私も、た……、戦うのよ！」

　腐ふ葉よう土どを踏みしめ、騎士の横に立った私の手には、頼たよりない枯かれ枝。ああ、佳苗の言う通り。考える前に動くのは私の悪い癖くせだ。ぼうっと座り込んでいられなくて、向こう見ずに踏み出したはいいものの、朽くちかけの枝を握る手が情けなく震ふるえている。

　と、息つく間もなく、薔[image: ]の枝が襲おそってきた。

「！」

　棒切れをぶんぶん振り回すけれど、当たったと思った瞬間、薔[image: ]はその棘を朽ち木に食い込ませ、葉の茂しげった枝で巻き取った。

「あっ！」

　そのままあっさりと、唯ゆい一いつの武器を奪うばい取られてしまう。一瞬で丸まる腰ごしに逆ぎやく戻もどりだ。

「あ、ちょ、ちょっと待って」

　両手を出してあたふたする。残念なことに相手は待つ気は毛頭なさそうだった。騎士の吐と息いきが聞こえた。呆あきれたような、困こん惑わくしたような声が続く。

「君は一体何をしてるんだ」

　仕方ないじゃない、ひとりでに動く巨大薔[image: ]ばらの倒たおし方なんて学校で教わらなかったんだから。

「ね、ねえ、これ、どうやったら倒せるの？」

　どうやら面おも白しろがっているらしい、こちらをおちょくるように飛んでくる枝を避けつつ問えば、

「薔[image: ]の心臓部は金の心花だが……」

　騎士は戸惑いながら答えた。金の心花……あの、一つだけ金に輝かがやく花のことか。とはいえ、弱点が分かっても伐りつける武器がない。騎士の方は、それでも退ひかない私に面めん食くらったのか、左手から襲いかかる枝を断たち切った後、くぐもった声で独り言みたいに零こぼした。

「逃げればいいだろう、俺なんて置いて」

「はあ？」

　何言ってるの。私はつい薔[image: ]から目をそらし、彼の方を振ふり返った。

「だってあなた、あれを伐れないんでしょう？」

「そりゃそうだが……」

　ここで彼を置いて一人で逃げたりしたら、江え戸どっ子の名が泣くわよ。

「一いつ緒しよに戦いましょう」

　まあ、策はないけど。自棄やけになって笑う私の上に、影かげが差す。お遊びは終わりってことか。

　私が踵きびすを返すのと、騎士が再び剣けんを振り上げるのとが同時だった。

　勢いよく迫せまる赤薔[image: ]の蔓つるを眼中に認めた瞬間、




「やめなさい！」




　響ひびいた声が自分のものだと気づくのに少し時間がかかった。

　我知らず口をついた言葉に、思いもよらず、薔[image: ]がぴたりと動きを止める。少し驚おどろくけれど、考えてみれば、喋る薔[image: ]なのだからこちらの言葉だって通じるのかもしれない。私は手をかざし、薔[image: ]に命じた。

「駄だ目めよ。動かないで」

　赤薔[image: ]は伸のばした枝を引き込み、逡しゆん巡じゆんするように少し退いた。意外と素す直なおだ。命令したのは自分とはいえ、思わず呆ほうけてしまう。

「ほんとに止まった」

「まさか。薔[image: ]が人の命令に従うなんて……」

　しかし騎士は半信半疑だ。確かに、一瞬ひるんだように見えた赤薔[image: ]は、こちらを窺いながらゆったりと体を揺ゆさぶっている。それはちょうど、気が立って飛びかかってくる直前の猫ねこの動きに似ていた。本能が告げる。これはやばい。

「危ない！」

　騎士が叫さけんだ。途と端たん、黒い流線になって視界を掠かすめる影に、私は右手を伸ばし、目を瞑つむる。

「嫌!!」

　一瞬、右手首に刺し激げきを感じた気がした。恐る恐る目を開けると……、

「……あれ？」

　驚いたことに、赤薔[image: ]が消えていた。左右を見回しても、姿が見当たらない。逃にげてしまったのだろうか？

　赤薔[image: ]を捜さがしてきょろきょろしていたら、突とつ然ぜんぐっと腕うでを摑つかまれた。

「無事か!!」

　驚いて顔を上げると、悲痛に顔を歪ゆがめた青年の顔が間近にあった。ひどく差し迫った表情に、はっと目を見開く。

「だ、大だい丈じよう夫ぶよ。平気」

　慌あわてて言う。青年は悪夢から醒さめたばかりの人のように目を伏ふせ、浅く息をした。

「てっきり駄目だったかと……耐たい性せいがあったのか……」

　耐性？　よく分からないけど、出来れば少し離はなれてほしい。その綺麗な顔は心臓に悪い。どぎまぎしている私の心中を知ってか知らずか、彼はようやく私の腕から手を離し、

「君は……いや」

　何か言いかけて、すぐに仕し舞まい込んだ。

「気のせいか」

　大きな剣を地面に突き立てる。すると、剣は白薔[image: ]の姿にほどけ、また騎き士しの左手首に吸い込まれて行った。信じがたい光景にぎょっとしていると、

「ともかく、生きてはいるな。じゃあ」

「え、ちょ、ちょっと、置いて行くつもり？」

　あっさり踵を返され、焦あせって叫んだ。ところが、

「何か問題が？」

　顔だけこちらに向けて言う彼の目が氷のように冷たくて、私は言葉に詰つまる。

「問題って、だって……こんなところで」

　何なの？　扱あつかいが突とつ然ぜん淡たん泊ぱくになった。味方だと思っていたのに……、急にすげなくされると、信じていいのか分からなくなる。だけど、考えてみれば彼だって、動く赤薔[image: ]と同じくらい正体不明だ。手首から白薔[image: ]が生えてくるような人だし……。

「あの、あなた、名前は？」

「言う必要があるか？」

　騎士はつっぱねた。関かかわり合いたくないとでも言いたげだった。さっきはあんなに必死に助けようとしてくれたのに、この態度は何？　どうしてこんなに急によそよそしくなるの？

「でも、呼ぶとき困るわ」

「呼ばなくていい。もう関係ないだろう、構うな」

　いちいち距きよ離りを置きたがる彼に、私もなんだかだんだんムキになってきた。

「いいじゃないの、減るもんじゃなし！」

　私が食い下がると、彼はため息をつき、諦あきらめたように短く答えた。

「ギンレイだ」

　ギンレイ。それって苗みよう字じ？　名前？　聞き慣れない響きだ。

「じゃあ、あなたは何て名前なの？」

「私？　私は織葉……」

　反射的に答えてから、ぎくりとする。突然割り込んだ第三の声に驚いて振り返ると、

「オリハ？　変わった名前ねえ」

　そこにはいつの間にか、ゆったりとした服を纏まとった男の姿があった。

　男……たぶん男、だと思う。頭にも布を巻いていて髪かみは見えないし、顔は中性的で年ねん齢れい不ふ詳しよう。やたらしなしなと体をくねらせているけれど、声は低い。ギンレイが問うた。

「マーリン、君の知り合いか？」

「まあそんなとこよ」

　そうだったの？　こんな妙みような人に会ったことはないはずだけど。私が困惑していると、マーリンと呼ばれた男は目を三日月みたいに細めて、ギンレイの方を振り返った。

「それにしても、偶ぐう然ぜんギンレイに拾われるとはついてたわね。やだあ、運命みたいじゃない？　ギンレイ、この子、自分の隊に欲しかったでしょう」

「まさか。こんな頭悪そうなの……それに、うちには縁えんがなさそうだ」

「そのようね。これだけ立派な赤薔[image: ]だもの」

　どさくさに紛まぎれて罵ば倒とうされた気がするけど……、それよりマーリンの言葉が気になった。

　赤薔[image: ]？　頭の中で問うと、不意に、右みぎ腕うでが引っ張られた気がした。不思議に思って視線をやると、そこには……、

「きゃあ！」

　甲かん高だかい叫びが口をついた。だって、だって他ほかならぬ自分の右腕から……、

「薔[image: ]が！」

　右手首から、ギンレイの白薔[image: ]と同じように、棘とげに包まれた幹が生えている……そして葉の茂しげった枝の先には、大輪の赤薔[image: ]が一輪、ゆったりと花開いていた。ぶんぶん腕を振っても、びくともしない。みるみるうちに右腕を這はい上がって来た薔[image: ]は、肩かたの上に腰こしを落ち着け、枝を伸ばしてはその先に真っ赤な花を咲さかせた。

　さっきの赤薔[image: ]だ。消えたと思っていたら、まさか、私の体に根を下ろしていたなんて！

「な、ど、え!?」

　言葉にならない悲鳴を上げながらぶんぶん手を振る。マーリンは満足げに微笑ほほえみ、

「オリハ、おいで」

　赤薔[image: ]の巻きついた私の右手を握にぎった。ひんやり冷えた指は細くて、しかし意外と力が強い。

「それにしても言いづらい名前ね。そうね……ここではオリヴィアと名乗りなさいな」

　マーリンは小声でそう言って、握った手を引いた。引っ張られるままついて行く。木々の間から差し込む光に目を焼かれたと思ったら、急に視界が開けた。直後、眼下いっぱいに、石造りの屋根が見えてきた。私は丘おかの上にいたのだ。見下ろせば、堀ほりに囲まれた城じよう壁へきがぐるりと街を取り囲んでいる。高い塔とうのある城を中心に、家々がひしめき合っていた。街だ。

「キャメロットへようこそ」

「キャメロット？」

　私が戸と惑まどっていると、後ろでひづめの音がした。振ふり返れば、ギンレイが白い馬の鞍くらにまたがり、もう立ち去ろうとしている。

「ちょっと、待ってよ！」

「まだ何か言いたいことが？」

　ギンレイは面めん倒どうくさそうにこちらを見下ろした。私はムッとしたけれど、思い直す。馬上のギンレイを見上げ、

「あの、ありがとう。助けてくれて」

　この青年騎士は態度に難ありだけど、それでも来てくれなければ私はきっと死んでいた。本当に冷れい徹てつな人だとは思えない。

　ギンレイは馬の手た綱づなを引き、こちらに向き直った。

「おかしなことを言うんだな。俺は薔[image: ]ばらを伐きらなかったんだぞ」

　何言ってるの？　おかしなのはそっちよ。

「伐らなくたって助けてくれたじゃない」

　ギンレイはほんの少し、目を見開いたように見えた。何も返さずに馬を振り向かせたから、またつれなく流されたのかと思ったけれど、立ち去る間ま際ぎわ、

「オリハ」

　急に呼び捨てにされてどきりとする。

「な、何」

「妙な名前だな。どこの雑草だか知らないが、自分の身は自分で守れ」

　だっ、

「誰だれが雑草よ！」

　私の叫さけびを背に受けて、白馬の騎士は森の中に走り去った。







[image: Ⅱ　王のいない王国]




　マーリンが呼んだ馬車は、お世辞にも乗り心地ごこちがいいものではなかった。道の起き伏ふくがそのまま伝わる上、道路自体が舗ほ装そうされていなくてぼこぼこ。それでもなんとか目的地に辿たどりついたらしく、狭せまい馬車から降ろされた私は、眼前に現れた光景に、あんぐり口を開けて突つっ立った。

「立ったまま寝ねてるの？　器用ね」

「寝てないわよ！」

　マーリンの冗じよう談だんには鋭するどく切り返したものの、実際眠ねむっているのかもしれない。

「キャメロット城よ」

　なにせ、目の前にどんと構えるのは、太陽の光を受けて白く輝かがやく巨きよ大だいな城。街の中央に鎮ちん座ざする中世風の石造りの城は、周りに高い建物がない分、ひときわ高みからその威い光こうを示しているようだった。キャメロットとは、この城を取り囲む城壁都市の名なのだ。

　内ない壁へきをくぐり、石いし畳だたみの広場を抜ぬけると、真っ白な尖せん塔とうがそびえ立つ宮きゆう殿でんがあった。通されたのはその一階、大広間の脇わきの小さな部屋だった。窓が小さいので昼間なのに暗く、空気を吸い込むと、湿しつ気けた匂においがした。木製の長机の上には布がかかり、果物の皿が載のっている。

「まあちょっと落ち着いてお座りなさいな」

　落ち着けるわけがなかった。さっきまで火事の真っただ中にいたのに、気が付けば怪かい薔[image: ]に襲おそわれていて、今度は城の中？　疲つかれているときに見る破は天てん荒こうな夢の方がまだ脈みやく絡らくがある。

「城と言っても、今この国に王はいないもの。実際は薔[image: ]騎き士し団の本ほん拠きよ地ちだから、そんなに肩かた肘ひじ張らなくていいわよ」

「そう言われても……」

　私は背もたれの高い椅い子すに座り、部屋を見回す。マーリンは机の上に腰かけたから、必然、私は見下ろされる恰かつ好こうになった。彼が足を浮うかせて揺ゆらすたび、床ゆかを引きずりそうなほど長い服の裾すそがひらひらはためく。私はいかにも胡う散さんくさい自じ称しよう魔ま術じゆつ師し──自分でそう名乗ったのだ──を見上げ、意を決して尋たずねた。

「あの……、ここはどこで、あの薔[image: ]は何なの？　どうして私がここに？」

　右手首を何度もさする。そこから生えていた赤薔[image: ]は、少し落ち着くと体内に吸い込まれて行った。血管を泳がれるような奇き妙みような感覚。体の中に根を張られているみたいで気持ち悪い。

「ええそうよ、あなたの体に根を張ってるの」

「……マーリン、今、考えを読んだ？」

「魔術師だもの」

　マーリンはこともなげに言ってのけると、

「言葉が通じるのも私のおかげよ。あなたが扉とびらを通るときにまじないをかけておいたの。いざというときのためにね」

　そう言ってひらりと机を降りた。足音がしなかった。

「そんなこと……どうやって？　あなた、何者なの？」

「質問の多い子ねえ！」

　マーリンは甲高く叫んだ。耳に響ひびく金切り声に、私は目を瞑つむり、手を挙げる。

「わ、分かった。じゃあ一つだけ」

　そして正体不明の魔術師を見上げて、ひとまず当座の疑問を口にした。

「……あなた、男なの、女なの？」

　マーリンは、世界一つまらない質問、といった顔で、しゃなりと腰をくねらせた。

「昔ね、惚ほれた腫はれたで色々あって、男とか女とか、疲れちゃったのよ。女にうつつを抜かして、結局生き埋うめにされちゃったのよねえ。もう二度とごめんだわ」

　本当だとしたら壮そう絶ぜつな過去を、あっさり語るマーリン。ついて行けない。

「まあ、私のことはどうでもいいの」

　マーリンはゆっくりと机の向こう側に回りこみながら、

「最初の質問に戻もどりましょ。ここは浮うき島ログレス」

　ログレス？　そんな国、聞いたこともない。そもそも大剣を持った騎士といい石造りの城といい、現代とはとうてい思えない文明レベルだ。そして何より……いやおうなく、さっきの記き憶おくが呼び起こされる。マーリンはそれを予期していたのか、確信めいて告げた。

「この島には薔[image: ]が巣くってる。ただの薔[image: ]じゃないわ。人ひと喰くい薔[image: ]よ」

　私は凍こおりついた。人喰い薔[image: ]……？

「そう。人間の体に根を張って、命を吸い取るの。その上、普ふ通つうの武器じゃ伐ったところですぐに再生しちゃうのよ」

　マーリンは悩なやましげに言い、私の目の前の椅子を引いて座った。

「大規模になると街ごとやられる。薔[image: ]ばら障しようという……一種の災害ね」

　彼は長い腕うでを伸のばして銀の皿から葡萄ぶどうを一ひと粒つぶ取り、口に放り込む。

「そうやって人々とともに薔[image: ]にとらわれた街が、ここにはたくさんあるわ。薔[image: ]に負けた街。薔[image: ]にひれ伏ふした街。薔[image: ]が勢力を増し、キャメロットの薔[image: ]騎士さえ太刀たち打うちできなくなったとき、その街は陥かん落らくするのよ」

　私は難しい顔で聞いていたけれど、一つだけ気になったことを尋ねた。

「……薔[image: ]騎士って？」

「あら、ギンレイに会ったでしょ？」

　ギンレイ……。さっきの白薔[image: ]の騎士だ。底知れない真っ黒な目をした青年は、その瞳ひとみと対照的な純白の薔[image: ]を大たい剣けんに変えて、怪薔[image: ]と戦った。今でも信じられない。

「薔[image: ]は人間に取り憑ついて命を吸うけれど、まれにね、自らに根を張った薔[image: ]を屈くつ服ぷくさせて、逆にその力を利用することのできる人間もいるの」

「屈服させて……？」

「つまり薔[image: ]に耐たい性せいのある人間。彼らは薔[image: ]を体に宿し、取り憑いた薔[image: ]の力を制せい御ぎよしてしまうの。彼ら薔[image: ]憑きだけが、薔[image: ]を刈かり取ることができる……我々は伐ばつ葬そうと呼んでいるけれど」

　そこでマーリンは私を真っ直すぐ見た。初めて覗のぞき込むその瞳は、万まん華げ鏡きようのように奇妙な煌きらめきを湛たたえ、ちかちか光っていた。

「薔[image: ]障撲ぼく滅めつのために訓練された薔[image: ]憑きたちが、薔[image: ]騎士よ。ギンレイはその筆頭ね」

　先ほどのギンレイの戦いぶり、確かにあれは、素人しろうとの太刀筋すじではなかった。

「そしてあなたも、たった今薔[image: ]憑きになったわけね、オリヴィア」

　私は唾つばを飲み込んだ。何を馬ば鹿かな、と笑い飛ばしたかったけれど、

「ぎゃっ」

　呼んだ？　とでも言いたげに右の手首から顔を出した赤薔[image: ]が、これは夢だと思い込もうとする私を邪じや魔まする。ぶんぶん手を振ふっても、薔[image: ]は離はなれようとしない。

「薔[image: ]に取り憑かれたとしても、その人間に元々耐性があれば、薔[image: ]を抑おさえ込めるわ。薔[image: ]を取り込んでピンピンしてられるってことは、あなた、薔[image: ]の力に勝ってるのよ」

「つまり、私には偶ぐう然ぜん元々薔[image: ]への耐性があったってこと？」

　遊びをせがむように頰ほおを押してくる赤薔[image: ]を無視しようと努めながら尋ねると、

「そのようね。耐性がなければあそこで死んでたわ」

　マーリンは頰ほお杖づえをついた。死んでたって……そんなあっさり。背中がうすら寒くなる。

「今ではそうやって後天的に薔[image: ]憑きになる人間は珍めずらしいの。薔[image: ]騎士は大体が親から力を受け継ついで、生まれつき身体からだに薔[image: ]を宿して生まれて来るから」

　マーリンはまた葡萄を一粒取り、指でくるりと回す。途と端たん、葡萄がふわりと宙に浮いた。私は目をこする。見み間ま違ちがいではなさそうだ。

「そして、どうしてあなたがここにいるか、ってことね」

　マーリンはぱちんと指を鳴らした。今度は皿から葡萄が一ひと房ふさ、浮かび上がる。空飛ぶ葡萄に釘くぎ付づけになる私を尻しり目めに、マーリンは銀のカップを手に取った。

「あなた、下界から来たんでしょう」

　下界……？　上手うまく言葉が頭に入って来ない私を見やり、マーリンはもう一度指を鳴らす。すると、空中で葡萄が弾はじけ、みずみずしい果か汁じゆうがカップに注がれた。彼はにっこり笑った。

「湖の扉よ」

　その言葉ではっとする。湖の扉。あの不思議な水鏡のことだとすぐに分かった。あれをくぐったとき、私は火事の現場から薔[image: ]の巣くう森へと飛ばされてきたのだ。

「あの扉は別の世界に通じている」

　マーリンは葡萄の搾しぼり汁じるを口に含ふくみ、続けた。

「ここは浮き島ログレス。時空のあわいを漂ただよう島よ」

　彼は指で空中に円を描えがく。あの水鏡、不思議な湖を思い出させるように。

「あなたの通った扉は、下界とログレスとを繫つないでいるの。あなたはそこを通って、別の世界からログレスにやって来たのよ」

「は、……はあ？」

　当然のように言われても、はいそうですかと納なつ得とくできるわけがない。

「あら、以前はよくあったことよ。昔はこの浮き島も、度たび々たび他ほかの世界に停てい泊はくしていたから。湖の扉も、かつては自由に行き来できた。何百年前の話かしらね」

　この人、一体何歳なんだろう。カップの縁ふちを撫なでる魔術師を見つめ、私はいよいよ困こん惑わくする。

「あれは古くから、必要とする者の前に気まぐれに現れてきた。だけど、薔[image: ]障がはびこってからは、一度も開いていないわ。そう、薔[image: ]戦争の開戦後ずっとね」

「薔[image: ]戦争？」

　マーリンは私の背後の壁かべを手で示した。椅子の背に腕をかけて振り向くと、そこには豪ごう華かな刺し繡しゆうで細かく絵物語が縫ぬい込まれた大きなタペストリーがかけられていた。

「昔話をしましょう、オリヴィア」

　マーリンはタペストリーを指さし、滑なめらかに語り始めた。

「伝説の時代、ここログレスには偉い大だいな一人の王がいたの。彼は仲間の騎き士しらと共に数々の戦いを制し、巨きよ大だいな王国を創つくり上げた。ログレスの民たみは彼をこう呼んだわ。かつての王にして未来の王……、すなわち〈永遠の王〉と」

　タペストリーの左上に、光輪を背負った厳いかめしい騎士の姿があった。彼が〈永遠の王〉。

「彼が統治するかぎり、ログレスは永遠に平和と思われた。けれど、ある日思わぬ人物が牙きばをむいたの。彼の妻、すなわち王おう妃ひよ。王の寵ちよう愛あいを一身に受けた彼女は……実は、ただの人間ではなかった。人喰い薔[image: ]の化け身しんだったの」

　ぞくりと、悪お寒かんが走る。タペストリーの中央に咲さく金の花。艶つややかな金糸で表されたそれは、美しくもあり、一方でどこか邪じや悪あくに、強きよう烈れつにぎらついていた。

「〈永遠の王〉は彼女と戦ったけれど……、忠臣の裏切りに遭あい、王妃側に寝ね返がえった騎士たちと、国を二分する大きな戦いになった。薔[image: ]戦争の発ほつ端たんよ」

　薔[image: ]戦争。ログレスの民と人喰い薔[image: ]との、長い長い戦い。

「信しん頼らいする騎士たちに牙をむかれた〈永遠の王〉は劣れつ勢せいを強しいられ、やがて死んでしまった」

　その声があまりに乾かわいていて、驚おどろく。マーリンの方を振り返って、おずおずと尋たずねた。

「薔[image: ]に殺されたの？」

　マーリンは首を振った。違ちがうの？

「〈反逆の子〉よ」

　指さす先、タペストリーにはまがまがしい人ひと形がたが縫い込まれていた。どす黒いもやを纏まとった騎士。燃えるような赤い戦場を背景に、彼の剣が英えい雄ゆうの兜かぶとを貫つらぬいている。

「〈反逆の子〉は、最初〈永遠の王〉の味方のふりをしていたけれど、隙すきをついて謀む反ほんを起こしたの。結果、相あい討うちになって〈永遠の王〉は死んでしまった」

　うら悲しげな声こわ音ね。まるでマーリン自身が目の前でそれを見ていたみたいだった。

「〈反逆の子〉の裏切りがなければ、〈永遠の王〉は薔[image: ]に勝っていたかもしれない」

〈反逆の子〉を取り囲む、凶きよう悪あくな黒い影かげ。本当の敵は自じ陣じんの中にいたなんて、〈永遠の王〉もやりきれなかったろう。

「ともかく、〈永遠の王〉の死後、ログレスは完全に薔[image: ]に支配された。王を失ったこの国で、誰だれが呼んだか、〈金の女王薔[image: ]〉……」

「〈金の女王薔[image: ]〉？」

　振り返って座り直すと、マーリンはぼうっと遠くを見つめていた。

「薔[image: ]障は自然発生的なものだけれど、根は緩ゆるやかに繫がっているわ。そしてその全すべてを統すべる親株は分かっているの。かつての王妃、伝説の時代から人々の命を吸って生き続ける魔ま物ものよ」

「それが〈金の女王薔[image: ]〉？　薔[image: ]の親玉ってこと？」

「まあそういうこと。薔[image: ]騎士たちの最終目標ね」

　魔ま術じゆつ師しは口だけで笑い、そこで目を伏せた。

「〈金の女王薔[image: ]〉を倒たおす、すなわち全ての薔[image: ]を屈服させ、ログレスを薔[image: ]障の脅きよう威いから救い出す者こそ、〈次代の王〉。けれど、今までその座に辿たどりつけた薔[image: ]騎士は一人もいないの……」

　低く視線を滑すべらせ、沈しずんだ顔で言った後、マーリンはついと顔を上げた。

「だけど必ず、〈次代の王〉は現れる。この長い悪夢を終わらせる騎士が」

　確信に満ちた声が響ひびく。

「〈永遠の王〉は、死ぬときこう言い遺のこしたわ。王は必ず蘇よみがえると。そして薔[image: ]戦争は終わる」

　薔[image: ]との戦いは必ず終わる。魔術師は繰くり返した。

「伝説の騎士たちが蘇り、再び〈金の女王薔[image: ]〉と戦う。ログレスに平和を取り戻もどすために」

　蘇る？　生き返るってこと？　私は眉まゆをひそめて、そこでふと、我に返った。

「待って、待ってよ」

　ログレスの歴史はよく分かった。だけど、私は、

「私は、今すぐ帰りたいの。パパが」

　首を傾かしげるマーリンに、私は手短に事情を説明した。本当なら一刻も早く帰りたいのだ。

「あらあら、それは気の毒だったわね」

「ねえ、マーリン、お願い。元の世界に帰して」

「私に頼たのまれても無理よ。湖の扉とびらの開け方は誰にも分からないもの」

　さっと目の前が真っ暗になった。そんな……。

「じゃあ、どうすればいいの？」

「可能性があるとすれば」

　マーリンは思わせぶりに、長い指をぴんと立てた。

「あなたが、〈金の女王薔[image: ]ばら〉を伐きって、〈次代の王〉になることね」

「ど……ういう」

　さっきの話を思い出す。ログレスを薔[image: ]障から救う者。〈次代の王〉。そりゃ、ログレスの人のことは可哀かわい相そうだと思うし、薔[image: ]障はなくなってほしいと思うけど……、どうして私が？

「〈金の女王薔[image: ]〉の心花には強い魔ま力りよくが宿るとされているわ。その花弁一枚で、どんな願いでも叶かなうと」

「……どんな願いでも？」

　まるでお伽とぎ話ばなしだ。マーリンは釣つり竿ざおに魚がかかったときのような含み笑いを浮うかべた。

「オリヴィア、考えようによっちゃ、これは逆に好機かもしれないわ」

「どういうこと？」

「〈金の女王薔[image: ]〉の心花の力があれば、湖の扉は開く。だけど、それだけじゃない。もっと上手く使えば……そうね、たとえば、その火事の起こる前まで時間を巻き戻す、なんてことも」

　時間を巻き戻す？　それってつまり、

「あの火事をなかったことにできるってこと？」

　思わず身を乗り出した。願ってもない話だ。マーリンは改まり、机の上で手のひらを重ねた。

「オリヴィア、あなたにとっては大きなチャンスよ。やるの、やらないの？」

　膝ひざの上で、ぐっと手を握にぎり込む。自分が何をしようとしているのか、実感は湧わかなかった。集中して思いを巡めぐらせようとしても、上手うまく行かない。頭はまだ混乱しているし、元々考えることは得意ではないから。でも……、この状じよう況きようで断れば、それこそ考えなしだ。悲劇を覆くつがえせる可能性が、ほんの少しでもあるのなら。私は顔を上げた。

「やるわ。〈金の女王薔[image: ]〉を伐る」

　そして、パパを救う。

「よろしい。じゃあ行きましょ」

　マーリンは言って、立ち上がった。

「だけど、行くってどこに？」

「入団審しん議ぎ会よ」










　通された部屋は、宮きゆう殿でんの一階の大広間だった。高い天てん井じように、鉄の輪の上に蠟ろう燭そくを載のせたシャンデリア、壁には細かな刺繡で飾かざられた豪ごう奢しやな布がかかり、床ゆかは隅すみ々ずみまで磨みがき上げられてくすみ一つない。荘そう重ちような光景に一つ水を差すとすれば、完全に浮いている私のセーラー服だろう。

　私は部屋の中央に立たされた。目の前には、石の台に刺ささった細い剣けん。古めかしい剣はところどころ錆さびついていて、お世辞にも美しいとは言えなかった。隣となりにはマーリンが立っていて──浮いているのかも──、触さわっちゃ駄だ目めよ、と私を止め、耳打ちした。

「彼らが円えん卓たくの騎き士しの中の赤薔[image: ]憑つき三人よ」

　部屋の奥の一段高くなったところに長机があって、三人の騎士が座っていた。

「円卓の騎士？」

「騎士団本隊の上にいるお偉えらいさんよ。特に真ん中のメイディランド卿きようは覚えておおき」

　示されたメイディランド卿は、薄うすくなった金きん髪ぱつに、皺しわの深く刻まれた厳めしい顔でこちらをぎろりとねめつけている。初対面なのに、ずいぶんな態度だ。

「右がその長男のコンラッド卿」

　三十代前半くらいの騎士は、父と同じ金髪で、面おも白しろがるような表情でこちらを窺うかがっていた。

「もう一人はラヴァグルド卿。現時点でこの三人が、赤薔[image: ]憑きのトップよ」

　ラヴァグルド卿の方は、柔やわらかそうな茶色い髭ひげが特とく徴ちよう的で、隣のメイディランド親子と対照的に柔にゆう和わな笑え顔がおが温かい。少しだけ父と似ていて一いつ瞬しゆん気持ちが和やわらいだ。

「そしてあっちが」

　立て続けにマーリンが示すのは、右手に並んで立っている四人の騎士。みんなまだ若い。

「騎士団四隊のキングたち」

「キングって？」

　王が四人もいるの？　マーリンは違ちがう違う、と首を振ふった。

「各隊の隊長ってことよ」

　彼の説明するところによると、薔[image: ]騎士たちは薔[image: ]の色によって四隊に分かれているらしい。赤薔[image: ]憑きのハート隊──私は赤薔[image: ]憑きだからここに配属になる──、黄薔[image: ]憑きのダイヤ隊、黒薔[image: ]憑きのクラブ隊、そして……白薔[image: ]憑きのスペード隊。

「あ！」

　そこに立っていたのは、黒くろ髪かみに切れ長、美しい顔の騎士だった。確か名前は、ギンレイ。

「ギンレイはスペードのキングよ。本隊じゃ最強の呼び声が高いわ」

　最強？　彼が？　私が視線で尋たずねると、マーリンは頷うなずいた。

「若手の中では、目下〈次代の王〉に一番近い騎士ってことよ」

「つまりライバルってこと？」

「まあそう思うのは勝手だけど、人には言わない方が賢けん明めいね」

　どういうこと？　私が尋ねようとしたとき、

「そろそろ審議会を始めてもいいかね。我々も忙いそがしいんだ」

　目の前の高座から、メイディランド卿が尊大に頰ほお杖づえをついたまま横よこ槍やりを入れた。横おう柄へいな態度の老人と対照的に、茶色い髭のラヴァグルド卿は人当たりの良い笑みで説明した。

「その石の剣は入団の試金石だ。それを抜ぬけなければ、本隊に入ることはできないよ」

　錆びついた剣を眺ながめる。確かにしっかり石に刺さっていて、簡単に抜けそうには見えない。

「しかし、マーリン、お前の弟で子しだと？　聞いたこともないが」

「ええ、秘蔵っ子ですの」

　そういうことになったらしい。マーリン曰いわく、説明が面めん倒どうなので異世界から来たことは隠かくしておくようにと。マーリンが保護者ってことになってくれるらしいので、私は彼のもとでこれまで森の中で暮らしてきた弟子という設定だ。無む茶ちやが過ぎるけれど……。

　案の定、メイディランド卿は疑うたぐり深い表情だ。

「娘むすめ、名は？」

「おり」

「オリヴィアですわ」

　本名を名乗りかけた私の言葉を、マーリンが言い換かえた。部屋の隅すみで、ぴくりとギンレイが顔を上げるのが分かった。そうか、彼には織葉と名乗ったんだった。

「オリヴィア。聞いているだろうが、薔[image: ]騎士の任務には危険も多い。命の保証はできんぞ」

　私は頷いた。正直実感はないけど、そうしなければ帰れないんだもの。今いま更さら引き返せない。

「戦場で尻尾しつぽ巻いて逃にげ出そうたってそうはいかんぞ。やめるなら今のうちだ」

　しかし老騎士はさらに言いつのった。高圧的な声こわ音ね。こちらを見下し、脅おどしつけるように。

「命が惜おしくはないのかね」

　その言葉で、さっきの赤薔[image: ]を思い出した。途と端たん、首の後ろに汗あせが噴ふき出す。怖おじ気けづきそうになる心を何とか抑おさえ込むために、ぎゅっと手を握った。やると決めたでしょ。負けちゃ駄目。

「〈金の女王薔[image: ]〉を伐りたいんです」

　私は声を張り上げた。高ぶる感情に反応するように、右みぎ腕うでからにょきにょきと赤薔[image: ]が伸のびてきた。大輪が一つ、二つ、光輪のように私を取り巻く。

「いや、……伐るわ。〈次代の王〉になります」

　勇気を奮って宣言すると、一瞬、場に重い静せい寂じやくが降りた。

　あれ、何かまずいことを言ったかな……。

「成り上がり風ふ情ぜいが生意気な……」

　メイディランド卿が怒ど気きを吐はき出しかけるところに、くつくつと忍しのび笑いが聞こえた。見上げれば、マーリンが長い袖そでで口元を隠している。

「何を笑っている、マーリン？」

「ここで同じ言葉を吐いた騎士がいたなって思っただけよ。少し前に、二人ほどね」

　マーリンは脇わきに立つ四人のキングに視線を流した。

「そうでしょう、ギンレイ？」

　ギンレイは答えなかった。

「〈次代の王〉筆頭候補のあなたから、何か言うことはないの？」

「別に何も……なると言うだけなら子どもでもできる」

　スペードのキングは冷ややかだった。私のことなんかライバルとも思ってないみたい。

「何をそそのかされたのか知らないが、滅めつ多たなことを言うのはやめておけ。死にたいのか？」

　にべもなく否定され、さすがにカチンときた。

「や、やってみなきゃ分かんないでしょ！」

　私は言い放って、目の前の石から剣を引き抜いた。石にしっかり刺さっていると思っていたけれど、肩かた透すかしなほどするりと抜けた。そのまま、剣先をギンレイに向ける。それでも冷然と無表情を貫つらぬく黒髪の青年を睨にらみつけて。

「諦あきらめないわ」

　ギンレイは私には何も返さず、高座に座る円卓の騎士たちを見上げた。

「残念ながら、追い返すわけには行かないようですね。赤薔[image: ]ばらにまた命知らずが増えるわけだ」

「立場をわきまえろ、ギンレイ。白薔[image: ]憑きが口を出す領分か」

「まあまあ、メイディランド卿」

　いきり立つ初老の騎士を、茶色い髭のラヴァグルド卿がなだめる。

「事実を言ったまでです。入団資格は満たしていると見受けますが」

　一方ギンレイは、メイディランド卿に睨みつけられても怖気づくことなく、平然と言った。

「まあ実際、私には関係ありません。お邪じや魔まなようですし、この辺で失礼を」

　ギンレイは大おお仰ぎように礼をすると、ゆっくりとこちらに向かってきた。反射的に身構えるけれど、彼の方は私に興味なんかないようで、完全に無視して去ろうとする。

「ちょっと、待ってよ！」

　思わず腕うでを摑つかんだ。

「俺に構うな」

　ギンレイはやっぱり冷たかった。私はたじろぎ、手を離はなす。だけど……、頭ごなしに反対されたままではいられない。こっちにだって譲ゆずれない理由があるのだ。

「〈次代の王〉になるのは私よ。あなたがどれだけ強かろうと、負けない」

　ギンレイは長い前まえ髪がみを揺ゆらし、悠ゆう然ぜんと私を見下ろした。底なしの真っ黒な瞳ひとみは、氷河の深い割れ目に似て、深しん淵えんから私を試ためしているようだった。彼は私の耳元に顔を寄せ、薄い唇くちびるで告げる。それはまるで、愛の告白みたいに。

「諦めた方が身のためだ」

　翻ひるがえる隊服に光る徽き章しよう。キングのバッジがきらきら揺れた。










　キャメロット城、薔[image: ]騎士団本隊隊舎。

　ロの字になった隊舎の一角、ハート隊の談話室は、いい意味で雑然としていて、人の暮らしの騒そう々ぞうしい温ぬくもりが染しみついていた。家具は黒こく檀たんで統一され、床ゆかはダークレッドの絨じゆう毯たん敷じき。大きな暖だん炉ろが部屋を温かな光とぱちぱちという小刻みな音で満たす。マントルピースの上には、銀のカップが置かれていた。赤薔[image: ]の巻きついたハートの紋もん章しようが刻みこまれた銀の杯さかずき。ハートは古いにしえの時代に〈永遠の王〉が探し求めた聖せい杯はいを意味するという。

　暖炉に背を向けて、金きん髪ぱつにくすんだ緑の目をした青年が仁に王おう立だちしていた。かっちりとした隊服に包まれた体は筋肉質で、すらりと背は高いけれど、目立つ八や重え歯ばが可愛かわいげも残している。しかし今は不満げに腕を組み、眉み間けんに目め一いつ杯ぱい皺しわを寄せていた。低い声が震ふるえている。

「それで、キャメロットにやって来たばかりで右も左も分からないくせに、入団審しん議ぎ会で円えん卓たくの騎き士しに対して横柄な口をきいた上、〈次代の王〉になるだの宣言したわけだ」

「あ、はい、まあ。えへへ」

「褒ほめてないわ」

　青年の隣となりに寄り添そうように立っていた美女がちくりと刺さした。彼と同じ金髪をゆったりカールさせて、腰こしまで垂らしている。瞳の色も同じ、くすんだ緑。

「馬ばッ鹿かかお前は!!」

　青年の怒ど号ごうに、きゅっと身を縮める。

「五月蠅うるさいよおじさん、声落として」

　ソファに座って本を読んでいた十二、三歳くらいの少年が、わざとらしく耳を塞ふさいだ。

「おじさんと呼ぶな！」

「まあウォルター、落ち着いて頂ちよう戴だい」

　美女にそうなだめられ、ウォルターと呼ばれた青年はソファに腰を下ろした。これ以上怒ど鳴なられる前に、私は話題を変えようと試みる。

「あ、えっと……ウォルターっていうの？」

「ああ、そうか、自己紹しよう介かいがまだだったな」

　ウォルターはそこでようやく気づいたようで、面倒くさそうに言った。

「俺がハート隊のキングだ。こっちはクイーンのスカーレット」

「よろしくね、オリヴィア」

　スカーレットが差し延べた綺き麗れいな手を握にぎりながら、私は二人の顔を見比べた。その反応を予想していたのか、スカーレットはうねる豊かな金髪を優ゆう雅がに揺らし、美しく笑えんだ。

「双ふた子ごなの」

「なるほど」

　確かに顔つきがそっくりだ。口を開けたまま二人を順番に眺める私に、ぷっと吹ふき出す少年。そちらに顔をやると、少年は笑いをこらえつつ、声変わり前のボーイソプラノで自己紹介した。

「僕はエースのニコロ・パガニーニ。参さん謀ぼうだ」

「参謀……？」

　私は思わず問い返した。

「えっと、ぼく、何歳？」

「もう一度僕を子ども扱あつかいしたら君を社会的に伐ばつ葬そうしてやる。最高に陰いん湿しつなやり方で」

　笑顔のまま早口でそう返され、私は黙だまるしかなかった。ウォルターが言い添える。

「ニコロはまだ十二だがお前の数倍は頭が回る」

「あれ、今私馬鹿にされた？」

「事実だと思うわ。あなた、見たところ頭脳戦には向かなそうだもの」

　スカーレットがウォルターの座る大きなソファの肘ひじ置きに横から腰かけ、美しく微笑した。中傷をさらりと誤ご魔ま化かされた気がしてなんだか釈しやく然ぜんとしないけれど、スカーレットに促うながされてひとまず双子の前のソファに座る。

「絵札はあと一人……、ジャックはフレミングっていう子なんだけど……」

　スカーレットはウォルターに意味ありげな視線を送った。

「呼んだけど来なかったわ。今夜も外がい泊はくですって」

「全くあいつは……」

[image: ]

　ウォルターは額に手を当てた。それからこちらに視線をやって、

「で、マーリンの弟で子しとか言ってたが、どこから来たんだ？」

「え？　えっと……」

　急に問われても。湖の扉とびらを通って、別の世界から来ました、なんて、言えるわけがない。

「湖の向こう、かな」

　適当にお茶を濁にごすと、ウォルターはあからさまに不ふ審しんがって、

「はあ？　何を死に神みたいなことを」

「何それ、どういうこと？」

「やだ。あなた、伝説を知らないの？」

　スカーレットが目をぱちくりさせた。ど、どういう意味だろう。

「あ、えっと……私、マーリンの言いつけで、最近まで山やま籠ごもりしてたから、よく知らなくて。薔[image: ]障のことも、その、ログレスのことも……」

　かなり無理のある言い訳だけれど、

「まあマーリンのことだから、弟子を森に放っておくくらいのこと平気でしそうだが」

「薔[image: ]障を知らないなんて、相当の山奥に住んでたんだね」

「ずいぶん苦労したでしょう。あの人のそばにいるってだけで尊敬するわ」

　むしろ同情された。こんなに言わせるなんて、マーリンって一体……。

「薔[image: ]ばら修道会の伝える薔[image: ]戦争の物語。〈永遠の王〉が死ぬ場面よ」

　スカーレットが言った。私はタペストリーを思い出す。

「伝説によれば、〈反逆の子〉に致ち命めい傷しようを負わされた〈永遠の王〉は、湖の向こうに旅立ったの」

「湖の……」

「ええ。湖の向こうには楽園があってね。魔ま術じゆつに長たけた九姉妹が、そこで英えい雄ゆうの傷を癒いやすそうよ。〈永遠の王〉はその楽園で眠ねむっているというわ」

　それってつまり、あの世ってこと？　だからウォルターは死に神なんて言ったのか。

「ログレスの民たみは待っているわ。〈永遠の王〉が再び湖の向こうから現れるのを。いつの日か、薔[image: ]戦争を終わらせるために……」

「お伽とぎ話ばなしだ。伝説の騎士たちの生まれ変わりなど」

　ウォルターは吐はき捨てるように言い、さっぱりと話題を変えた。

「ところで、聞いてるとは思うが、入団から一か月は無位期間だ」

「むい？」

「序列が決まってないってことよ」

　そう言えば、マーリンが言っていた。隊内の序列は明確に実力順。しかも戦績によって常に変動するらしい。

　ウォルターが自分の隊服の左胸を指さした。そこには目立つバッジが二つ。一つは赤いハートの中に、赤薔[image: ]の絡からみついた聖杯の紋章。ハート隊の証しるしだ。その横には、キングの徽章。そしてその下に、夥おびただしい数の小さな赤薔[image: ]のバッジが連なっていた。

「いいか、隊の上位十三名が手札、つまり精せい鋭えい部隊だ。それ以下の平隊員は山札と呼ばれる。手札のうち、特に絵札位の四名は隊の最高幹部だ」

　つまり目の前にいる三人はハート隊のトップってことだ。

「切り込み隊長のジャック、参謀のエース、そして俺たちキングとクイーンが隊のまとめ役だ」

「はあ」

「普ふ通つう薔[image: ]憑つきは入隊前に予科の訓練学校に入っていて、その成績如何いかんで入隊時の席次が決まる。だがお前は特例だ。俺たちが直接実力を見み極きわめなきゃならん」

　ウォルターの視線は私を品定めするように何度も往復した。

「そのための無位期間だ。この間の訓練とか任務とかの様子を見て、こっちでお前の実力を審しん査さして、位を決める。この間に何らかの実績を出さなきゃ、手札位は難しいぞ」

　ウォルターの説明はよく分からなかったけれど、私はとりあえず立ち上がった。

「〈金の女王薔[image: ]〉は？」

「は？」

「〈金の女王薔[image: ]〉はどこなの？」

　ウォルターとスカーレットは揃そろいも揃って呆あつ気けにとられたようにこちらを見上げている。

「私、〈次代の王〉にならなきゃいけないのよ。早く〈金の女王薔[image: ]〉を伐きらなきゃ」

「お前……」

　ウォルターは徐じよ々じよに顔を曇くもらせ、ついには最大限に眉まゆ根ねを寄せて、やっとそう言った。

「お前は……」

　ふつふつとお湯の沸わくような、震ふるえる声。何かを察したスカーレットは急いで席を立ち、ニコロの隣となりまで逃にげて行った。何だか嫌いやな予感がする私の目の前、キングがすっくと立ち上がる。

「ひっ」

　咄とつ嗟さに目を閉じた。直後、両のこめかみに激痛が走る。

「いたたたたたたっ！」

「馬鹿かお前は!!」

　ウォルターが握り拳こぶしで私の頭をぐりぐりしながら怒ど鳴なりつける。

「どこの田舎いなか者だお前は！　本当に何も知らんのか！」

「痛いってば！　ウォルター、放してよ！」

「五月蠅うるさい、黙れ！　何もかも一から教えてやるほど本隊は暇ひまじゃないぞ！」

　私は頭をウォルターの拳に挟はさまれたまま、苦笑いを顔に貼はり付けて、興奮した馬をなだめるように、どう、どう、と手でいなした。

「お、落ち着いて」

「お前は〈金の女王薔[image: ]〉を何だと思ってるんだ」

「何って……」

「いいか、〈金の女王薔[image: ]〉の巣は街ごと封ふう鎖さされてる。近づくことすら困難だ」

「えっ」

　街ごと封鎖？　近づくことすら困難？　じゃあ……、

「じゃあ、どうやって倒たおすのよ」

「お前、銀の棘とげも知らんのか。〈金の女王薔[image: ]〉討とう伐ばつ専門の精鋭部隊だ。定期的に遠えん征せいする」

　ウォルターはようやく手を離し、苛いら立だちを隠かくしもせずに言った。

「定期的って言っても、ここ数年招集されてないけどね」

「一定の実力を持つ者が集まらないと組織できないんだもの、仕方がないわ」

　ニコロとスカーレットが脇わきで補足する。ともかく、その銀の棘っていう部隊に入れば、〈金の女王薔[image: ]〉を伐れるわけね。

「じゃあ私もその銀の棘に……ちょちょ、待って待って！」

　私はさすがに二度目の攻こう撃げきは避さけて、両拳を上げかけるウォルターから間合いを取った。

「君には無理だよ。銀の棘は本隊退たい役えき後の勲くん爵しやく士しが担当することになってる」

　くん、しゃく……？　ニコロの言葉に目を白黒させる私に、スカーレットが苦笑した。

「本隊で一定の成果を挙げた者には勲くん章しようが与あたえられるの。叙じよ勲くんを受けた者でなければ、銀の棘に参入する資格はないわ」

「一定の成果って？」

　ウォルターは私への攻撃を諦あきらめ、再びソファにどっかり座り込んだ。

「薔[image: ]を百本伐ることだ」

「百本!?」

　あの怪かい物ぶつ薔[image: ]を、百本も？　それって……要するにどれだけかかるのよ。

「まあ並の薔[image: ]騎き士しで十年ってところかしらね」

「じゅ、十年……」

　途と方ほうもない。十年もここにいないと〈金の女王薔[image: ]〉には辿たどりつけないってわけ？

「そんなことも知らないでギンレイに喧けん嘩か売ったってんだからすごいよね」

　ニコロが言う。こんなに年下に馬ば鹿かにされたんじゃ立場がない。むくれながら尋たずねてみた。

「じゃあ、ギンレイは何本伐ったの？」

　スカーレットがまたウォルターのそばに戻もどってきて、波打つ金きん髪ぱつをかき上げながら答えた。

「確か、九十七ね」

　九十七？　もう百近いじゃない。さすがに焦あせりを隠せない。でも、ギンレイは十年も隊にいる年ねん齢れいには見えなかったけれど……。スカーレットは苦笑した。

「彼はちょっと異常なの。まだ入隊五年目だけど……天才なのよ。段だん違ちがいのね」

「ギンレイは〈次代の王〉の筆頭候補だよ。叙勲前にもかかわらず銀の棘から勧かん誘ゆうを受けてるって噂うわさだ。今のところ蹴けってるみたいだけど」

　ニコロが言い添そえた。最強ってのは噓うそじゃなかったんだ。私は少し呆ほうけてしまう。

「君が気にするようなお人じゃないってことさ。彼は自隊の隊員からも恐おそれられてるんだよ」

　ニコロはそこでちらりとウォルターを見やった。ウォルターはぴくりと眉まゆを上げたけれど、何も言わない。ニコロは興を削そがれた様子で、再びこちらに視線を戻した。

「それに比べて……同じ成り上がりでもここまでおつむの出来が違ちがうものかね」

　おつむ云うん々ぬんはひとまず無視して、尋ねる。

「成り上がりってどういうこと？」

「ギンレイもあなたと同じで、生まれつきの薔[image: ]憑きじゃないのよ。元々薔[image: ]に耐たい性せいがあって、薔[image: ]に襲おそわれたときに発芽したの」

「そうなんだ」

「昔は少なくなかったんだよ。薔[image: ]騎士団が整備されて、組織だって民を薔[image: ]障から守るようになったから、今じゃ君らみたいな成り上がりは珍めずらしいけどね」

　なるほど。同じ境きよう遇ぐうだったなら、もう少し優やさしい言葉をかけてくれたって良かったのに。

「本隊の仕事は護衛。俺たちの職務は、薔[image: ]障から市民を守ることだ。〈金の女王薔[image: ]〉を伐るだなんて大口叩たたく前に、まずは任務に徹てつすることだな」

　ウォルターはそう言うけれど、戦う前に負けを認めろって言われてるようで、なんだか釈しやく然ぜんとしなかった。生来の負けず嫌ぎらいが湧き上がり、しぼみかける心を再び奮い立たせる。

「嫌よ。諦めないわ」

　三人は驚おどろいたようにこちらを見た。これだけ言われて折れないのが意外だったのだろうか？　でも、始める前から絶望したって仕方ないじゃない。そもそも、

「薔[image: ]ばら騎士ってみんな、〈次代の王〉になるためにここにいるんじゃないの？」

　薔[image: ]騎士団は薔[image: ]を倒すための組織のはずなのに、本人たちが及および腰ごしじゃ締しまらない。〈金の女王薔[image: ]〉を伐る者、すなわち〈次代の王〉。それを目指すことが、そんなに悪いこと？

「〈次代の王〉になるわ」

　右手首からまた顔を出した赤薔[image: ]が、肩かたを包むように、大輪の花を広げる。

　スカーレットは困ったように笑った。

「なんだか……、誰だれかを思い出すわね？」

　ウォルターは答えず、ソファに深く身をうずめて何かを考えているようだったけれど、あるとき鼻から息を抜ぬき、私のセーラー服を指さした。

「ひとまずその妙みような服を着き替がえろ。何なんだその馬鹿でかい襟えりは。一体何のためについてる」

「それはっ……！」

　私も、知らないけど。







[image: Ⅲ　赤薔薇の仲間]




　ノックの音で目が覚めて、一いつ瞬しゆんここがどこだか分からなかった。夢なら良かったけれど、起き上がってまず視界に入ったのは箱形の寝しん台だい。石造りの狭せまい個人部屋に家具は少なく、木製の窓の隙すき間まから透すき通った日光が真っ直すぐ差し込んで細い線を作っている。

「オリヴィア」

　扉とびらを開けたのは、背の高い金髪の美女だった。私は寝ねぼけ眼まなこで起き上がる。

「スカーレット……おはよう」

「起きて支し度たくなさい。皆みんな待っているわ」

　スカーレットは呆あきれ顔で腰こしに手を当てた。

「あなたには教育が必要みたいね。鐘かねの音を聞かなかったの？」

「聞こえた気もするけど……熟じゆく睡すいしてて」

「起きたらまず礼拝。その後各隊で朝礼をしてから朝食よ。何よりもまず着替えなさい。体を清める時間はないわね」

　スカーレットはとうとうと言いながら、衣装箱から私の隊服を引っ張り出す。着替え用の間仕切りに引っ掛かけていた私の黒いセーラー服を手に取ると、珍しそうにしげしげ眺ながめた。

「本当に、妙な服ね。捨てておきましょうか？」

「な、何言ってるの、だめよ！」

　私はスカーレットの手からセーラー服を奪うばった。これは元の世界と私を繫つなぐ唯ゆい一いつのよすがだ。絶対に手放せない。私はせめて赤いスカーフだけでも抜き取って、隊服のポケットに入れた。お守りにしよう。

　やっとのことで着替え、絵札組の朝食用の部屋に出向く。普ふ段だんは隊舎の食堂で他ほかの隊員と一いつ緒しよに食べるけれど、朝だけは会議を兼かねて絵札組のみ別室で食事をとるそうだ。私は特例なので、無位期間のうちだけは彼らと朝食を共にしていいらしい。

　扉を開いて中に入ると、絵札位の四人で使うにしては広い部屋だった。長机には先客が三人。

「遅おそい。何をしてたんだ」

　窓を背負った正面の席、苛いら々いらと指で机を叩くのは、我らが赤薔[image: ]の王ウォルター。金髪が日に当たって薄うすく透けている。

「服の着方がよく分からなくて」

「素す直なおに寝ね坊ぼうしたと言え」

「はい、すみません」

　ぴしゃりと叱しかられた私を横目に、スカーレットはウォルターの左ひだり隣どなりの席に腰を下ろした。右隣ではエースのニコロが欠伸あくびを押し殺している。

「だいたい翌日の服くらい晩のうちに用意してから寝るもんだろうが。きちんと部屋を整せい頓とんしてから出て来たんだろうな？　おい、タイが曲がってるぞ。それに寝ね癖ぐせも……」

　お説教は続く。うちのキングはとにかく口うるさい。

　私が末席に座ると、それを合図に朝食が運ばれてきた。銀の皿には、目玉焼きと薄うす切ぎりの燻くん製せい肉のようなもの、硬かたそうなパン、果物。残念ながら出来立て熱々には見えなかった。

「フレミング、そいつが新入りだ」

　そこでウォルターがもう一人の同席者に声を掛けた。私は顔を上げる。フレミングというと、

「ハートのジャック？」

　私の声に反応し、こちらを見る彼。瘦やせぎすで、ひょろりと背が高く、なで肩がた。茶色い髪かみを揺ゆらし、私をまじまじ見ると、ふむ、と唸うなる。

「んー、ちょっと瘦せすぎかな。特にこの辺りが」

　フレミングは胸の辺りを指さした。

「し、失礼ね！」

　私は真っ赤になった。この国には初対面の相手はまず貶けなすというルールでもあるのか。確かに、スカーレットのそれと違い、私の隊服はすとんと真っ直ぐ落ちていて、起き伏ふくに乏とぼしいけど。

「昨日キャメロットに来たばかりだ。面めん倒どう見てやれ」

「俺じゃ良い先生にはなれないと思うよ」

　フレミングは飄ひよう々ひようと言う。ウォルターが憮ぶ然ぜんと腕うでを組んだ。

「自覚はあるようだな、フレミング。昨日もまた訓練を休んだだろう」

「実地の任務には出てるでしょ、俺は効率重視なの」

「お前という奴やつはどうしてそう……夜な夜な街に出るから昼間ろくに動けないんだ」

「仕方ないだろ、かわい子ちゃんたちが呼んでんだから。堅かた物ぶつはモテないぜ、キング」

「馬ば鹿か者ッ！　いつもいつも、女遊びにかまけやがって」

「俺には訓練よりそっちの方が向いてるんだよ」

　フレミングは臆おく面めんもなく言った。ウォルターはカンカンだけれど、スカーレットもニコロも慣れているのか真顔で聞き流している。私は大人しく隅すみで縮こまり、朝食に手を付けた。冷め切った料理でも、食べないよりはましだ。ゴムみたいな食感の燻製肉を、苦心して飲み込む。

「連れん絡らくだ。最近城の周辺で頻ひん発ぱつしてる小火ぼやについてだが」

「ボヤ？」

　つい口を挟はさんでしまい、しまったと思ったけれど、一応発言権はあるみたいだ。ウォルターはいい加減私の無知にうんざりした様子で、ニコロに説明を促うながした。

「薔[image: ]障っていう災害は、火事と比ひ喩ゆさせると分かりやすい」

　火事。その言葉で、ざわりと心臓が震ふるえ、全身の産うぶ毛げが逆立った。蘇よみがえる恐おそろしい記き憶おくを、水と一緒に無理やり飲み下す。ニコロは何も気づかないようで、

「前まえ触ぶれもなく突とつ然ぜん自然発生して、放っておけば家々を伝って延えん焼しようしていく。ま、薔[image: ]は火と違って、水をかけても消えないどころか、逆に生長を促しちゃうけどね」

　なんて冗じよう談だんめかして言った。笑えないけど。

「小火ってのはその初期段階で、僕らが言うところの三級薔[image: ]障だよ。子薔[image: ]一株か、多くても数株ってくらいの小規模な薔[image: ]障」

　薔[image: ]障はその規模により三種類に分類されているそうだ。

　三級は一番低度の薔[image: ]障で、一株が大きくても胸に届くかってところのサイズ。未熟で、人に危害を加えるような薔[image: ]ではない。この、いわゆる子薔[image: ]が育つと、人の背せ丈たけ以上の大きさの親薔[image: ]になって、二級薔[image: ]障と呼ばれるようになる。私が最初に出会った大きな赤薔[image: ]は、だから、二級という分類になるだろう。この親薔[image: ]がさらに生長し、群生するようになると一級。下級薔[image: ]を率いて街を飲み込むレベルの大災害になるという。

「三級薔[image: ]障は大した脅きよう威いじゃないけれど、放っておくと二級薔[image: ]障に発展しかねないわ」

「今のところ被ひ害がいはないし、それぞれの小火の関連は断定できないが、念のため警けい戒かいしてくれ」

　ウォルターは注意を促したあと、フレミングの方を見た。

「おい、フレミング、どうした。食欲がないのか？」

　確かに、フレミングの皿の料理はほとんど手が付けられていない。

「好き嫌きらいはよくないぞ。しっかり食べないと頭も体も働かんからな。ほら、一口だけでも食べろ。そんなだからお前はいつまでもそんなひょろひょろで……」

「ああ、また始まった……」

　フレミングはキングのお説教には飽あき飽きといった風に頭を抱かかえた。ウォルターは一通りフレミングの生活態度を叱ってから、今度は私に目を向けた。

「いいか、しばらくは俺たちが面倒を見るから、ちょろちょろするなよ。お前はどうも向こう見ずの気がある。何をしでかすか分かったものじゃない」

　的確な指し摘てきに、私はぐうの音も出なくて、唇くちびるを突つき出す。

「どうせイノシシですよ……」

「イノシシ？」

　自棄やけになって自じ嘲ちようし、硬いパンを引きちぎった。猪ちよ突とつ猛もう進しんは自他共に認めるところだ。

「後先考えず突っ走る人のことそう言うの」

「聞いたことがないが……、なるほど、言いえて妙みようだな。食べたら行くぞ、イノシシ娘むすめ」

「なっ！」

　私は不ふ名めい誉よなあだ名に口をぱくぱくさせるけれど、ウォルターは気にせず水を飲み干した。

「まずは伐ばつ葬そうの基本を叩たたきこんでやる」










　宮きゆう殿でんを取り囲む隊舎の裏側にも、またいくつもの石造りの建物があった。そのうちの一つ、広々とした白い石いし敷じきの訓練場は、柱に取り囲まれているだけで壁かべがない開放的な造りだった。体力作りのためだろうか、鉄てつ亜あ鈴れいみたいな重りや、うんていに、登り棒……様々な用具が並ぶ。騎き士したちはめいめい訓練に勤いそしんでいたけれど、どこから噂うわさが広がったのか、私を見るなり、

「おっ、噂のハートの新入りだ！」

「ギンレイに宣戦布告、でしょ？」

「〈次代の王〉になるんだろ？　期待してるぜえ！」

　飛び交かうのは、期待というより嘲ちよう笑しようの波。明らかに馬鹿にされている。

「絡からむな、自分の訓練に集中しろ。おいお前！　シャツの裾すそを仕し舞まえ！」

　ウォルターはぴしゃりと叱りつけると、私を目立たない隅まで引っ張って行った。

「若い人ばっかりなのね」

　悪口なんて気にしていない、というそぶりで尋たずねる。実際周りは若者だらけだ。年かさで三十代がやっとというところ。そもそも、隊をまとめる絵札組がこの若さだもの。ウォルターはもう伐葬数が七十を超こえているという実力者みたいだけれど、ギンレイと同じでまだ入隊五年目らしい。隊にもっと年長の上司はいないのだろうか？

「そりゃ、薔[image: ]ばら騎士は百本伐葬した時点で、本隊を名誉退団になるからな」

「え、強制的に退団になるってこと？」

「強制的というか……最前線で戦う必要はなくなる、ってことだ。薔[image: ]騎士は体力勝負だから、十年もすれば引退するのが妥だ当とうだろう」

　だけど、それからどうするのよ？　三十代じゃ、まだ働き盛りでしょ？

「みんな銀の棘とげに入るの？」

「馬鹿者。銀の棘は精せい鋭えい部隊だぞ。本隊上位数人以外は入れない」

　ウォルターは腕を組む。

「それに、ここのところ討とう伐ばつ遠えん征せいも少ないし、銀の棘を志望する者自体年々減っている」

「どうして？」

「そりゃ死にたくないからだろ」

　そんな、元も子もない。騎士ってみんなそんなに臆おく病びようなのだろうか。

「じゃあ、他ほかの人はどうするの？」

「後こう援えん部隊にも仕事は山ほどある。現場からは退いて、補ほ佐さに徹てつする者も多いが……」

　ウォルターは組んだ腕を解き、気だるげに肩かたを回した。

「実際のところ、薔[image: ]騎士はほとんど地方貴族の子し弟ていだからな。名誉退団した後は、勲くん章しようひっさげて田舎いなかに凱がい旋せんするのが一いつ般ぱん的だ」

　貴族！　縁えんのない響ひびきだ。想像もつかないけれど、要するに、故郷に引っ込んで悠ゆう々ゆう自じ適てきの地主暮らしってこと？

「気楽に考えるな。地方に戻もどったって、領地や近きん隣りんの土地が薔[image: ]障に遭あったときには先せん陣じん切って戦うんだから、ただの地主ってわけではない。肩かた書がきとしては地方支部の駐ちゆう在ざい騎士だ」

　ウォルターはそう念押ししてから、

「まあ本部で十年やそこらしごかれて、市民のために尽つくしたと言えば、領主としての箔はくもつくってとこだろう。一種の通過儀ぎ礼れいだな」

　なるほどね。薔[image: ]騎士団本隊は、ログレスを守る本ほん拠きよ地ちであると同時に、地方貴族の子弟が一人前になるための修しゆ行ぎようの場でもあるわけだ。

「おい、入団したとこだってのに、叙じよ勲くん後の心配なんてしてる場合か。そもそもお前はまだ伐葬具の扱あつかいも知らんだろう」

　私は目をぱちくりさせた。伐葬具……というと、薔[image: ]騎士たちが伐葬に使う武器のこと？

「自分に憑いた薔[image: ]の力を結集させて呼び出す。この伐葬具でしか、薔[image: ]は倒たおせない」

　ウォルターは言うと、目を閉じ、両りよう腕うでを上げて頭の上で組んだ。

「まずは見てろ」

　息を吐はくと同時に、

「わあ！」

　彼の両手に見事な赤い蔓つる薔[image: ]ばらが生えてきて、一いつ瞬しゆんのうちに交差する二本の細長い剣けんになった。ウォルターは手首をしならせて両手の剣を素す早ばやく振ふり回す。風を切る音がした。

「ウォルター、二刀流なのね！」

「まあな。伐葬具の形は人それぞれだ。スカーレットは弓、フレミングは槍やり」

　ウォルターは二本の剣を下ろす。ギンレイの剣に比べると細いものの、その分、針のように鋭するどく尖とがっている。刻まれた薔[image: ]の模様が美しい。ウォルターがぱっと手を離はなすと、剣はしゅるりと蔓薔[image: ]の姿に戻り、手首に吸い込まれていった。

「私のは？」

「知らん。出してみろ」

　出してみろったって……。右手の手首を返すと、私の困こん惑わくに共鳴するように、赤薔[image: ]がにゅっと顔を出した。自分に憑いた薔[image: ]がその棘で宿主を傷つけることはないそうだけれど、この光景にはなかなか慣れそうもない。

「何してる。集中しろ」

「そう言われても」

　赤薔[image: ]は私の上で遊ぶように葉を揺ゆらすばかりで、一向に武器になろうとする様子はない。それどころか、薔[image: ]はにょきにょき伸のびて、私の黒くろ髪かみの間でかくれんぼでもするみたいに好き勝手に動き回った。完全に遊ばれている。ウォルターは腕うでを組んだ。

「いいか、俺たちは薔[image: ]の力を借りているだけだということを忘れるな。耐たい性せいがあるおかげで自分に憑ついた薔[image: ]を抑おさえ込んでおけるが、お前みたいに未熟な薔[image: ]憑きは上手うまく制せい御ぎよできないもんだから、そうやって薔[image: ]が勝手に出て来ちまう」

　ウォルターは緑の眼めで私を見た。八や重え歯ばの覗のぞく口を開いて、

「王になれ。組み伏ふせろ。薔[image: ]を屈くつ服ぷくさせ、その力を我が物にしろ」

　王に。私は目を閉じた。左手で右の手首をつかみ、念じる。私が王だ。従え、従え……。

「血の流れに集中しろ。薔[image: ]の力を感じたら、利きき手の手首に集めてくる。薔[image: ]が宿主に応こたえれば、伐葬具として結実するはずだ」

　私は目を閉じたまま、太い血管の中を泳ぐ薔[image: ]の蔓つるを思い浮うかべた。体が熱くなってくる。腕に神経を集中させていると、なんだか、体の中で何かが絡まっているような気がした。そのせいで赤薔[image: ]の根元が抑え込まれているような……。

「集中しろ。薔[image: ]に言うことを聞かせるんだ」

　ウォルターの声が聞こえる。暗くら闇やみの中に甘い匂においが充じゆう満まんする。真っ暗な視界の中、じわりと、あの炎ほのおが蘇よみがえってきた。記き憶おくの濁だく流りゆうの中、父の顔を思い出したその途と端たん、

「うっ！」

　体が裏返るような感覚とともに、右手首から生える赤薔[image: ]の幹がぴしりと直立した。枝が長く伸びながらより合わさり、棒状になる。それはあっという間に杖つえくらいの長さになって、銀色の輝かがやきを帯び、そして……、

「……何これ？」

　思いがけない結果に、自分で尋ねてしまった。

　長い棒の先、横側にほんのちょっぴり、刃はが突き出している。こんな武器見たことがない。まるで……、馬ば鹿かみたいに柄えの長い包丁？

「何これ、は俺の台詞せりふだ。こんな訳分からないの初めて見たぞ」

　ウォルターはしげしげと私の呼び出した伐葬具を眺ながめている。柄の部分はウォルターのと同じ、薔[image: ]の彫ちよう刻こくが入った美しい造りだけど、刃が……。私は妙みような棒をためつすがめつしながら、胸に手を当てた。何かつかえているような妙な感覚が抜ぬけない。

「なんだか……引っかかってるみたいな、変な感じがするの」

「引っかかってる？」

「うん。……何かに歯止めされているような」

　左手で自分を抱だく。なんだか気持ち悪い。命じても命じても、赤薔[image: ]は体の中で、身動きをとりづらそうにしている気がする。障害物があって、のびのび手足を伸ばせないみたい。

「まだ体が慣れてないんだろう。何度か練習してみるんだな。この柄の長さからして、槍か矛ほこか……、何にせよこれは出来そこないだ」

　出来そこない……。私はしゅんとしながら、変てこな棒をくるくる振った。

　脳のう裏りに浮かぶのは、ギンレイの伐葬具。あの輝く刀身、ひらめく美しい剣筋。重そうな大剣を軽かろやかに振る白薔[image: ]ばらの王は、けれどその仕草の中に、苦労の一つも感じさせなかった。










　訓練二日目。私はなんとか鐘かねの音で起き出し、朝の礼拝に出席した。

　礼拝堂は隊舎の裏にある背の高い建物だった。高い天てん井じように、木の梁はりが枝のように組み合わさり、正面の大きなステンドグラスが木こ漏もれ日に似た穏おだやかな光を堂内に投げかけている。朝はまずここで祈いのりを捧ささげ、騎き士しとしての務めを再確かく認にんするのが、隊員の日課なのだそうだ。

　とは言うものの、王のいないこの国には神もいない。薔[image: ]修道会の教えのもと、ログレスの人々が崇あがめるのは、湖の向こうにある楽園を統治するという九姉妹だ。不思議な力を持つ九姉妹は、傷ついた英えい雄ゆうを癒いやす役を担になっている。薄うす緑みどりのステンドグラスに描えがき出された九姉妹は儚はかなげで、彼女たちの優美な眼まな差ざしを眺めている間だけは、荒すさみがちな私の心も休まる。

　朝食の後にキャメロット城を一通り案内され、質素な昼食を取ると、休む間もなく午後は訓練。薔[image: ]騎士たちは、出動のない限りはこうして地道な鍛たん錬れんの日々らしい。

　ウォルターに連れて来られたのは、騎士団隊舎、ロの字になった建物の真ん中の広場。その隅すみには、巨きよ大だいな木製のアスレチックがあった。梯はし子ごに網あみ抜ぬけ、ジャングルジムのような複雑な足場。歯車で動く障害物は、紐ひもにつるされた砂すな袋ぶくろから、鋭い木の槍まで。まるで、昔読んだ童話に出て来た、砂さ漠ばくの迷めい宮きゆうで盗とう賊ぞくから宝を守るために仕し掛かけられた罠わなみたいだ。

「新人教育に使うんだ。良く見てみろ、薔[image: ]の印が分かるか？」

　ウォルターに示され、目を凝こらした。確かに、走路のあちこちに、四色に塗ぬり分けられた薔[image: ]の絵の木札が取り付けられている。

「伐葬具であれを正確に攻こう撃げきしながら、なるべく速く全すべての障害を抜ける。最終的には防具をつけて四色全てを叩たたいてもらうが、まあ最初は赤だけでいい」

　ウォルターがそう説明したとき、後ろから声がかかった。

「お相手するわ」

　スカーレットだ。ニコロもついて来ている。動きやすいよう金きん髪ぱつをまとめ上げたクイーンは、艶つややかに笑えんだ。

「そうね、あなたは赤だけ、私は薔[image: ]の札全部ってことで良いかしら？　それくらいしないと勝負にならないでしょう」

「ば、馬鹿にしないで！」

「嚙かみつくんじゃない」

　ウォルターに釘くぎを刺さされ、私はぐぬぬと唸うなる。ニコロはそんな私を見て、

「ペットみたいだ……」

「あいにくイノシシを飼う趣しゆ味みはない。じゃあ二人、そこに立って」

　ウォルターの指示で、私とスカーレットは横に並んだ。

　スカーレットが目を閉じ、右手首を返す。すると、小ぶりの赤薔[image: ]がたわわに咲さき乱れ、やがて大きな弓になった。流れるような手つきで今度は矢を生み出すと、ゆったりとつがえる。全ての動きに無む駄だがなく、それでいて優ゆう雅がで、女め神がみもかくやという美しさだった。

「用意」

　見とれている場合じゃない。私も伐ばつ葬そう具ぐ……変てこな棒を呼び出す。

「行け！」

　ウォルターが手を叩くと同時に、駆かけ出した。その直後、

　ぴゅん！

　残像の代わりに華はなやかな香かおりを振ふりまきながら、耳元を掠かすめるように矢が飛んで行く。そして私が顔を上げた時にはもう、

「ズ、ズルい！」

　目の前の札に矢が突つき刺さっていた。振り返ると、スカーレットは出発地点からまだ足を踏ふみ出してさえいない。

「飛び道具の利点を活いかしただけよ」

「文句言ってる暇ひまがあるなら走れ！」

　私はぐっとこらえて再び走り始めた。その間にも、スカーレットは後ろからびゅんびゅん弓を射る。歩きながら射ているのに、その矢筋は極きわめて正確だ。私の動きも綺き麗れいに避よけている。

「負けてらんない！」

　これでも運動部の大会荒あらしとして悪名を轟とどろかせてきたのだ。陸上部長をして創部以来の逸いつ材ざいと言わしめた健けん脚きやくで素す早ばやく梯子を上り、頂上にあった赤薔[image: ]札を叩く。

「その調子だ。体の動きは悪くないな」

　ウォルターの声がした。その間にも薔[image: ]の札は軽快な音を立てて貫つらぬかれてゆく。矢はしばらくするとすうっと消えてしまうのだけれど、今のところ百発百中なのは分かる。

　次の札は高いところから紐で吊つり下げられていた。頑がん張ばって伐葬具を伸のばしているところをスカーレットに素早く射い貫ぬかれ、ただでさえ手の届かない札が矢の勢いでぶらぶら揺ゆれ始めた。これじゃいよいよ叩けない。

「あら、ごめんなさい」

　スカーレットはしれっと言うと、すたすた通り過ぎて行った。このままじゃ負けてしまう！　私はぴょんぴょん跳とんで、なんとか木札を叩き、すぐにクイーンを追いかける。先には歯車仕掛けで動く足場や、振り子になってゆらゆら揺れる砂袋が進路を阻はばんでいるのが見えた。スカーレットは慣れた体運びで苦も無く跳んでいく。私は右手にあった木札を叩き、なんとか足場をよじ登った。けれど、その後ろ姿がよほど無様に見えたのだろう、

「あれじゃほんとに動物だ」

　ニコロの小こ馬ば鹿かにした呟つぶやきに、つい頭に血が上ってしまって、

「なんですって！」

「馬鹿、危ない！」

　後ろから迫せまる砂袋に気が付かなかった。

　どんっ！

　鈍にぶい衝しよう撃げきと共に、足場から投げ出される。臓器の浮うく感覚に、ひゅっと、血の気が引いた。

「オリヴィア！」

　スカーレットの声が聞こえた。直後、

　ばふっ！

「……ってて」

　分厚いマットが敷しいてあって助かった。なんとか無事だ。もがきながら這はい出ると、

「馬鹿かお前はッ！」

　聞き覚えのある怒ど号ごうが追って来た。条件反射で目を閉じる。案の定こめかみに激痛。

「痛い痛い痛い！」

　足場から落ちたのよりよっぽど痛い。スカーレットがため息をつきながら軽やかに遊具から飛び降りた。ウォルターの方は、私の頭をぐりぐりする力を一向に緩ゆるめない。

「お遊びじゃないんだぞ！　どうしていつもいつも、売り言葉に買い言葉なんだ」

「ごめんってば！　放してよ！」

　そこで背後から足音が聞こえ、私とウォルターはその恰かつ好こうのまま振り返った。

「ずいぶん楽しそうだが……ハート隊は子どものお遊びを訓練と呼ぶのか？」

　真顔で小首を傾かしげていたのは、見覚えのある美び貌ぼうの青年。黒くろ髪かみに切れ長の目、左胸に光るのは、白いスペードの中に剣けんが描かれた徽き章しようと、キングの徽章だ。

「ギンレイ！」

　頭を挟はさまれたまま大声を上げる私の隣となりで、ニコロが眉まゆをひそめる。

「無関心キングがわざわざ他隊の偵てい察さつ？　珍めずらしいこともあるもんだね」

「隊舎の真ん中でこんな騒そう音おん起こされたんじゃ、嫌いやでも気になるってもんだろう」

　ギンレイはニコロを見もせずに答えた。私はウォルターの手を振り切り、ギンレイにずんずん詰つめ寄る。

「あなたに心配される覚えはないわよっ！」

「俺がいつ君を心配したんだ。さすが雑草の思考はずうずうしいな」

「誰だれが雑草よ！」

「五月蠅うるさい、絡からむな、離れてくれ」

　ギンレイは心底迷めい惑わくそうだ。私のことなんか鬱うつ陶とうしい小こ蠅ばえくらいにしか思ってないんだろう。

「それはそうと、ギンレイ」

　そこで、私とギンレイの間に、長い金髪の影かげが割って入った。スカーレットだ。

「例の小火ぼやの件だけれど、円えん卓たくのおじさま方から何か聞いてらして？」

「いや、今のところ彼らは静観してるよ」

　小火、という言葉で、ギンレイは途と端たんにぴりりとした。

「そう……。だけど、三級とは言え、キャメロットの城じよう壁へきの中で薔[image: ]ばら障しようが頻ひん発ぱつするのは、やっぱり少しおかしいんじゃないかしら」

「俺も警けい戒かいが必要だろうと思う」

「お父様に一度考えを聞いてみるわ」

　スカーレットは言い、ギンレイの胸にそっと手を添そえて見上げた。

「あなたも気を付けてちょうだい。怪け我がしないで」

「ありがとう。君もね」

　二人はずいぶんと親しげだ。私は近づくだけで嫌がられるのに、スカーレットはべたべた触ふれても許されるなんて。二人ってもしかして……？　私が余計な想像をしていると、

「ぐえ」

　黙だまって聞いていたウォルターが、突とつ然ぜん私の襟えり元もとをつかんで引っ張った。

「ちょ、ちょっと」

　首が絞しまるってば。身をよじって振り返ると、ウォルターは無言のままギンレイを見ている。その表情はなぜか苦くこわばっていた。怒おこっているのとも、悲しんでいるのとも違ちがう……こんな顔、見たことがなくて、ちょっと驚おどろいた。

「……ウォルター？」

「今日の訓練は終わりだ。文書館に連れて行く」










「で、どうなの、調子は？」

　マーリンの声が、文書館の石造りの天てん井じようにこだました。

　急に不ふ機き嫌げんになったウォルターに、自習でもしてろ、と置き去りにされたのは、隊舎の横、背の高い塔とうがまるまるあてがわれた文書館だった。過去の闘たたかいの記録や、薔[image: ]の研究成果が収められているらしい。と言っても、羊皮紙に革かわ張ばりの本は一冊が抱かかえないと運べないくらいの大きさだし、よほど貴重なのか鎖くさりが付いて書しよ架かから取り出せないようになっているものもある。マーリンの力のおかげでログレスの人々との会話はもちろん読み書きにも困らない私だけれど、気軽に読書というわけには行かなそうだ。

「どうもなにも、全然よ」

　私は書見台につっぷした。情けなくも伐葬具一つまともに呼び出せず、雑草にイノシシにペット呼ばわり。順じゆん風ぷう満まん帆ぱんとは言い難がたかった。

「あなた、力はあるはずなのよねえ……。なにせ混じりけのない真しん紅くの薔[image: ]憑つきですもの」

　マーリンは隣の書見台に腰こしかける。椅い子すでなく机に腰かけるのは彼の癖くせなのだろうか。

「色が関係あるの？」

　私はうつ伏ぶせになったまま、顔だけマーリンの方に向けて尋たずねた。

「あら、まさか薔[image: ]が四色しかないなんて思ってないでしょう？」

　桃もも色いろやオレンジ、紫むらさき……。そういう中間色の薔[image: ]憑きは、一番近い色の隊に振ふり分けられはするけれど、あまり出世はしないらしい。色の純度が高いほど薔[image: ]の力は強くなるのだ。

「あなたほどの赤さなら、赤薔[image: ]は全すべて屈くつ服ぷくしたも同じくらいなのに」

「屈服とか、いまいち分からないのよね。伐きりつければ倒たおせるんじゃないの？」

　マーリンは指を鳴らした。分厚い本が空中を浮ふ遊ゆうしてきて──もう驚かない──書見台に載のった。体を起こすと、ページが勝手にめくられて、四色の薔[image: ]がからみついた図が現れた。

「薔[image: ]にはね、色によって相あい性しようがあるの。あなたは赤薔[image: ]憑きだから、赤薔[image: ]には特に強い耐たい性せいがある。あなたの伐ばつ葬そう具ぐなら、赤薔[image: ]はほぼ倒せるわ」

「他の色ならそうはいかないってこと？」

「そうよ。いくら薔[image: ]憑きでも、自分の薔[image: ]以外の色には耐性がないから、襲おそわれれば死ぬわ」

　マーリンは恐おそろしいことをさらりと言った。

「赤が苦手としているのは白薔[image: ]」

　マーリンの節ばった指が指す先、真紅の薔[image: ]の対極に、雪のように白い薔[image: ]が描えがかれていた。

「白薔[image: ]と戦うときは、苦戦を強しいられるでしょうね。赤なら一いち撃げきで済むのに、白だと何度も伐りつけないと倒せない、なんて風に。他の二色は場合によるけど、ともかく、赤の大敵は白」

　私は羊皮紙の表面を指で撫なでる。マーリンは続けた。

「白薔[image: ]憑きなら逆ね。白が得意で赤が苦手。同じように、黄薔[image: ]憑きは黄が得意で黒が苦手、黒ならその逆。一番得意な色と一番苦手な色が分かっていれば戦いやすいわ」

「要するに、じゃんけんみたいなもの？」

「じゃんけん？」

「あー、だからその、三すくみの……」

　私が手でなんとか説明しようとすると、マーリンは目を閉じてこめかみに指を当てた。あ、考えを読まれている。すぐにマーリンは頷うなずいた。

「そんなところ。だから、多色の薔[image: ]障が発生した時は、赤と白、黄と黒の組み合わせで出動することが多いわ。互たがいに弱点を補えるから。スペード隊とは仲良くしておいた方がいいわよ」

　仲良くって言われても……。今のところスペード隊の知り合いはギンレイしかいない。

「ギンレイと仲良くするなんて無理よ。いつも冷たいし」

「白薔[image: ]憑きの売りは冷静ですもの、スペードはハートとは気き質しつが違うわ」

「冷静っていうか……、人を寄せ付けない感じ」

「まあ、彼がちょっと敬遠されがちなのは事実ね」

　敬遠か……。確かに、いつも絵札組や下位の隊員たちに取り巻かれているウォルターと違って、ギンレイの冷え冷えとした表情は、仮に同隊だとしても近寄りがたい雰ふん囲い気きがある。

「ギンレイがとっつきにくいのが悪いのよ」

「ううん、原因はそれだけじゃないと思うけれど」

「どういう意味？」

　マーリンは曖あい昧まいに笑えんでお茶を濁にごした。

「とにかく、ギンレイと仲良くするのは無理。あっちも近寄ってほしくなさそうだし」

　俺に構うなとか、諦あきらめた方が身のためとか。一体何の恨うらみがあってそんな風にあたるのよ。私が〈次代の王〉を目指すことがそんなに気に入らないのだろうか。

「だいたい、ここの人ってみんな守りに入ってるっていうか」

〈次代の王〉になると言うと鼻で笑う人たち。端はなから無理と決めてかかっているみたいだ。でも、親玉を叩たたかなきゃ薔[image: ]障は消えないんでしょ？　湧わいてから伐るだけの対処法じゃ、一生いたちごっこなのに。〈金の女王薔[image: ]〉討とう伐ばつ隊もしばらく動いていないと言うし。

「護衛だけじゃ根本的な解決にはならないのに」

「その考え方は危険だわね……」

　マーリンの声の調子が変わった気がした。見上げると、そこには、いつもの含ふくみ笑いとは別の表情が浮うかんでいた。鋭するどい眼めの中、燐りん光こうが様々な色に弾はじける。私はちょっとひるんだ。

「……マーリン？」

　魔ま術じゆつ師しはふわりと浮かび上がった。浮かんだそばから、そよぐ服の裾すそが消えかかっている。

「偏へん狭きような考えに陥おちいってるわ。ここに来たときのこと、良く思い出して」

　そんな言葉を残し、マーリンの姿は空気に溶とけて消えて行った。

「何なのよ……」

　一人取り残された私は、本の分厚い表紙を閉じる。誰だれも彼も。訳が分からない。










　三日目。私はまだ伐ばつ葬そう具ぐ召しよう喚かんに成功しない。

　相変わらず極度に柄えの長い包丁みたいな姿なのだけれど、何故なぜか刃は先さきが内側に向いているせいで、引っ掛かけて手前に引かないと伐れないのだ。これじゃまともな攻こう撃げきは出来ない……。〈金の女王薔[image: ]〉どころか、一本の薔[image: ]を伐ることすら危あやうい。

「薔[image: ]畑に行くぞ」

　午後を告げる鐘かねの音と共に、ウォルターが言った。

「畑？」

　隊員たちと共に馬車に乗って連れて来られたのは、城の裏手、裏門から内ない壁へきを潜くぐり抜ぬけて坂を下ったところにある、広大な農地だった。見たところ何も植えられていないようだけど、なぜか周りを高い柵さくで囲まれている。畑は柵で四分ぶん割かつされ、各隊にあてがわれていた。

　ウォルターの指示で、ハート隊の畑に向かう。それぞれの隊の畑の中もまた柵で区切られ、いくつかの区画に分かれている。私たちはそのうちの一区画の脇わきに整列した。

「離はなれてろ」

　隊員にそう指示してから、ウォルターは脇の水路にはめられていた板を外した。せき止められていた水が勢いよく畑に流れ込んで行き、格こう子し状の溝みぞを伝って区画全体に回る。すると、

「わっ！」

　突とつ然ぜんにょきにょきと芽生えたのは、大量の薔[image: ]ばらだ。赤薔[image: ]、白薔[image: ]、黒薔[image: ]、黄薔[image: ]。瞬またたく間に幹を伸のばし、葉を茂しげらせ、花をつけた怪かい薔[image: ]は、それぞれが三級から二級くらいの大きさだ。辺り一面が、あっという間に薔[image: ]園と化した。

「薔[image: ]を育ててるの？」

　私が圧あつ倒とうされながら訊きくと、ウォルターは頷いた。

「訓練用にな。飼い薔[image: ]の種は水を与あたえない限り自然発芽することはないから安心しろ」

「へえ……」

　ウォルターはハート隊全員を一列に並ばせた。手札山札合わせて三十人くらいだ。

「いつもの通り、制限時間内になるべく多くの薔[image: ]を伐れ」

　模も擬ぎ訓練ってとこだろうか。ウォルターはちらりとこちらを見た。

「新入りのために再確かく認にんしておく。薔[image: ]がつける花の数は株によってまちまちだが、必ずどこかに金の花弁を持つ心花、要は心臓部がある。伐葬具でどれだけ伐りつけたって、心花を伐らんことには次々枝を生やしてくるぞ。早急に金の花を見つけて刈かるんだ」

　金の心花。それを探し出して刈ることがすなわち伐葬、薔[image: ]の息の根を止めることなのだ。

「いいか、これは訓練だ。成績には関係しない。ただし最下位は馬小屋掃そう除じ」

　ぶー、と野や次じの声が上がる。私がぎょっとしていると、ウォルターが一いつ喝かつした。

「馬ば鹿か者。鍛たん錬れんを怠おこたって強くなれると思うな！」

　しかしブーイングはやまない。

「やーい、万年二位！」

「ギンレイくらいになってから威い張ばれ！」

「五月蠅うるさい、黙だまれ、今度文句言ったやつは内壁を三十周させるぞ！」

「体たい罰ばつ反対！　他隊に訴うつたえるぞ！」

「よそはよそ、うちはうち！」

　言い切るウォルターの横で、引きつり笑いを浮かべていると、

「スペードとはずいぶんな差だよなあ」

　フレミングが頭を搔かきかき言った。スペード隊は四隊の中でも特に規律正しいことで有名。こんな風にキングに口答えなんてしないのだろう。

「気にしないことね、みんな本気じゃないのよ」

　スカーレットはちらりと畑の向こう、スペード隊の区画を見た。

「部下を律するのも大事だけれど……、反はん抗こうする者を切り捨てるだけが王じゃないもの」

　そうは言うけど、ウォルターはどうも下位騎き士しに舐なめられている気がする。

「うちのキングの実力が不安かしら？」

　スカーレットは長い睫まつ毛げを伏ふせて含み笑いした。そういうわけじゃないけど……。

「すぐに分かるわ」

　私が疑ぎ問もん符ふを浮かべているうちに、ウォルターはなんとか隊を黙らせた。

「数はニコロが記録してる。ごまかしは利きかないからな」

　場外で、エースが手を挙げる。審しん判ぱんの手伝いとして下位騎士のうち数名が四方についた。

「イノシシ、お前は無理しなくていいぞ。隅すみの一角をお前用に空けといてやるから……」

　キングは手加減してくれようとしたけれど、私は首を振ふった。そんなんじゃいつまでたっても強くなれない。

「平気よ。みんなと同じようにやらせて」

「ならいいが……」

　ウォルターはしぶしぶといった体ていで引き下がり、隊員に向き直って声を張り上げた。

「では、はじめ！」

　ウォルターの合図とともに、乱らん闘とうが始まった。皆みないっせいに薔[image: ]園に駆かけ込み、われ先に薔[image: ]を刈ろうと必死だ。畑は瞬く間に砂すな埃ぼこりに包まれた。

　私も大急ぎで畑に飛び込んで……、けれど、すぐに足を止めた。騎士たちの団子状態の中、圧倒的に目立つ影かげが一つ。

「……すごい、ウォルター」

　そう言えば、ウォルターの戦う姿を見るのは初めてだった。二本の剣けんを自在に操あやつり、右から左から、襲おそい来る薔[image: ]の枝を搔かっ捌さばいて行く赤薔[image: ]の王。鍛きたえ上げられた長身は機き敏びんに動き、難なく畑を駆け回りながら、ときに隊員の手助けまでする。いつものガミガミ口うるさい姿とはうって変わって、ほとんど見とれるほどの戦いぶりだった。

　スカーレットの言う通りだ。何が万年二位、よ。

「十分強いじゃない……！」

　無意識に零こぼした言葉は、砂埃の中に紛まぎれて消えた。

「好き嫌きらいするな、白も刈れ！」

　私の視線に気づきもしないで、ウォルターは剣を煌きらめかせながら怒ど鳴なった。そうか、マーリンも言っていた。赤薔[image: ]は白薔[image: ]が苦手なのだ。みんな白は避さけて、赤の薔[image: ]から刈っている。

　確かに、赤薔[image: ]は戦いやすい。自分の危険も顧かえりみず、必ず真っ直すぐ向かって来るからだ。それに比べ、白薔[image: ]は動きが読みにくく、的確にこちらの弱点を見み抜ぬいて攻せめて来る。黒薔[image: ]は圧倒的な力でゴリ押ししてくるし、黄薔[image: ]は意表を突つくずる賢がしこさがある。だんだん個性がつかめてきた。でも、剣に槍やり、弓に斧おの……、あっちでもこっちでも、伐ばつ葬そう具ぐが振り回されているものだから、なかなか切り込んで行けない。

　私は伐葬具を構えるけれど、刈りやすい赤薔[image: ]は次から次から伐きられてしまう。何本も取り逃にがして、ようやく目の前にちょうど良さそうな小さな薔[image: ]を発見！　と思ったら。

「あ、フレミング」

　ちょうどジャックも同じ獲え物ものを狙ねらっていたようだった。しかしフレミングは薔[image: ]を奪うばい合う気はないらしい。砂埃を鬱うつ陶とうしそうに手で払はらい、

「やるよ。あんたが伐れば」

「え、いいの？」

「別に、訓練だし、伐葬数には関係ないから……いって！」

　突然後ろからどかっと蹴けられ、フレミングは前のめりに転がった。

「阿あ呆ほう、フレミング！　お前それでも切り込み隊長か!!」

　キングの檄げきが飛ぶ。訓練中も隅すみ々ずみまで目を配っているのはさすがだけど、体罰上等の精神は相手を選ばないらしい。

「新入りを甘やかすんじゃない」

　ウォルターは言い捨てると、もうどこかに走り出してしまった。

「はいよ、キング……」

　フレミングはかったるそうによろよろ起き上がった。そして、その緩かん慢まんな動きの流れで突然、伐葬具を突き出す。

「！」

　あまりの速さに目が追い付かなかった。見れば、心花をぐさりと突き刺さされ、倒たおれる薔[image: ]。瘦やせぎすなフレミングの伐葬具は、細くとも力強い槍だった。

「すごい」

　人は見た目によらないものね。さすがは切り込み隊長。ひょろひょろとやる気のない姿とはうって変わって、ひとたび戦場に出れば、その狙いは素す早ばやく正確だ。

「ああ、面めん倒どうくせ……早く帰って青あお熊くま亭ていのシャーリーと一いつ杯ぱいやりたい……」

　相変わらず薔[image: ]より女の子のことで頭がいっぱいみたいだけど。

　すぐにでも逃にげ出したい様子のフレミングを見送って、仕切り直しだ。私もなんとか薔[image: ]を伐らないと。ぎゅっと伐葬具を握にぎったとき、砂埃で霞かすんだ視界に、煌めく影。黄薔[image: ]だ！　勢いよく伐ばつ葬そう具ぐを振り上げ、そして……、

「誰だれが……」

　ばしん！　と強く摑つかまれた。はっとして顔を上げる。目の前には、黄薔[image: ]ばらではなくて金きん髪ぱつの青年。伐りかかられるすんでのところで、勇ましくも手摑みで私の逆さか刃ばの伐葬具を止めてみせたのは、赤薔[image: ]の王・ウォルターだった。

「誰が、仲間を伐れと言った！」

「あ、え、あわ」

　しどろもどろになる私に、迫せまるキング。

「馬鹿かお前は!!」

　怒ど声せいが薔[image: ]園に響ひびき渡わたった。




　お前ちょっと外に出てろ、と命じられ、薔[image: ]園から弾はじき出された私。学校の廊ろう下かに立たされている気分で、柵さくの外から砂埃の大乱闘を眺ながめる。

　せっかくの機会だったのに……。こんな調子では練習にもならない。各おの々おのの伐葬具を手に、激しく戦うハート隊の騎士たち。私はまだ伐葬具一つ満足に召しよう喚かんできないのに。こんな調子で、本当に〈次代の王〉なんかになれるんだろうか。……ぽつりと零こぼす。

「私、情けない」

「本当にな」

　突とつ然ぜん同意され、びくっとして横を見ると、

「ギンレイ！」

　白薔[image: ]の王が腕うでを組んで立っていた。い、いつからそこに！

「うちは今訓練が終わったところだ。いつにもましてハートの畑が騒さわがしいんで見に来てみれば……、相変わらず赤薔[image: ]の戦い方は勢いだけだな」

　冷静な流し目でそう言われる。うっ、ってことは私のさっきの失敗も……、

「何だあのザマは。犬の方がまだ役に立つんじゃないか」

　悔くやしいけれどぐうの音も出ない。私は黙だまって唇くちびるを突き出した。

「まあ、何色でも見境なく突っ込んで行くのは雑草らしくて悪くなかったが」

　それ、褒ほめてるの？　尋たずねようとしたとき、スペード隊の騎士が一人、走ってきた。

「キング、今日の訓練の結果です」

　白薔[image: ]の騎士はギンレイに蠟ろう板ばんを差し出した。ギンレイはそれをちらと見ただけで突き返す。

「ひどいものだな」

「し、しかし、前回よりはいい記録です」

　下位騎士がおずおずと言うと、ギンレイは珍めずらしくにっこり笑った。笑っているのに、その漆しつ黒こくの目は真冬の夜の池みたいに、薄うすく張った氷の奥に百倍恐おそろしいものを隠かくしていた。どうやら踏ふみどころを誤ったらしい下位騎士に、その威い圧あつ感かんでただならぬ緊きん張ちようを強しいながら、

「だから？」

　スペードの騎き士しはびくっと肩かたを震ふるわせた。

「あ、え、あの」

「前回よりいい結果なら、実戦で薔[image: ]が手加減してくれるのか？」

「その、……いいえ」

　ギンレイはゆっくりと、諭さとすように言った。緩ゆるんだ布を氷の針で刺し留めるように。

「薔[image: ]に勝てなきゃ意味ないだろう。そのために訓練しているんだ。妥だ協きようなんてない」

　凍いてついた視線に見み据すえられ、スペードの騎士は声も出せない。その顔には怯おびえが浮うかんでいた。ギンレイは決して暴言を吐はいているわけではないのに、落ち着いた声こわ音ねには何故なぜか強きよう烈れつな凄すごみがある。

「今からもう一回だ。みんなに伝えてくれ」

　ギンレイはことさら作ったような笑えみで言った。下位騎士は頷うなずき、逃げるように去って行く。ギンレイはため息をつくと、また無表情に戻もどった。部下を追いかける気はないようだ。

「ど、どうしてそんな風に言うのよ。言い方ってものがあるでしょ？」

「余計なお世話だ」

　思わず口を挟はさむと、ギンレイが顔をこちらに向けた。相変わらず冷ややかな視線。

「そ……そんなんじゃ、部下に嫌われちゃうわよ！」

　おせっかいは承知だけど、明らかに過か剰じように棘とげをぎらつかせているのを無視するんじゃ、それこそ不親切だ。いくら強くても、そんな態度じゃ、部下に反感を持たれてしまうだろう。そう、まるで、信しん頼らいしていた〈反逆の子〉に牙きばをむかれた、

「〈永遠の王〉みたいに」

　ギンレイは押し黙った。何か気に障さわることを言っただろうか？　おずおず顔色を窺うかがうけれど、彼は私みたいに単たん細さい胞ぼうじゃないから、簡単には心が読めない。

「……君は伝説を信じてるのか？」

　突然ギンレイが尋ねた。私は怪け訝げんに問い返す。

「伝説って……王は必ず蘇よみがえるっていう？」

〈永遠の王〉の死後、王のいないこの国。でも、いつか必ず〈次代の王〉が現れ、薔[image: ]戦争を終わらせる……。

「ギンレイは、信じてるの？」

　ギンレイは答えず、代わりに隣となりの区画の溝みぞの栓せんを足で蹴り外した。

「ちょっと、ギンレイ!?　何するのよ！」

　一いつ瞬しゆんにして薔[image: ]に包まれる畑。ギンレイは焦あせり一つ見せず、冷たい眼めで私を一いち瞥べつすると、

「薔[image: ]戦争を終わらせるのは、俺だ」

　次の瞬間にはもう伐葬具を呼び出していた。そしてひらめく光だけを残し、姿を消す。

「ギンレイ!?」

　白薔[image: ]の王は疾しつ風ぷうのように薔[image: ]畑に駆かけ込む。途と端たん、襲おそいかかる薔[image: ]を躱かわし、太い枝を鮮あざやかに一刀両断してのけた。白薔[image: ]を宿した大たい剣けんは勢いを失うことなく踊おどるように舞まい、怪かい薔[image: ]の枝が次々伐きり飛ばされる。土を踏みしめる軽快な音を立てながら、ギンレイは無む駄だなく、洗練された優ゆう雅がな動きで、縦じゆう横おう無む尽じんに薔[image: ]園を駆け抜ぬけた。そしてあっという間に、

「……すごい」

　畑は丸まる裸はだかになった。薔[image: ]という薔[image: ]が、全すべての枝を綺き麗れいに伐り落とされている。それも……、金の心花だけを器用に残して。

　ひゅう、と品のない口笛が響いた。振ふり返ると、フレミングだった。ハート隊も薔[image: ]を刈かり尽つくしたらしく、訓練後の隊員たちがみんな柵ぎわにやって来て、こちらを見ている。

「すっげえ……」

「さすがはギンレイだ」

「彼なら本当に〈次代の王〉になるかも」

　ハートの下位騎士たちは口を揃そろえてギンレイを褒め称たたえる。

「ギンレイ、珍しいわね、ムキになって」

　薔[image: ]の弓をかついだスカーレットが言う横で、ニコロは不満げに頰ほおを膨ふくらませる。

[image: ]

「他隊の区画を勝手に使わないでよね」

「心花は残してあるからすぐにまた生えて来るさ。君らの訓練に使うといい。見たところ、一回くらいじゃ練習が足りなそうだから」

　しっかりハート隊の実力不足を指し摘てきしてから、ギンレイは剣を左手に仕し舞まい込む。言葉が出ない私に、中身のない氷の無表情を向けた。そして再び、問う。

「君は伝説を信じるか？」

　本当に伝説の騎士たちが蘇るなら。薔[image: ]戦争を終わらせる者が現れるのなら。

　この場に立つ者で、次の王に一番ふさわしいのは誰だれか、本当は私だって気づいている。

〈次代の王〉は……、ギンレイなの？










　ギンレイのおかげで、ハート隊はあの過か酷こくな訓練をもう一回こなしたけれど、私は結局訓練中一本も薔[image: ]を伐ることができなかった。

　最下位の罰ばつとして馬小屋掃そう除じに加え、食堂で皿洗いまで命じられる。炊すい事じはいつもしていたから大した苦ではないけれど、ここは厨ちゆう房ぼうと言うより穴ぐらだ。中央にお伽とぎ話ばなしの魔ま女じよが使うような大おお鍋なべがあって──なにしろここの人々と来たら、調理と言えば丸焼きか茹ゆでるかの二択たくなのだ──、部屋の隅すみには薪まきが積み上げられている。部屋中煙けむりっぽくて天てん井じようは煤すすで真っ黒。壁かべの棚たなにはたくさんの調味料が並び、張り巡めぐらされた縄なわには、乾かん燥そうハーブが吊つるされている。

「よう、新入り。下働きがお似合いだぜ」

　大きなたらいに手を突つっ込んでせっせと皿を洗っていると、下位騎士たちが食べ終わった食器を手に炊すい事じ場ばを覗のぞき込み、面おも白しろがって声をかけてきた。

「〈次代の王〉は諦あきらめて、炊事担当になったらどうだ？」

「ああもう、五月蠅うるさいわね！」

　騎士という生き物はもっと高貴なものかと思っていたけれど、どうもピンキリらしい。下位騎士たちはどの隊も粗そ野やで乱暴だ。特に食事の後は、葡萄ぶどう酒しゆで気が大きくなり、舌もよく回る。

「ギンレイに勝とうなんて、端はなから無理なんだよ」

「下位騎士なんか眼中にないのさ。友達らしい友達もいないしな」

「当然だろ。ライバルになれるほどの実力を持った騎士なんて本隊にはいないんだから。とっとと抜けて銀の棘に入りゃいいのにな」

　一人の騎士が扉とびらにもたれかかり、言った。

「俺なんか入隊はほぼ同期だけどよ。気が付きゃはるか先を走ってて、あっという間にスペードのキングに上り詰つめたあげく、早々に戦線離り脱だつだもんなあ」

　戦線離脱？　妙みような言い回しが一瞬引っかかったけれど、厨房のおばさんの視線が気になり、止まっていた手を再び動かす。

「お、噂うわさをすれば、だぜ」

　一人がそう言うので、首を伸のばして見てみれば、件くだんのギンレイが食堂の入り口にいた。スカーレットと話している。ハートの下位騎士が言った。

「今やギンレイと普ふ通つうに話せるのなんて、うちの隊じゃスカーレットの姉さんくらいだ」

　ふむ……。私は二人の様子をよく観察した。時折冗じよう談だんでも言っているのか、長い金きん髪ぱつを揺ゆらし、楽しそうに手を叩たたくスカーレット。ギンレイの方も、普ふ段だんと違ちがって打ち解けた雰ふん囲い気きだ。相変わらず表情には乏とぼしいけど、確かにあれは、慈いつくしむ目線。私はちょっと、もやっとした。

　下位騎士たちが去って行った後も、ぼんやり二人を眺ながめていると、

「何見てんの」

「ニコロ」

　林りん檎ごをかじりながら、幼き参さん謀ぼうが見上げている。

「いや、仲いいなあと思って。あの二人」

　ニコロはちらりと見やり、口元を拭ぬぐって意地悪そうに笑った。

「別に、隊が分かれてるだけで敵ってわけじゃないだろ。誰が誰とどんな付き合いをしようが勝手だよ」

「付き合い……」

　心のもやもやが膨らんだ。やっぱりあの二人は恋こい人びとなんだ。何が敬遠されがち、よ。部下には冷れい徹てつなくせに、スカーレットにだけは優やさしいなんて。

「イノシシちゃんは〈次代の王〉候補のライバル様がそんなに気になんの？」

　そこにフレミングの声が割り込んできた。一いつ緒しよに夕飯を食べていたらしい女性騎き士しに手を振り、食器を差し出す。皿には料理が半分以上残っていた。ずいぶん食が細い。

「別にそんなんじゃないけど」

「あんたもよくやるよな。ギンレイには遠く及およばないって、今日思い知ったろ？」

　フレミングは胸焼けでもしているのか、薄うすい胸を撫なでながら言った。

「そんなに〈金の女王薔[image: ]ばら〉を伐りたいのか？」

「うん」

　迷わず頷うなずく。頷かなければ……折れてしまいそうだから。

　フレミングはおどけて眉まゆを上げた。

「あっそ。俺は銀の棘なんて御ご免めんだね。わざわざ遠えん征せいしてまで死にに行きたかねえや」

「安全圏けん内ないの任務だって面めん倒どくさがるくせに」

　切り込み隊長らしからぬ消極的な発言に、ニコロが嫌いやみっぽく返す。フレミングは構わず、

「うちの隊には双ふた子ごがいりゃ十分だろ」

「何言ってるの、フレミングだって絵札組でしょ。さっきだってたくさん伐ってたじゃない」

「買い被かぶるなよ」

　フレミングは苦く笑しようし、胸の徽き章しようを指さした。騎士たちが胸につけている薔[image: ]のバッジは、その人の伐葬数を示す。伐葬した薔[image: ]の金の心花を持ち帰って申しん請せいする仕組みだそうだ。もちろん、複数人で協力して伐葬したなら、手て柄がらは分け合うことになる。フレミングの赤薔[image: ]の徽章を数えると、全部で二十八。

「入隊二年目なんでしょ？　十分優ゆう秀しゆうじゃない」

「百まではまだまだだ。うちのキングは五年目でもう七十超ごえだぞ」

「そりゃそうだけど」

「しょせん俺は地方貴族の息子むすこだ。双子みたいな大貴族様のご子息ご令れい嬢じようとは血が違うのさ」

「やだやだ、卑ひ屈くつ」

　ニコロがぼやいた。フレミングは腕うでを組み、壁にもたれかかった。

「俺は臆おく病びようなんだよな」

　そして出し抜けにそんなことを言われて、私は何と返していいやら分からない。

「本当は死ぬ思いしてまで薔[image: ]なんか伐りたくない。でも薔[image: ]憑つきに生まれちまったし、その上長男だ。弟は早々に修道会に入って、安心安全の聖職者コースさ。俺もそうしたかった」

　フレミングは顔をそむけ、どこか遠くをぼんやり眺めた。

「とっとと百本伐って、故郷くにに帰りたいよ。だがそのためには前線で戦い続けなきゃならない。どんなに頑がん張ばったって、あいつらみたいに上に行けるわけじゃないのにさ」

　そして不意に本音を零こぼしたかと思えば、

「ああでも、都にいた方がいい女は多いよなあ」

　もういつもの調子に戻もどっている。私はニコロと顔を見合わせた。フレミングは妥だ協きようめいたため息を零こぼし、そんな自分をからかうように冗談めかして笑う。

「あんたもそろそろ夢から醒さめなよ。〈金の女王薔[image: ]〉なんて伐きらなくていいの。俺たちは薔[image: ]を百本伐るのが仕事。安全圏内から離はなれなきゃ、死ななくて済むんだ」

　諦めきったように、乾かわいた声で言う切り込み隊長。

「得点稼かせぎのことだけ考えなよ。割り切った方が楽だぜ」

　そう言われても……。残念ながら私には割り切れない理由がある。なんとも答えられないでいるうちに、ニコロが大人ぶって腕を組んだ。

「どうでもいいけど、お兄さん、また外がい泊はくするの？　雲が低かったから、雨が降るよ」

「雨が降ろうが槍やりが降ろうが俺を待ってる子がいるの。おっと、僕にはちょっと早かったかな？」

　フレミングが茶ちや化かすと、ニコロはあからさまにムッとした。

「キングに言いつけてやる」

「怖こわいもんか」

　兄きよう弟だい喧げん嘩かみたいな言い合いを切り上げて、フレミングは壁から背中を離し、踵きびすを返す。立ち去る間ま際ぎわ、人の悪い笑えみをこちらに投げた。

「突っ張ぱるのは勝手だが、もうちょっと可愛かわいげがあった方がいいんじゃないの」

「どういうこと？」

「あんたみたいのは俺の好みじゃないが、泣いて頼たのむっていうなら慰なぐさめてやるぜ？」

　フレミングは両手を重ね、しゃなりと腰こしを曲げる。誰だれの真似まねだか、声を甲かん高だかくして、

「助けて、フレミング。鬼おにキングにいじめられてるの」

「ばーか」

　私とニコロの声が重なった。フレミングは背を向け、ひらひらと覇は気きなく手を振ふって食堂を出て行った。

　私は一つ、息をつく。フレミングの馬ば鹿かみたいな冗談には笑ってしまったけれど、やっぱり泣きつくなんてできそうもなかった。どんなにキングが厳しくても、自分の力で頑張らなきゃ〈次代の王〉にはなれないんだから。弱気になっちゃ駄だ目め。強くならないと……。

　誰かが食堂の窓を開ける。夜風の中に、雨の匂においが混ざっていた。







[image: 幕間・涙の誓い]




　彼が薔[image: ]障の現場に立ち会ったのは、それが初めてだった。

　忘れもしない。十歳のときだ。

　まさか、生まれて初めての薔[image: ]障と、自分の家で遭そう遇ぐうするなんて。それも、自分以外の全員が薔[image: ]に取り込まれて、たった一人、薔[image: ]を宿して生き残ってしまうなんて。

「なんてこと……」

　小屋に入ってきたとき、彼女は最初にそう言った。

「あなたが、刈かったの？」

　刈った？　ああ、そうか、自分が刈ったのか。

　なにしろ無我夢中で。突とつ然ぜん左手から現れた大たい剣けんを手に、彼は白い薔[image: ]を伐って伐って、恐おそれよりも……、楽しかった。体が勝手に動いた。自分はこのために生まれたような気さえした。

　けれど、怪かい薔[image: ]を刈り尽つくして振り返ったとき、小屋に満ち満ちていたのは、死の香かおりだった。彼の握にぎる大剣は、結局誰一人、守れやしなかったのだ。

　彼女は茫ぼう然ぜん自じ失しつしている彼の前に膝ひざをつき、痛ましい顔つきで言った。

「あなた、薔[image: ]憑きになったのね」

　結ゆい上げた髪かみは金、慈じ悲ひ深い眼まな差ざしを投げるのは、くすんだ緑色の目。

「助かってくれて嬉うれしいわ。だけど、ご家族は薔[image: ]に耐たい性せいがなかったのね」

「……おれも一緒に死ねばよかった」

　彼は渇かわいた喉のどで、絞しぼり出すように呟つぶやいた。

「そんなこと、言っては駄目」

　彼女は顔を歪ゆがめ、彼をぎゅっと抱だきしめた。

「その剣で救える命がたくさんあるわ。あなたはきっと、立派な薔[image: ]騎士になれる」

「薔[image: ]騎士に……」

　本当に、薔[image: ]騎士になれるのなら。

　薔[image: ]を許さない。修しゆ行ぎようを積み、自分が必ず、薔[image: ]戦争を終わらせる。

　──〈次代の王〉になる。

　そのとき彼は、心に決めた。

　薔[image: ]と戦う。ずっと憧あこがれてきた、〈永遠の王〉のように。

「一緒においで。あなたは一人じゃないわ」

　彼女は彼を抱いだく腕にいっそう力を込める。

　一筋の涙が彼の頰ほおを伝った。彼が泣いたのは、後にも先にもその一度きりだ。







[image: Ⅳ　独りぼっちの剣]




　真夜中、鐘かねの音で目が覚めた。飛び起き、窓の木戸を開けると、夜中の雨でひんやり湿しめった空気が肺になだれ込んできた。城内はざわついているようだ。燭しよく台だいの光が、いたるところを忙せわしなく移動している。

「また小火ぼやみたい」

　同じように自室の窓を開けた隣りん室しつの女性騎き士しが、目をこすりながら教えてくれた。

「キャメロットの城下街で？」

「ええ、ここんとこずっとよ。おかしいわよね」

　お隣となりさんはそう言うと、欠伸あくびをした。

「まあなんにせよ、夜勤の騎士が対応するから大だい丈じよう夫ぶ。あなたも寝ねなさい」

　そしてさっさと室内に引っ込んでしまう。私は一度深呼吸して、窓を閉めた。




「巡じゆん警けい？」

　城下での三級薔[image: ]ばら障しようの連発で、ハートとスペード両隊に調査が依い頼らいされた。マーリンの言った通り、赤と白は本当にいつも一組にされるようだ。

　私は隊服の上から銀の防具を身につけながら訊きいた。

「要するに見回りってこと？」

「防げる薔[image: ]障は未然に防ぐのが最善だ」

　ウォルターは答える。今のところ人を傷つけるような薔[image: ]は現れていないけれど、これだけ近きん距きよ離りで頻ひん発ぱつしていることから、幹部たちは連れん鎖さ的なものだろうと踏ふんでいるようだ。火事と違ちがって、薔[image: ]は根で緩ゆるやかに繫つながっているから、一部が芽を出すと芋いもづる式しきに近くで薔[image: ]障が誘ゆう発はつされることもある。首都キャメロットの城じよう壁へき内でそれは避さけたいところだ。

「四隊が協力して行っていた城壁外の巡警もいったん中止して、城壁内に集中しろとのお達しだ」

「ちょっと、それ大丈夫なの？　その隙すきに外で薔[image: ]が湧わくかもしれないわよ？」

　私が尋たずねると、ウォルターは最大限の努力で苛いら立だちを押し隠かくしましたって顔で、

「賢かしこいイノシシだな、釜かま茹ゆでにしてやりたいよ」

　こんなところでボタン鍋なべになりたくはないので口をつぐむ。

「人のいない森を守ってる間にキャメロットの市民が死んだら意味ないだろうが」

　ウォルターはそう言うけれど……、子薔[image: ]相手に大げさじゃない？

　小火、つまり三級薔[image: ]障は、普ふ通つうの薔[image: ]と同じサイズだ。小さくて、攻こう撃げき範はん囲いも狭せまいから、家に取り憑ついたとしても一いつ般ぱん市民が襲おそわれるようなことはまずない。人間が逃にげる方が速い。だから、これを伐ったところでまっとうな伐葬とは見なされない。

「これだけ子薔[image: ]が頻発してるんですもの、近くに親薔[image: ]がないとおかしいわ」

　スカーレットが髪をまとめながら言った。

「親薔[image: ]が城壁内に潜ひそんでるってこと？」

「円えん卓たくの爺じい様たちはそう踏んでる。キャメロットで二級薔[image: ]障を起こすわけには行かないからな。城壁内に全勢力を集中して、早いとこ根を見つけて潰つぶすぞ」

　ウォルターはそう言った後、私の方に視線をやった。

「それに、お前にはいい機会になるだろう」

　確かに。胸の徽き章しようは二級薔[image: ]以上の伐葬でしか貰もらえないけれど、三級薔[image: ]を十刈れば、二級薔[image: ]一株と同等と見なされる。子薔[image: ]でも刈れば刈るほど徽章は増えるというわけだ。とはいえ、三級だけで百の徽章を手に入れようと思うと、十年どころじゃ済まないだろうけど。

　なんにせよ、今の私には実地に出られるだけありがたい。何十ものバッジをぶら下げた絵札組と違って、私の左胸はまだがらんとしているのだ。

　ウォルターは広場にハート隊を整列させると、キングらしくきりりと指示を出した。

「手分けして、西地区をくまなく回るんだ。薔[image: ]を見つけたら即そつ刻こく刈り取るように」

「連れん絡らく拠きよ点てんとしてニコロをここに残しとくわ。各自報告して頂ちよう戴だい」

　スカーレットが言い添そえると、ハート隊はばらばらに散って行った。彼らに続こうとすると、

「おい、そこのイノシシ、お前は俺たちと一いつ緒しよにいろ」

　なんでよ。一目散に走り出そうとしていた私に、ウォルターはため息をついた。

「お前を放しとくと危ない。絵札が面めん倒どう見ると言ったろう、ついて来い」

　見回りくらい一人で出来るって言いたかったけれど、良く考えればキャメロットの地理もろくに知らないのだった。ぐっとこらえて唇くちびるを嚙かむ。

「キング、俺は先に行くよ」

　その横を、フレミングが通り過ぎようとしていた。ウォルターは少し表情を明るくして、

「なんだ、威い勢せいがいいな。少しは切り込み隊長らしくなってきたじゃないか」

「せっかくの機会だからね。北の鹿しか亭ていのベッシイに、肉屋のバーバラ、それから花売りのリズにも会っとかなきゃ」

「お前って奴やつは……」

　頭を抱かかえるウォルターを無視して、フレミングはさっさと歩き去ってしまう。

「あ、おい、フレミング！　話を聞け！」

　キングの叫さけびは空むなしく散った。

「こう言っちゃなんだけど、どうしてフレミングってジャックなの？」

　不ふ真面目まじめな態度なのに野放しにされている切り込み隊長。双ふた子ごがいれば十分だとか、俺は臆おく病びようだとか……、急きゆう先せん鋒ぽうには向いていないように思えるけど。

「お前は訓練で何を見てたんだ」

　ウォルターがしかめ面つらをすると、スカーレットが横で苦く笑しようした。

「面めん倒どくさがってばかりいるようだけれど、戦うときは強いのよ、彼」

「思い切ると妙みように行動力があるからな。なかなかやる気を起こさないのが難点だが」

　ウォルターは腕うでを組み、言った。

「あいつの力を見込んでジャックに据すえてるんだ。俺は部下を信しん頼らいしてる」

「あら、私もよ」

　同じ緑の目で、確かな視線を交かわすキングとクイーン。私は二人を交こう互ごに見やった。

「何だよ」

「別に」

　フレミング、あなたはああ言うけれど。

　双子の方は自分の部下の実力、ちゃんと認めてるみたいよ。










　キャメロットは薔[image: ]騎士団の本ほん拠きよ地ちである城の名であり、同時に街の名だ。城壁は二重になっていて、堀ほりに囲まれた強固な外がい壁へきと、城の周りの内ない壁へきとの間に、城下街が広がっている。

　城を頂点に緩やかな丘おかになった街。隅すみ々ずみまで視線を走らせながら、足を進める。中心部には大聖堂があって、市場を囲むように石造りの建物が並び、人や馬が忙しなく行き交かっていた。

「わあ！」

　なんて賑にぎやかなんだろう！　鍛冶かじ場からは鋼はがねを鍛きたえる軽かろやかな音が響ひびき、パン焼き窯がまからは香こうばしい匂においが立ちのぼる。活気のある市場に並ぶのは、零こぼれそうなほど積み上げられた色いろ鮮あざやかな果物や卵に、ありとあらゆる香こう辛しん料りよう、仕留めたばかりの鹿しかや、豚ぶたの燻くん製せい肉、川魚。鶏にわとりはまだ籠かごの中でバタバタ暴れている。私は物もの珍めずらしさに声を上げてはあちこち覗のぞきまわって、「真っ直すぐ歩け」とウォルターに叱しかられるくらいだった。

　だけど一つ落ち着かないのは、城下の人々が薔[image: ]騎士の姿を認めるとすぐさまお辞じ儀ぎをし、道を譲ゆずることだ。双子は平然としていたけれど、私はちょっと居い心地ごこちが悪かった。

　薔[image: ]騎士はいわば警察や消防みたいなもので、民たみの生活に直結する政まつりごとや裁判などに関かかわるわけではない。実際この国を回す行政は薔[image: ]修道会の管理下にあって、そこは薔[image: ]憑つきでない人の方が多いみたいだ。それでもなお騎士団員の地位が高いのは、やはり彼らがやがて地方行政の実権を握にぎる貴族の子し弟ていだからだろうか。

「フレミングが言ってたけど、ウォルターのお家うちって、大貴族なの？」

　路地を覗き込み、好こう奇き心しんで聞いてみると、双子は否定しなかった。

「うちは親おや父じと兄貴が円卓の騎士だからな。審しん議ぎ会のとき会ったろう」

「え？」

「名乗らなかったか？　俺の名はウォルター・メイディランドだ」

「同じく、スカーレット・メイディランドよ」

「えっ」

　メイディランドと言えば、審議会の時やたら高圧的だった、赤薔[image: ]ばら憑きの初老の騎き士しの名だ。

「あの嫌いやな奴！」

　つい暴言が口をついて出てしまって、私は慌あわてて双子の様子を窺うかがう。

「ご、ごめん」

「事実だから許す」

「右に同じ」

　しかし、ウォルターもスカーレットも案外あっさりしていた。自分たちの父があまり好きではないのだろうか？　根っからのファザコンの私にしてみれば、耳を疑ってしまう。

「うちは代々赤薔[image: ]騎士の家系だ。親父は血統主義で、自分の家から円卓の騎士を出すことだけに固こ執しゆうしてる」

「血統？　ああ、そっか。薔[image: ]憑きって遺伝なのよね」

「イデン？」

「ああ、えっと……、親から子に受け継つがれるってこと」

　ウォルターは頷うなずいた。

「伝説では、〈永遠の王〉が死に、〈金の女王薔[image: ]〉がログレスに根を下ろしたとき、薔[image: ]に対たい抗こうするため、薔[image: ]憑きになった者たちが集まって薔[image: ]騎士団を結成したそうだ。俺たちはその第一世代の末まつ裔えいだが、時代が下るうちにどうしても血が薄うすくなって来ている。古株の爺様たちはこの血を守るのに必死なんだ」

　ああ、だからメイディランド卿きようはギンレイや私に厳しいのか。私たち成り上がりは直接薔[image: ]を取り込んでいるから、原理的には貴族たちより濃こい力を宿しているはずだ。ギンレイはともかく、私の方はその力が発揮できていないけれど。

「まあ、実際はそんなに綺き麗れいな話じゃなくて、血と一緒に権けん威いも守ってる、って方が正しいわね。今では薔[image: ]憑きと貴族はほぼ同じ意味だもの」

　スカーレットは兄の言葉をそう訂てい正せいした。

「徽章を百集めて叙じよ勲くんを受ければ、それで一応地主としてのメンツは保たれるけど、お父様はそれじゃ満足しないらしいの。薔[image: ]騎士団の頂点、円卓の騎士じゃないと駄だ目めなのよ」

「円卓の騎士の位は当代きりで、世せ襲しゆうではないからな」

「私たち、小さなころから相当しごかれてきたのよね。とはいえ、コンラッド兄様が円卓入りしたから、しばらくは安あん泰たい」

　二人とも、本物の御おん曹ぞう司しなんだ。ただの貴族じゃなく、円卓の騎士を同時に二名も輩はい出しゆつする名家。優ゆう秀しゆうなのには理由があったのだ。なんだか一気に差を感じてしまった。と、そのとき、

　きゅるるるるるるるるるるる！

「鳴き笛！」

　耳をつんざく音と共に、空に真っ赤な煙けむりが立ち上った。薔[image: ]障の発生を音と狼煙のろしで伝える花火だ。どの家庭にも常備されていると聞いている。

「あ、こら、イノシシ！」

　私はいち早く駆かけ出した。赤い煙はすぐそばだ。つまり薔[image: ]もすぐそばにあるということ。火薬の匂いを嗅かぎつけ、角を曲がると、狭せまい袋ふくろ小こう路じになっていた。左右の家の間を、日よけの布が渡わたしてある。その行き止まりに、場にそぐわない強きよう烈れつな色が見えた。鮮あざやかな黄色の三級薔[image: ]だ。赤薔[image: ]憑きと相あい性しようがいいとは言えないけれど、一番苦手な白じゃないから、倒たおせる。

「た、助けて！」

　目の前にはわなわなと震ふるえる少年。子こ猫ねこをぎゅっと抱だいている。腰こしを抜ぬかしてしまったのか、上手うまく動けないようだ。目の前には木の桶おけが転がっている。

「躓つまずいて水を零したんだ。そしたら急に……！」

「早く、こっちに」

　私は右手首を返しながら、少年に左手を差し出す。

　ビュッ！

　その瞬しゆん間かん、怪かい薔[image: ]が蔓つるを伸のばしてきた。私は咄とつ嗟さに伐ばつ葬そう具ぐで振ふり払はらい、少年との間に仁に王おう立だちした。怖こわくないと言えば噓うそになる。でも、生まれたばかりの子薔[image: ]は枝も細く、弱々しい。これなら私の出来そこないの伐葬具でもなんとかなるかもしれない。

「か、かかってきなさい！」

　私は大声を出し、自分を鼓こ舞ぶした。従え、私の赤薔[image: ]！　たとえ逆さか刃ばでも、上手くやれば伐きれるはずだ。伐葬具を目め一いつ杯ぱい振り上げた。背後で少年がおののく気配がする。

　私の言葉に応こたえるように、こちらに向かってくる蔓。私は伐葬具を構え、勢いよく斜ななめに振り下ろす。手のひらに確かな感かん触しよくがあった。

「よし！」

　上手く蔓が逆刃に引っかかった。

「うっ……えい！」

　力を入れてそのまま振り切ると、蔓はぷつりと断たち切れた。伐り飛ばされた蔓が転がり、うようよとうごめいている。これなら行ける、私でも倒せる！

「イノシシ！」

　そこに駆け込んでくるウォルターとスカーレット。見返せば、スカーレットはもう弓に矢をつがえていた。駄目！

「来ないで！」

「はあ!?」

「お願い、ここは私にやらせて！」

　相手は三級。キングやクイーンの助けを借りなくても、これくらい倒せるようにならなきゃ。なんとか手て柄がらを立てて、一歩でも〈金の女王薔[image: ]〉に近づくために。

「何を言ってるんだ、お前は！」

　ウォルターは明らかに苛いら々いらしているけれど、スカーレットは大人しく弓を降ろした。そもそも、近くにこれだけ人がいる中で、飛び道具は得策とは言えない。ウォルターだって、この狭い路地では二本の長ちよう剣けんはかえって扱あつかいにくいはずだ。ここはなんとか、私が。

　息つく間もなく、黄薔[image: ]がまた蔓を伸ばしてくる。もう一度伐葬具を振るけれど、今度は逃にげられてしまった。薔[image: ]は徐じよ々じよに蔓の数を増やしている。というか、どんどん大きくなっているような……？

「もたもたするな、やるなら早くやれ！　生長してるぞ！」

「分かってる！」

　そうは言っても、策はなかった。攻せめあぐねてやみくもに伐葬具を振り回していると、

「あ、キティ！」

　少年の腕うでから、猫ねこがぴょいと飛び出した。黒ぶちの子猫に気を取られた瞬間、

　ぐああああああん！

　隙すきを見て突とつ然ぜん急激に生長した薔[image: ]が牙きばをむいた。一株だと思っていたのは、実は二株だったのだ。ずる賢がしこい黄薔[image: ]は奇き襲しゆうが得意。前にそう聞いていたはずなのに。絡からみつきながら瞬またたく間に屋根の高さほどまで伸びた薔[image: ]は、今までと段だん違ちがいの勢いで枝を目一杯打ち下ろしてきた。

「きゃああああ！」

　私は伐葬具を投げ出し、咄嗟に膝ひざをついて少年をかばう。吹ふき付ける風を感じて、ぎゅっと目を瞑つむる……！

　ザッ！

　地面を踏ふみしめる音。こわごわ目を開けると、

「ギンレイ！」

　薔[image: ]の攻こう撃げきを大きな剣けんで防いでいたのは、どこからか現れた白薔[image: ]の王だった。どうしてここに……。私が目を見張っている間に、

　ぎゃああああん！

　スカーレットが素す早ばやく正確に心花を射い貫ぬいた。黄薔[image: ]は鳴き声を上げて倒れる。

「よ、よかった……」

　助かった。私はほっと息をつく。しかし、安心している場合なんかじゃなかった。

　ギンレイが振り返ったと思ったら、私の胸むなぐらを乱暴につかみ、無理やり立たせた。

「わっ！」

　私はよろけるけれど、ギンレイの顔は強く怒いかりに燃えていて、はっとする。

「どういうつもりだ？」

　白薔[image: ]の王は凍いてついた声で言った。途と端たん、全身が硬こう直ちよくする。怖い。

「これが一級薔[image: ]障なら、ここにいる全員死んでるぞ」

　ギンレイの言葉は淡たん々たんと、けれど甘えを一いつ切さい許さない張りつめた響ひびきでもって場を支配した。温度が氷点下まで急降下したような錯さつ覚かく。吐はき出す息が白くならないのが不思議なくらいだ。

「君はそれでも薔[image: ]騎士か？」

「あ……わた、」

　私は何か言おうとするけれど、しどろもどろになる。指先が冷たくなり、思考が上手く回らない。ただ一つ分かるのは、とんでもない失敗をしてしまった、ということ。

　ギンレイは大剣を左手に仕し舞まい込むと、吐き捨てるように言った。

「それで〈次代の王〉になるだと？　笑わせるな。今の君にそんな資格はない」

「ギンレイ、言いすぎだわ」

　スカーレットがそこで口を挟はさんだ。ゆっくり私の肩かたに手を乗せる。今気づいたけれど、人が見ても分かるくらい、身体からだががたがた震えていた。

「部下の面めん倒どうは絵札組がきちんと見てくれ。他隊に迷めい惑わくをかけるな」

　ギンレイはウォルターに向かって鋭するどく言うと、立ち去った。ウォルターは返事をしなかった。










　私はその後キャメロット城に強制送そう還かんされた。夕食も抜きで、黙だまって自室に引き下がる。いつもみたいに罰ばつを食くらったというわけじゃない。こんなひどい気持ちで、隊のみんなの前に顔なんて出せなかったのだ。あんなことしてしまった後で……。

　狭い石造りの部屋は、陽ひが沈しずむと途端に暗く冷え切り、果てしなく静かだ。階下の食堂から賑にぎやかな声が小さく聞こえてきた。きっと今いま頃ごろ絵札組は、任務の後のぶどう酒を酌くみ交かわし、部下たちの働きをねぎらっているのだろう。

　机の上に蠟ろう燭そくを一本灯ともして、箱形の寝しん台だいの隅すみに座って膝を抱かかえた。どんな言い訳をしようが、身から出た錆さび。夜の闇やみに飲まれて、自己嫌けん悪おのよどみは膨ふくらんでいくばかりだった。

　と、そのとき、ノックの音がした。

「イノシシ娘むすめ、起きてるか」

「ウォルター？」

　私は驚おどろいて立ち上がり、静かに戸を開ける。廊ろう下かに立っていたのはハートのキングだった。

「ハート隊の人たちと一いつ緒しよにいるのかと思ってた……」

「お前は『ハート隊の人』じゃないのか？」

　そう問われ、返答に詰つまる。

「ついて来い。連れて行くところがある」

　ウォルターは短く言った。私は訝いぶかしみながらもついて行く。隊舎を抜け、尖せん塔とうがそそり立つ宮きゆう殿でんへ。ウォルターはシャンデリアがきらびやかな大広間には目もくれず、大階段脇わきの小さな戸を開けた。覗のぞき込むと、地下への階段が続いている。ウォルターは壁かべから突つき出した燭しよく台だいから火のついた松明たいまつを一本引き抜ぬくと、その明かりを頼たよりに、螺ら旋せん階段を下って行った。

「ね、ねえ、どこに行くの？」

　ウォルターは答えない。まさか、地ち下か牢ろう？　明かりの入らない地下の空気はひんやりして、かび臭くさい。私ははぐれないようウォルターにぴったりくっついて歩いた。

　階段を降り切ると、そこにはまた燭台があって、老人が一人、犬を撫なでながら座っていた。

「おや、メイディランドの若君。こんな時間にいらっしゃるとは」

　老人は立ち上がり、お辞じ儀ぎした。

「邪じや魔ましてすまない。異状はないか？」

「ええ、大人しいもんですよ」

「そうか。いつもありがとう。入っても？」

「ええ。お気を付けて」

　老人は頷うなずき、腰こしに下げた鍵かぎで重い檻おりを開けた……檻？

「ねえ、ウォルター？」

　さすがに怖こわくなって声を掛かけると、ウォルターはそこで初めて振ふり返った。表情豊かな方だと思っていたけれど、今は人形のように無表情だ。彼は静かに口を開いた。

「お前、耐たい性せいのない普ふ通つうの人間が薔[image: ]に憑つかれるとどうなるか、想像できるか？」

　黙って首を振った。私は耐性があるから薔[image: ]憑きなのだ。

「俺もだ」

　同じく薔[image: ]憑きのウォルターは短く言い、

「だが、苦しいらしい。とても」

　檻のさらに奥にある重い石戸を押し開けた。松明から燭台に火を移す。

「何、ここ」

　予想以上にだだっ広い部屋だ。広間と言った方が良いかもしれない。ウォルターは暗い室内の燭台に、次々火を灯していく。すると徐々に、全景が見えてきた。揺ゆらめく火をそこかしこで反射しているのは、部屋を埋うめ尽つくすほどの数の、

「……棺ひつぎ？」

　整然と並べられた棺は、数十、いや、数百。銀で枠わくどられ、天面だけガラスがはめられた独特の造りをしている。ここは、

「お墓？」

　恐おそれに反応して、体の中から赤薔[image: ]が顔を出し、自分を抱だきしめるように私に巻きついた。

「いいや、死んでるわけじゃない。生きているとも言い難がたいがな。一番近い言葉で表すなら、生かされている。薔[image: ]に」

　恐る恐る、棺を覗き込む。ガラスの蓋ふたの中に、目を瞑った人の姿が見えた。確かに、眠ねむっているようにしか見えない。胸に咲さいた金の薔[image: ]さえ除けば。

「薔[image: ]はただやみくもに人間を襲おそうわけじゃない。棘とげで伐きりつけた傷口から血管に入って、真っ直すぐ心臓を目指して蔓つるを伸のばす。そして心臓に根を張られると、もうその体は薔[image: ]のものだ。耐性がない人間は薔[image: ]に命を取り込まれちまう」

　ウォルターは燭台に火をつけてしまうと、松明を石の壁に立てかけ、腕を組んだ。

「こうなってしまうと、俺たち薔[image: ]騎士でもどうにもできない。一度薔[image: ]に取り憑つかれた者の命は、薔[image: ]のものだ。伐葬すれば宿主の方も死んでしまう」

「そんな……」

「できることと言えば、心花以外の枝という枝を焼いて、それ以上生長できないようにするくらいだ。半死半生のまま繫つないどくしかないんだ。彼らは一生老いないし、目覚めない。本来の寿じゆ命みようが尽きるまで、ゆっくり薔[image: ]に命を吸われ続けて、衰すい弱じやくしていく」

　絶句した。夥おびただしい数の棺に、こうやって何百人も、植物状態の人が眠っているってこと？

「まあ、ここにいる人たちは体が回収できただけまだましだな。一級薔[image: ]障になると、街ごと飲まれて、近づくこともできなくなる」

　ウォルターは腕うでを解き、俯うつむいた。顔が影かげになり、表情が読み取れなくなった。

「俺の母もここにいる」

　私は目を見開く。

「え」

　ぞわりと、寒気が駆かけ上がった。

　ああ、私、今まで……、どこか他人ひと事ごとだと思っていなかった？　薔[image: ]を伐ろうとやっきになっていたくせに、目の前に、薔[image: ]に家族を奪うばわれた人がいるなんて想像もしなかったんじゃない？　その恐きよう怖ふを、悲しみを、一度でも考えたことがあった？

「怖がらせたいわけじゃない。ただ、薔[image: ]障は甘くない」

　命が、懸かかってるんだ。その言葉は重く鋭く、私の生なま温ぬるい覚かく悟ごをがしゃんと打ち崩くずした。

「お前が〈金の女王薔[image: ]〉を伐りたいのは分かる。本隊が護衛ばかりで、防戦に徹てつしているように見えるのも分かる。だが……、命を捨てて大元を絶つのと、その命を、人を守るために使うのと、どっちが悪いなんてことがあるか？」

〈金の女王薔[image: ]〉の根城を目指す精せい鋭えい部隊と同じくらい、人々の暮らす街を守る護衛隊も必要。護衛だけじゃ根本的な解決にならないなんて、生意気に口走った自分が恥はずかしい。それは逃にげ腰ごしなんかじゃなくて、すぐそばの大事な人を、自分の力で確実に守るという意志だったのだ。

[image: ]

「誰だれも死にたくはないし、死なせたくはない。お前の勇ゆう敢かんは買うが、だからってフレミングみたいな奴やつを、臆おく病びようっていう理由だけで責めたくないんだ。そりゃ皆みんな、前線には出たくない」

「……うん」

「だからこそ、薔[image: ]ばら騎き士しの務めをはき違ちがえちゃならん。俺たちの刃やいばが何のためにあるのか」

　薔[image: ]騎士が若くして市民たちから畏い敬けいの念を集めるのは、貴族の子し弟ていだからなんて単純な理由ではなくて、彼らしか薔[image: ]障に対たい抗こうできないから。薔[image: ]憑き、中でも訓練を受けた薔[image: ]騎士は、ログレスでは特別な存在なのだ。だから……、かけられた期待相応の、責任がある。

「ごめんなさい」

　苦い苦い後こう悔かいの潮うしおが喉のど元もとにせり上がる。

「ごめんなさい、ウォルター。私、全然分かってなかった」

　私、一番大事なことをないがしろにしていた。自分の身勝手で、罪のない子どもを危険に晒さらしたのだ。ギンレイの言う通り、これじゃ薔[image: ]騎士失格だ。

「いや、俺も悪かった。あそこでお前を一人にすべきじゃなかった」

　ウォルターは癖くせの強い短たん髪ぱつをがしゃがしゃ搔かいた。

「お前は伐ばつ葬そう具ぐも上手うまく扱あつかえない。いくら三級とは言え……怪け我がでもしたら俺の責任だ」

　息が詰まった。こんな私の身を案じるなんて。こっちは恥ずかしくて死にそうなのに。

「……怒おこらないの？」

「目の前であれだけ言われて、これ以上叱しかれないだろう」

　ウォルターは苦く笑しようした。ギンレイの強い叱しつ責せきを思い出し、自然と俯いてしまう。

「私……、」

　でも、私が悪い。いくらウォルターが責めなくても、ここで優やさしい方に逃げたら甘えだ。

「私、ギンレイに謝って来るわ」

　覚悟を決めて顔を上げ、いつものように勢いで駆け出そうとして、そこで立ち止まる。待て、イノシシ。走り出す前に考えて。もう一つ、やらなきゃならないことがあるでしょう？

「ウォルター」

「何だ？」

　ぺこりと頭を下げる。私を諭さとすために、一いつ緒しよに辛つらい思いをしてくれた、優しいキングに。

「ありがとう。大切なこと、話してくれて。悲しいこと思い出させたならごめんなさい」

　ウォルターは虚きよを突つかれたような顔をした後、口の端はしを持ち上げた。彼がこちらに手を伸ばしてくるので、いつもみたいに頭をぐりぐりされるのかと思って一いつ瞬しゆん目を瞑つむるけれど、

「いいんだ。俺もそろそろ乗り越こえなきゃならん」

　ふわりと降って来たのは大きな手のひら。ウォルターは柔やわらかく、私の頭を撫でた。










「ギンレイ！」

　月明かりが照らす訓練場。昼こそ賑にぎわっているけれど、日が落ちると誰も足を運ばなくなるそこに、私はやっと、黒くろ髪かみの騎士の姿を見つけた。

「捜さがしたわ」

　息を切らして駆け寄ると、ギンレイは驚おどろいた顔をしていた。まあ普通、あれだけの叱責を受けたその日のうちに本人に顔を合わせたがる馬ば鹿かはいないだろう。でも、

「今日のこと、謝ろうと思って」

　この期ごに及およんで、大事なことをこれ以上、うやむやにしたくなかったから。

「迷めい惑わくをかけました。私、自分勝手で、軽けい率そつだったと思う。ごめんなさい」

　私は深く頭を下げた。しばらく沈ちん黙もくが降りる。情けなくても、恥ずかしくても、全部自分が招いたことだ。惨みじめな思いをぐっとこらえていると、闇やみの中に静かな声こわ音ねが落ちた。

「……思ったより早く立ち直ったな」

「雑草だもの」

　自棄やけになって言い、顔を上げる。白い石の床ゆかに月光が反射して、ギンレイの顔を照らし出していた。彼は額に手をやった。呆あきれて頭を抱かかえたのかと思ったけれど、違う。汗あせをぬぐったのだ。改めて良く見れば、彼の左手には伐葬具の大たい剣けん。長い前まえ髪がみが汗で額に張り付いている。

「あ」

　そこで初めて気づいた。こんなところで彼が何をしていたのか。ひと気もない訓練場で、蠟ろう燭そく一本きり灯ともして、こんな時間にたった一人、彼は……自主練習、してたんだ。

　下位騎士に尊大な態度を取る姿から勝手に勘かん違ちがいしていた。圧あつ倒とう的な強さと言われるギンレイだけれど、決して努力の一つもせずに最強になったわけじゃないのだ。いつもは生まれながらの天才って顔しておいて、裏では人知れず鍛たん錬れんしている。そのギャップを受け入れるには、ちょっと時間がかかった。だから、

「……手合わせ願おうか？」

　唐とう突とつに誘さそわれて、断れなかったのも仕方なかった。




「脇わきが甘い」

「もっと相手の動きをよく見ろ」

「足元がガラ空きだ」

　伐葬具を振ふり回し続けてどれだけ経たったろう。全身汗ばみ、足はふらふら。それでも、たったの一度も、私の伐葬具はギンレイに届かない。ギンレイの大剣はまるで手本を示すように美しく踊おどり、私のがむしゃらな攻こう撃げきをいなし、躱かわし、さばく。仮にも刃は物ものを振り回しあっているのに、奇き妙みようなことに命の危険を毛ほども感じない。ギンレイは私に傷一つつけるつもりはないし、私から傷つけられるつもりはもっとないのだ。動きが完全に支配されている。

　こんなに、こんなに遠いなんて。騎士団最強と呼ばれる所以ゆえんを、私は今いま更さら、身をもって感じた。息が上がり、視界が霞かすんでくる。こんなんじゃ、こんなんじゃ駄だ目めなのに！

　私は尽つきかけている力を振り絞しぼり、逆さか刃ばの伐葬具を振り上げる。せめて一いち撃げきでも！

「うああああ！」

　ガンッ！

　目を見開く。気づけば、輝かがやく銀の大剣が私の右みぎ肩かたの上を掠かすめ、後ろの柱に突き刺ささっていた。私の渾こん身しんの一撃はあっさり躱され、それどころか、逆に一瞬で柱に追いつめられたのだ。逆手に持ち替かえた剣で上から振りかぶり、私に覆おおいかぶさるように身を寄せたギンレイ。柱と自分との間に、私を捕とらえこむように。一体いつの間にこんなに間合いを詰つめられたんだろう。あまりに速くて、私は瞬まばたきすら出来なかった……。

「視野が狭せまいんだよ。前しか見てない。赤薔[image: ]憑つきの悪い癖だ」

　予想外に近い距きよ離りに、恐おそろしくも美しい顔があった。陰かげになっても、漆しつ黒こくの瞳ひとみが冷え冷えと凍いてついているのが分かる。情なさけ容よう赦しやのない戦士の目だった。

「まだまだだな」

　ギンレイは言い、剣を柱から抜ぬいた。身体からだが離はなれる。たった一歩が永遠くらい遠く思えた。肩かたにのしかかるのは、圧倒的な無力感。でも……私には選せん択たく肢しがない。

「……強く、ならなきゃ」

　ギンレイが目で咎とがめた。まだ諦あきらめないのか、と言われている気がした。情けない自分を思うと目元がこわばるけれど、でもここで膝ひざを折ったら、たぶんもう、二度と立ち上がれなくなる。だから、空から威い張ばりだって分かってるけど、

「諦めない」

「雑草根こん性じようだけは一人前だな」

　ギンレイは呆れたように言い、石のベンチを指さす。私がゆっくり腰こしを下ろすと、彼は立ったまま背中を向け、尋たずねた。

「君は薔[image: ]憑きになったばかりなんだろう。どうしてそこまで〈金の女王薔[image: ]〉にこだわる」

　ギンレイが前に立って、蠟燭の火が遮さえぎられる。白薔[image: ]の王の影かげの中で、私は一つ、息をして、ようやく右手の力を緩ゆるめた。伐葬具が薔[image: ]の形にほどけ、体の中に戻もどっていく。

　どうして、そこまで。

「それは」

　改めて問われて、即そく答とうできなかった。混乱のなかでがむしゃらになって、もしかしたら私自身、忘れかけていたのかもしれない。私が戦う理由。

「……どうしても、パパを助けたいの」

「助ける？」

　訊きき返されても、詳くわしく話すことはできなかった。異世界からやって来たなんて言えない。元の世界に帰るために〈金の女王薔[image: ]〉を倒たおしたいだなんて。それに……、

「私」

　あの熱を、赤く染まった視界を思い出すだけで、言葉がつかえて出て来なくなる。無理やり押し止とどめられた腕うでに、まだその指の感かん触しよくが残っているのだ。胸がちぎれそうに苦しい。

「強くならなきゃ……強く。じゃなきゃパパを取り戻せない」

「……君は、」

　顔を上げる。見上げれば、ギンレイが振り返って、真っ直すぐこちらを覗のぞいていた。

「どうして泣かないんだ？」

「……泣く？」

　目を細めて尋ね返すと、ギンレイは無表情で言う。

「普ふ通つう、入団直後の新人は家が恋こいしくて最初は使い物にならない。なのに君は」

　私は俯うつむいた。だって、泣くなんて、そんなの、

「弱虫がすることだもの」

「何言ってるんだ。君は弱いだろう」

　ギンレイはあっさりと言い放った。反射的に言い返そうとして、でも、何も言えなかった。その通りだった。今、まざまざとその力の差を思い知らされて。

　そう、負けないって言い張って、諦めないって豪ごう語ごしてみても、上を向いているだけじゃ前には進めない。茨いばらの道を自らの足で歩む覚かく悟ごは、自分自身で摑つかまないと。私、戦う以前に、自分自身と向き合えていなかったのかもしれない。

「虚きよ勢せい張って誤ご魔ま化かすな。君は弱い」

　スペードのキングはあくまで手厳しい。けれど、その後不意に、

「だから、今は泣いたって構わない」

　予想外に優やさしい声音でそんなことを言われて、私はじゅくじゅくした熱が目元に集まるのを感じ、はっとした。ギンレイはそんな私の右みぎ隣どなりに黙だまって腰を下ろした。ここにいてやる、と無言で示され、私は唇くちびるを嚙かむ。何よ、いつもは氷みたいに冷たくて、遠えん慮りよなく嫌いやみを重ねるくせに。こんな風に思いがけず優しくされたら、

「あれ？」

　ぽたり、と膝に落ちた雫しずくに、自分で驚おどろいてしまった。

「やだ」

　それを機に、堰せきを切ったように零こぼれ落ちる涙なみだ。そんなつもり、なかったのに。

　ギンレイは何も言わず、ただ黙っていた。私は子どもみたいで恥はずかしかったけれど、次々溢あふれ出す涙が止められなくて、ついにはしゃくりあげてしまう。

「わ、わた」

　上手うまく言葉にならない。そのうちにも、涙るい腺せんが繫つながる先の、一番軟なん弱じやくでどうしようもない感情が、ぐるぐる渦うずを巻き始める。ログレスだの薔[image: ]ばら騎き士しだの、非現実の連続に押し流されるまま、今まで無意識に心の奥に追いやっていた悲しみ。けれど、こんな風にやにわに揺ゆさぶられて、抑おさえ込んでいたはずの蓋ふたが開いた途と端たん、急流のようにぶり返して、とどめようとしても、もう制せい御ぎよできなかった。情けないけれど、こんなとき浮うかぶ名前は一つだけだった。

「……パパ」

　感情に押され、肩を丸める。隊服のポケットに、セーラー服のスカーフが入っていた。これを初めて見せたときの、嬉うれしそうな顔が忘れられない。ついさっきのことのように思えた。

「パパ」

　優しい瞳、柔にゆう和わな笑えみ、低い声。私と同じ、青い瞳。でも、もういない。

「嫌」

　そんなの嫌。パパ、いなくならないで。炎ほのおの向こうに消えてしまわないで。私、私、本当は、

「ひ、独りぼっちは嫌」

　絞り出した言葉は、脆ぜい弱じやくで大人げなくて、けれど今限りなく本心だった。俯いて涙で歪ゆがんだ視界に、ギンレイの左手だけが見えた。彼は私の震ふるえる手に手を伸のばしかけて、何かを躊躇ためらって、やっぱり握にぎり込んで引っ込めてしまった。

[image: ]

　ゆっくりと顔を上げる。ギンレイは苛いら立だたしげに眉まゆ根ねを寄せ、

「視野が狭いんだよ。もっと周りを見ることだ。君は独りぼっちと言うが、そう思ってるのは君だけなんじゃないのか」

　君んとこの仲間は、そんなに冷たくはないだろう……？

　私はぎゅっと、拳こぶしを握り込んだ。

　ハート隊の絵札組のことを思い浮かべると、また涙が浮かぶ。ああ、どうして今まで気づかなかったんだろう。彼らはいつだって、助けの手を差し伸べてくれたのに、私は、それを振り払はらってばかりいた。

「君は一人じゃないだろう」

　涙がぽろぽろ頰ほおの上を零れ落ちる。

　ギンレイが私を叱しかったのは、私が弱いからじゃなかったんだ。私が仲間に頼たよらなかったから。仲間の手助けを、撥はね付けたから……。

「助けを求めて良かったの？　寂さみしいって言って、良かったの？」

　ギンレイは何も言わなかった。無言のうちに肯こう定ていされたのだと思う。なんだか初めて、彼と直じかに触ふれ合えたような気がした。だけど……、だけど、それならなおさら疑問だった。

　君は一人じゃないって言ってくれた。それは間ま違ちがいなく、私が今一番欲しい言葉だった。でも本当は……、本当はその言葉をくれた本人の方がもっと、それを必要としている気がした。

「じゃあ、なんでギンレイは一人なの？」

　ギンレイは、どうしていつも人を寄せ付けないのだろう？　私のことはこんな風に気き遣づかってくれるのに。仲間の存在を気づかせてくれたのに。どうして自分は一人になりたがるの？　こんな風に手を差し伸べてくれる仲間が、ギンレイにはいるの……？

「……ギンレイは、寂しくないの？」

　こらえきれず、そう、尋ねたとき。

　ビュッ！

　淡あわい月光で満たされた視界を、緑の残像が横切った。薔[image: ]！　まさか、城内で!?

　跳ねるように立ち上がる。石いし敷じきの訓練場に突とつ然ぜん芽生えた大きめの三級薔[image: ]は黒くろ紫むらさき色いろだった。赤薔[image: ]憑つきには悪くない相手だけれど、白薔[image: ]にとっては、赤の次に苦手な色。

　ギンレイは声もなく、再び伐ばつ葬そう具ぐを呼び出した。白薔[image: ]の大たい剣けんを構えたところに、真っ向から飛んでくる太い枝。黒薔[image: ]の特とく徴ちようは力押し。他色に比べて衝しよう撃げきが大きい……！

　ずしん。

　鈍にぶい音が響ひびく。ギンレイが枝を大剣で受け止めたのだ。枝の半ばほどまで食い込んだ刃やいばで、押し潰つぶそうとする薔[image: ]をなんとか押し止とどめている。だけど、力比べじゃ圧あつ倒とう的に不利だ。

「下がってろ。誰だれかを呼べ」

　ギンレイは喉のどに詰つまったような声でなんとか言った。

　慌あわてて振ふり返ろうとすると、今度はこちらに太い枝が飛んできた。私は身を屈かがめ、すんでのところで避よける。

「雑草さん！」

　ギンレイが一いつ瞬しゆんこちらに気を取られた隙すきに、黒薔[image: ]は彼の剣にさらに強い圧を加えた。ギンレイは鼻筋に皺しわを寄せ、滾たぎる気き迫はくでなんとか枝を断たち割ったけれど、重い一いち撃げきは相当こたえたようだった。どすんと音を立てて転がったのは、切り離はなされた枝ばかりではなかった。

「ギンレイ！」

　地面に膝ひざをついたギンレイに、もう一本の枝が襲おそいかかろうとする。

「駄だ目め！」

　私は素す早ばやく右手首を返した。お願い、従って！　言うことを聞いて！

　今度こそ、守りたいの！

　お願い、私の中の赤薔[image: ]、今度こそ、

「従えええええ!!」

　私は大声で叫さけんだ。瞬時に噴ふき出す汗あせ。体の中で、赤薔[image: ]の根に絡からまりついてせき止めるように引っかかっていた何かが、外れる。

　どくん。

　胸が震えた。血を送り出し、力を集中させる。迸ほとばしるように勢いよく生えた赤薔[image: ]は、より合わさって杖つえのようになった。その先、いつものように短い刃が覗いた瞬間、私は走り出した。

「オリハ！」

　ギンレイが叫んだような気がした。守らなきゃ。今度こそ。私は彼の前に立つと、猛もうスピードでこちらに向かってくる薔[image: ]の枝に向かって伐葬具を振りかぶり、そして、

　ザクッ！

　振り下ろしたその腕うでに、今までとは異なる強い圧力を感じた。これは、間違いなく伐きる感かん触しよく。

「君……それ」

　背後でギンレイの驚く声がする。私の出来そこないの伐ばつ葬そう具ぐ、柄えの長い逆さか刃ばの包丁のようだったそれは、今、その刃をはるかに長く伸ばしていた。内側に向いた刃は柄と直角方向に伸び出して緩ゆるやかに湾わん曲きよくし、先は鋭するどく尖とがっている。槍やりでも、まして剣でもない。これは……、

「鎌かま？」

　大鎌だ。今まで刃の先しか見えていなかっただけで、私の伐葬具は、身の丈たけほどもある大鎌だったのだ。私は顔を跳ね上げた。

「行ける」

　今度こそ確信した。戦える。これなら、負けない！

　私は黒薔[image: ]に突とつ進しんした。薔[image: ]は次々棘とげだらけの枝を伸ばしてくるけれど、太いだけあって動きは鈍い。素早く避けながら薔[image: ]の懐ふところに入り込み、遠心力を使って大鎌を金の心花の下に引っ掛かけた。ぐぐっと、確かな手ごたえを伴ともなって刃が重く喰くい込む。

「うああああああ！」

　そのまま、力任せに振り抜ぬいた。

　ぎゃああああん！

　断ち切られた薔[image: ]は絶ぜつ叫きようし、倒たおれた。さっきまで好き勝手動いていた枝たちも、力なく地に落ちる。私は肩かたで息いきをしながら、へたり込んだ。弱々しく振り返ると、ギンレイも目を見開いたまま呆ぼう然ぜんとしている。

　そのとき、後ろから拍はく手しゆが聞こえた。

「やればできるじゃない」

「スカーレット！　ウォルター！」

　振り返ると、そこにはよく似た顔が二つ。

「なかなか帰って来ないから、心配したわ」

　スカーレットが腕を組み、長い金きん髪ぱつを揺ゆらして首を傾かしげる。

「いつまで座り込んでるつもりだ」

　ウォルターはずかずかやって来ると私の腕を摑つかみ、引っ張って立たせた。私の隊服についた土を几き帳ちよう面めんに払うと、顔を覗のぞき込む。その瞬間、くすんだ緑の目に、一瞬何かの色がさした。

「泣いたのか」

　キングは硬かたい声で尋たずねる。私は無意識にくしゃっと笑った。なぜだろう、心配してくれるのが嬉しい。

「大だい丈じよう夫ぶよ」

「何だ、その馬ば鹿か面づらは」

　ウォルターは息をつき、困ったように笑った。一歩退いて、大鎌を眺ながめる。

「それにしても、珍めずらしいな。鎌だったのか」

「うん、なんだか恰かつ好こうつかないけど」

　剣や弓に比べるとどうしても見み劣おとりしてしまう。

「あら、何を言うの。薔[image: ]ばらを刈かるにはこれ以上なく適してるわ」

　しかし、スカーレットは惚ほれ惚ぼれしている。今まで褒ほめられることなんてなかったから、ちょっと気き恥はずかしい。赤薔[image: ]の女王はふわりと笑った。

「肩の力が抜けたようね」

「え？」

「少し気を張り詰めすぎよ。不安ならそうおっしゃい」

　柔やわらかく目をすがめるスカーレットの横で、ウォルターも腕を組む。

「お前、意地張って大口叩たたく癖くせに不安は口にしないだろ。いつも一人で突つっ走って、怖こわくても表に出さない。そういうの強がりっていうんだぞ」

　また涙るい腺せんが緩む。結局、私の虚きよ勢せいとか寂しさとか、何もかも見み透すかされていたのだ。ギンレイだけじゃなく、赤薔[image: ]の優やさしい双ふた子ごに。私、本当に……一人で空回りしていただけだった。

「ごめんなさい。私、今まで生意気な口ばっかりきいたわ」

　私は情けない顔を隠かくすためにスカーレットにぎゅっと抱だきついた。

「気遣ってくれてありがとう。友達になってください」

「それはこっちの台詞せりふよ、オリヴィア」

　ぎゅっと抱きしめられる。温かい感情が胸になだれ込んできた。

「向上心があるのはいいことよ。それに、なかなか懐かない動物みたいで、微笑ほほえましかったわ」

　結局ペット扱あつかいですか……。浮うかべた笑えみが一瞬固まるけれど、美しいクイーンに頭を撫なでられると、いやがおうでも頰ほおがきゅっと持ち上がってしまう。我ながら単純だ。

「でもよかったわ。壁かべを越こえたみたいで」

「それはギンレイが……あれ？」

　そこで振り返ると、もうスペードのキングの姿はなかった。

「……素す直なおじゃないわねえ、二人とも」

　スカーレットが私から体を離し、腰こしに手を当てる。

「二人ともって？」

　スカーレットは兄の方を見た。ウォルターは腕を組んでそっぽを向いた。

「何よ、昔はオリヴィアみたいにギンレイギンレイって五月蠅うるさかったくせに。もう長いこと口もきいてないじゃない」

　え、そうなの？　でも確かに、思い返せば、ウォルターとギンレイは何度も顔を合わせているけれど、お互たがい一言も言葉を交かわしていない。

「どういうこと、ウォルター？」

　ウォルターは頑がんとして答えなかった。スカーレットが肩をすくめる。

「意地っ張りはどっちだか」

　私には言外の意味はよく分からないけれど、そんなことより、

「それより、城内で薔[image: ]障が」

「ああ、それならアタリはついてる」

　ウォルターはあっけなく答えた。

「薔[image: ]だって馬ば鹿かじゃない。すぐに刈られることが分かってて、薔[image: ]騎き士しがうようよしてるところにわざわざ新芽を出したりしない」

「つまり？」

　ウォルターはどこへともなく叫んだ。

「マーリン！　お前だな！」

「うえっ!?」

　するとどこからか烏からすがすうっと飛んできて、地に降りると共に、瞬またたく間に人の姿になった。

「マーリンっ！」

「おおかた訓練用の飼い薔[image: ]だろう。何のつもりか知らんが、二度とやるな」

　ハートのキングは神しん出しゆつ鬼き没ぼつの魔ま術じゆつ師しを強く咎とがめたてた。けれど、マーリンの方は飄ひよう々ひようと、くねくね体を揺らして満足げに笑うばかり。

「いいじゃないのよう、結果オリヴィアにはいいきっかけになったでしょ」

「マーリン、試ためしたのね！」

　摑みかかろうとしたけれど、存在自体が曖あい昧まい模も糊ことしたマーリンのこと、霧きりのように姿を消したかと思えば、次の瞬しゆん間かんには背後にいた。赤薔[image: ]たちを余よ裕ゆうありげに見やって、

「だって不用心なんだもの。栽さい培ばい室の鍵かぎ、開いてたわよ？」

　手を返し、そんなことを言ってのけた。

　私たちは顔を見合わせ、すぐに駆かけ足で栽培室に向かった。

　裏庭の隅すみにはガラス張りの栽培室があった。ここは訓練用の飼い薔[image: ]を管理する場所で、自然発芽しないよう処理された苗なえや種がたくさん保管されている。よく調べると、確かに薔[image: ]の種が入った棚たなの鍵が開いていた。

「ぱっと見には何も盗ぬすまれてはいないようだけど……」

　スカーレットが言う横で、ウォルターは冷静だった。

「この中から種がいくつか持ち出されたとして、気づける薔[image: ]騎士がどれだけいる？」

　訓練用の種は、水を与あたえられない限り発芽することはないとはいえ……。

「さっきの黒薔[image: ]だけはマーリンの仕し業わざだとしても」

　ウォルターは腕うでを組み、重々しく言った。

「ここんとこの小火ぼや、犯人は内部にいるかもな」










　ハート隊の談話室。赤絨じゆう毯たんの上に、背筋を伸のばして正座する私の姿があった。

「ほんとに面おも白しろい子ね」

「今度は何なんだ」

　双子がソファに身を預けながら問うので、私は深く頭を下げる。

「練習に、付き合ってください」

　なんとも都合のいいお願いだと思う。なにせ、彼らは隊をまとめる絵札組。それに、私が意地を張ったばっかりに迷めい惑わくまでかけておいて。でも、強がりはやめて不安があれば相談しろと言ってくれた双子の言葉は、社交辞令なんかじゃないと信じたいから。

「何してる、行くぞ」

　後ろから声がして、顔を上げると、ウォルターとスカーレット、ニコロが、もう部屋を出ようとしていた。

「え、行くってどこに」

「訓練場に決まってるだろ。お前が頼たのんだんじゃないか」

　ウォルターは当たり前のように言った。

「う、うん！　ありがとう！」

　飛び跳はねるように立ち上がる。ひとりでに浮かぶ笑みを隠しきれない。

「フレミング、あなたは？」

「俺じゃお役に立てませんよ、女ユア王マジ陛エス下テイ」

　相変わらずマイペースなジャックは背せ伸のびをし、隣となりを通り過ぎて部屋を出ようとした。協調性のなさは隊内随ずい一いち。だけど、そのゆらりとした物もの腰ごしに、ちょっと違い和わ感かんを覚える。

「待って」

　ひょろ長い身体からだのフレミングの腕をぐいと引っ張って無理やり屈かがませた。

「お、おい、何だよ」

　手を額に当てる。うん、……やっぱり熱い。私はフレミングの顔を真っ直すぐ見て、

「風邪かぜにはね、生姜しようがと卵よ。栄養摂とって寝ねるのが一番なんだから」

　我ながらおばあちゃんみたいなことを言った。

「そりゃ結構だがそろそろ手を離はなしてくれるかな。キングが怖い顔してるから」

　キング？　よく分からないけど、とりあえず手は離す。スカーレットが心配そうに首を傾かしげ、

「フレミング、風邪を引いているの？」

「どうしてそういうとこ気づくかなあ……」

　フレミングは面めん倒どうくさそうに髪かみをくしゃくしゃにする。そりゃ見てれば分かるわよ。ずっと食も細いし怠だるそうだし……。睡すい眠みん不足のせいもあるだろうけど。

「雨降りの日に出かけたりするからだ、馬鹿者」

「平気だってば」

　あくまで誤ご魔ま化かして立ち去ろうとする切り込み隊長に、絵札組はさすがに顔色を変え、

「お前なあ。そんな顔色で平気って言われて信じられるわけがないだろう」

「そうよ、あなたに欠けられると困るわ」

「ちょっとは生活を見直しなよ。本当に体壊こわすよ」

　かけられる言葉は、彼への信しん頼らいを物語っている。私はむず痒がゆいほどの温ぬくもりを感じた。

「ああもう、過保護なんだから」

　もっとも、当人は迷惑そうだけど。

「ひとまず休むことだ、フレミング。回復したら出て来い」

　ウォルターはぴしりと命じる。くすんだ緑の目は、口うるさい苦く労ろう性しようの奥に、隊員を気き遣づかう情の色を隠かくしていた。だから隊員たちはみんな、軽口を叩たたきながらも彼について行くのだ。ハート隊はばらばらに見えて、根ではちゃんと束ねられている。ここが、私の暖かな巣。

「仰おおせのままに、キング」

　フレミングは適当に手を振ふり、今度こそ部屋を出て行った。










　午後ともなると、訓練場は若い薔[image: ]ばら騎士たちで混こみ合っていた。当然のことだけど、みんな毎日、必死に訓練しているのだ。今まで地方貴族の甘やかされた子し弟ていたちだと侮あなどっていた。甘い気持ちだったのはこっちの方だったのに。

　そう、薔[image: ]騎士は皆みな、血のにじむような努力をして、薔[image: ]を刈かる。私が父を想おもうように、きっと彼も、彼女も、自分の大事な人のために命を懸かけて戦っているのだ。私は気を引き締しめ、右手首を回した。突つっかかりが取れた今、伐ばつ葬そう具ぐは実に滑なめらかに、大おお鎌がまの形に結実した。

　周りの騎士たちが奇き異いの目で見てくる。私は気にしないようにした。

「犯人は内部にいるっていうけど」

　ウォルターに手合わせ願いながら、私は聞いてみた。スカーレットは防具を磨みがき、ニコロは焼き菓が子しをもぐもぐやりながら、地図を広げ、尖とがった筆で蠟ろう板ばんに何か書き込んでいる。

「それってつまり、これは自然発生じゃなくて、誰だれかが起こしてる薔[image: ]障ってことでしょう？　誰にも気づかれずに小火を起こして回るなんてこと、出来るの？」

　放火と同じだと考えるなら、薔[image: ]の種はさしずめライターみたいなものだろう。薔[image: ]騎士は城下では目立つ存在だ。自ら種を蒔まいて回るなんて、かなり危険な賭かけだと思うけれど。

「時限爆ばく弾だんじゃないんだから、遠えん隔かく操作するわけにも行かないだろうし」

　左からやって来る斬ざん撃げきを柄えで防ぎ、私が言うと、

「ジゲンバクダン？」

　ログレスの民たみたちはよく分かっていないようだ。右上から振り下ろされる剣けんに気を取られているうちにもう一本の剣で肘ひじの防具を叩かれ、私はバランスを崩くずす。

「あわわ」

　倒たおれかかるところを、ウォルターがさっと支えてくれた。

「ありがとう」

「伐葬具の重さに負けてるな」

「対たい称しよう性のない武器だから扱あつかいが難しいんじゃない？　がむしゃらに振り回す前に、まずは支点を見み極きわめることだね」

　ニコロの指し摘てきは的確だけれど、なんだか態度が大きい。

「伐きりつけるだけが攻こう撃げきじゃないんだよ」

「そう言うけど、ニコロが攻撃してるところ、見たことないわ。そもそも伐ばつ葬そう具ぐは何なの？」

「そのうち分かるよ」

　ニコロは行ぎよう儀ぎ悪わるく寝ね転ころがり、うつ伏ぶせになって頰ほお杖づえをつく。ウォルターは二本の剣を腕に仕し舞まい込んで、少し休きゆう憩けいしよう、と言った。

「さっきの話だが、仮に団内の誰かが小火ぼやを起こしているとして、小火のある日に限っていつもそのそばに現れる騎き士しがいれば、とっくに捕つかまってるんじゃないか？」

「外出は一日だけで、その時に複数の種を蒔いておいたんじゃなくて？」

　スカーレットは言うけれど、どうも納得いかない。

「だけど、それだと小火も一いつ斉せいに起こることになるんじゃない？　こんな風にばらばらに、ひっきりなしに薔[image: ]障が起こるのは変だよ」

「そうでもないよ」

　参さん謀ぼうニコロが地図から目を上げもせず言った。

「薔[image: ]の種の発芽条件は水だ」

「犯人が水をやって回ったってこと？」

「それじゃ意味ないでしょ。怪あやしすぎるよ」

　私がすごすごと押し黙だまると、ウォルターがひらめいたようだ。

「そうか。いつ、どこで起こるか、はっきりとしたことが分からなくてもいいなら、断続的に、それぞれ突とつ発ぱつ発生させることは不可能じゃないな」

　私が置いてけぼりをくらっていると、ニコロがやれやれと解説してくれた。

「屋外に蒔いた種は、雨が降れば発芽するだろうし、井い戸どのそばなら水がかかった途と端たん発芽することになるよね。下町の市場なら、地面が濡ぬれる機会はいくらでもある」

「時機をずらして発芽するよう、色々なところにばら撒まいたというわけね？」

　スカーレットが指を唇くちびるに当てる。ニコロは地図に定規とコンパスを使って何か書き込んだ。

「まあ、憶おく測そくだけどね」

「そういえば、あのとき、子どもが桶おけの水を零こぼしてた！」

　だけど、その論で行くと、犯人の特定はいよいよ難しそうだ。一体誰がこんなことを。そもそも、何のために？

　と、そのとき。

「あ、ギンレイ！」

　スペードのキングがそばを通りかかる。途端、私は絵札組を置いて反射的に駆かけ出した。驚おどろくギンレイの前で急ブレーキをかけて止まると、

「ふふん」

　私は右手から伐葬具を呼び出して、胸の前で掲かかげた。ギンレイは盛大に顔を歪ゆがめている。

「……何なんだ、その得意げな顔は」

「もう完かん璧ぺきよ！　ほら！　見て！」

　私はギンレイに良く見えるよう、鎌をぶんぶん振り回す。この前までは惨みじめな出来そこないだったけれど、この大鎌なら文句ないでしょう？

「ね？」

「何が、ね？　なんだ。俺に何の関係がある」

　無関心キングはいつも通りつれなかったけれど。

「彼女、頭でも打ったの？　あのギンレイに自分から絡からみに行くなんて」

「動物って時として思いもよらない人に懐なつくものだから……」

　背後でぼやく声が聞こえる。ニコロもスカーレットも、ひどい。

「まあ、元気にはなったようだ」

　ギンレイは呆あきれ半分でそう言った。ぐっと詰つまる。もしかして、心配してくれた？　昨日の今日だし。けれど、私が口を開きかけたところで、ギンレイの視線が外れた。

「そう言えばカーリー、例の小火の件だが」

　ギンレイは顔を横に向け、そう言った。カーリー？

「ああ、その話をしてたところなの」

　スカーレットが立ち上がりながら当たり前のように答えた。カーリーって、スカーレットの愛あい称しようなのか。ウォルターでさえ、そんな名前で呼ぶのを聞いたことはない。……恋こい人びとの特権ってことかな。親しげに話す二人は、はたから見ていても仲が良さそうで、私は理由もなく落ち着かない気分になる。なんでだろう。

　だけど、ウォルターはもっとご機き嫌げん斜ななめのようだ。

「おい、イノシシ、行くぞ」

「え、行くってどこに」

　ウォルターは私の手を摑つかみ、引っ張る。ギンレイの切れ長の目が私の手元を追った気がしたけれど、こちらの視線に気づいたギンレイは何でもないみたいにすぐに目をそらした。










「ねえウォルター」

　私は息を切らしながら声をかけた。

「ねえってば」

「五月蠅うるさいイノシシだ。黙って跳とんでろ」

　連れて来られたのは、隊舎の真ん中の広場の、例の木製アスレチック。私はコマみたいな円形の足場の上に立たされた。中央の支柱に様々な高さの木の棒が横向きに取り付けられていて、歯車仕じ掛かけでくるくる回ってくる。それを跳んで延々躱かわしながら、私は尋たずねた。

「ギンレイと、何があったのよ？」

「関係ないだろ」

「だけど……きゃっ！」

　木の棒を避よけきれず、躓つまずいてしまった。すぐにウォルターが回転を止める。脛すねを強打した私は、涙なみだ目めでうずくまる。

「いててて……」

「持久力がないからだんだん跳べなくなるんだ」

「そう言ったって」

「二年前にな」

「そっちは見てるだけだからいいけど……え？」

　私は顔を上げた。ウォルターは手を額にやり、何か考えているようだった。話すべきか逡しゆん巡じゆんしているのか、しばらく間を置いてから、再び口を開く。

「二年前に、キャメロット近きん郊こうで一級薔[image: ]ばら障しようが起こった」

「一級？」

　思わず立ち上がる。一級薔[image: ]障、街ごと侵しん食しよくする規模の大災害だ。

「俺の実家の屋や敷しきがある地域だった」

「まさか」

　ウォルターとスカーレットの母親は薔[image: ]にとらわれて地下納のう棺かん堂にいると、ウォルターは言っていた。ウォルターは壁かべに寄りかかり、頷うなずいた。

「騎士団全隊が派は遣けんされたが、未み曾ぞ有うの規模だったんでな。苦戦を強しいられた。俺もギンレイもその頃ころには既すでにキングだったから、隊を率いて必死に戦ったが……」

　ウォルターはそこで一度言葉を切る。苦い思い出に瞳ひとみの色を暗くしながら、それでもやがては切り出した。

「ギンレイは、何故なぜかそこで、剣を投げたんだ」

　剣を……投げた？

「どういうこと？」

「あいつは伐ばつ葬そう具ぐを投げ出して、俺の母が薔[image: ]に取り込まれていくのを、黙って見ていた」

「どうして!?」

　ウォルターは首を振ふった。

「知らん。尋ねても答えないんだ。俺は何とか母の身体からだは取り戻もどしたが……間に合わなかった」

　地下納棺堂の暗がりを思い出す。死んだように眠ねむる、薔[image: ]に取り憑つかれた人々。生きながらにして薔[image: ]の餌えさとなっていく地じ獄ごくのような苦しみに相反して、その顔は安らかで、でも生気がない分いっそう不気味だった。

「その地区は結局薔[image: ]に飲み込まれてしまって、今は一級汚お染せん地区として封ふう鎖さされてる。何十人も取り残されてるよ。情けない話だ。大きな犠ぎ牲せいを払はらって、結局鎮ちん圧あつには失敗した」

　ウォルターはそこまで言って、宙を仰あおぎ、長いため息をついた。

「ギンレイはそれから一本も薔[image: ]を伐きらなくなった」

　私の心臓がどくんと鳴った。

「伐ばつ葬そうしたがらないんだ。助すけ太刀だちこそすれ、殺さないように伐って、心花は部下に譲ゆずる」

　頭に浮うかぶのは、ここに来た日のこと。赤薔[image: ]に襲おそわれたとき、ギンレイはあれだけ実力がありながら、ギリギリまで伐葬を渋しぶった。たしかに、訓練でも巡じゆん警けいでも、結局彼は一本も心花を落としていない。三級の子薔[image: ]一本たりとも、だ。

「……だけど、どうして？」

「知らんと言ったろう。何度問い詰めても答えない。何を考えてやがる、あいつは」

　ウォルターは視線を低く投げた。その声には疲つかれと苛いら立だちが染しみついていた。

「あいつはもう伐葬数が百に近い。あと数本伐れば、銀の棘とげに入ることは確約されているのに」

「薔[image: ]を伐りたくないの？　……そんなわけ、ないよね」

　ウォルターは首を振った。静かに息を吸った後、わずかに声こわ音ねが変わる。

「ギンレイと知り合ったのは十歳のときだ。それからずっと、俺たちは一いつ緒しよだった。五年前、同期で入隊したとき、いつかどちらかが〈次代の王〉になると約束した……」

　馬ば鹿かみたいだな、と皮肉げに漏もらすその声は、諦あきらめきれないからこそ、いっそう苦々しくて。

「ライバルだと思ってたんだがな」

　一いつ瞬しゆん垣かい間ま見みえた本心を隠かくすように、すぐに続ける。

「あいつの実力は認めてる。伐葬こそしないが、キングとしての職務は今でも全まつとうしてるしな。円えん卓たくの爺じい様たちはやきもきしてるようだが、実力が実力だけに文句言えないんだ」

　ウォルターは万年二番手と揶や揄ゆされているけれど、隊内では間ま違ちがいなく主席だ。きっとギンレイと二人、幼いころからしのぎを削けずって来たのだろう。だから、ウォルターはウォルターで、ギンレイの行動をどう受け止めていいのか分かりかねているのかもしれない。

「あいつは表情が読みづらいし、本当に何を考えてるか分からなくて……。お偉えら方がただけじゃなく、同どう僚りようの隊員たちだって、あえてあいつに関かかわろうとはしない」

　ギンレイにはかなわない。入団以降、この言葉を何度聞いただろう。マーリンは敬遠というけれど、ギンレイを褒ほめちぎり、その実どこか避けている騎き士したちの心には、もしかしたら、強くてよく分からないものへの、本能的な恐おそれがあるのかもしれなかった。

「みんなあいつに近寄らない」

　ウォルターはそこで、ちら、と私を見た。

「お前を除けばな」

　私は曖あい昧まいな表情で返す。そんなに大それたことをしているつもりはないのだけれど……。

「だって、ウォルター」

　若手の双そう璧へきとして競きそい合ってきた仲ならば、なおさら。薔[image: ]を伐らないまま、頂点に君臨し続ける白薔[image: ]の王。その本心は謎なぞのままだとしても、お前こそが最強だ、なんて、近ければ近いほど、それを認めるのは、きっと……、

「……悔くやしくないの？」

　転がり出る言葉を、止められなかった。途と端たん、

「悔しいに決まってるだろう!!」

　跳はね返された言葉は、私というよりむしろ、吐はき捨てた本人に向かってぐさりと刺ささったようだった。勢いで口にしてしまってから、はっとするウォルター。その緑の瞳の縁ふちに、錆さびついた古い感傷が引きずり出されたときの鈍にぶい光こう彩さいが走る。

　ウォルターは長いため息をつき、ゆるゆると座り込んでしまった。

　私は後こう悔かいした。分かっていたのに。聞かなくたって当たり前だったのに。

　悔しいに決まっている。ウォルターは私なんかよりずっと、ギンレイに負けたくないはずだ。だけど、事情はどうあれ、この獰どう猛もうな感情を仕し舞まい込むのは厄やつ介かいだ。隠そうとしたって、無言の中で飼い馴ならすには必ず傷を伴ともなう。他人にも自分にも厳しいウォルターだからこそ、誰だれより鋭するどい痛みを抱かかえ込んでいるはずだ。

　私は静かに膝ひざを折り、ウォルターの前にかがみ込んだ。

「ウォルター」

　何度か躊躇ためらってから、俯うつむくウォルターに手を伸のばす。短い髪かみの毛が、指先に触ふれた。ぎこちなく手のひらを広げ、そっと頭を撫なでると、癖くせの強い金きん髪ぱつが柔やわらかく指に絡からむ。ウォルターがゆっくりと顔を上げた。目が合う。

「……ごめん」

「何で謝る」

「……なんとなく」

　手を引っ込めようとすると、それを押し止とどめるようにウォルターが私の手首を摑つかんだ。

「ウォルター？」

　嫌いやがっているのかと思ったのに、手を離はなしてくれない。

「お前は」

　ウォルターは大きな手で私の手首を握にぎったまま、困こん惑わくする私から目をそらした。

「……昔の俺にそっくりだ」

「え？」

　ウォルターはぱっと手を離し、すっくと立ち上がった。かがんでいる私がふり仰ぐと、今度はきりりと見下ろされる。幾いく分ぶん張りを取り戻した声で、

「どうもお前といると調子が狂くるう。優やさしくすれば嚙かみつきやがって、野生のイノシシめ」

　それから倍のスピードで回転する棒を跳とばされたけれど、私は今度は文句を言わなかった。










「君は馬鹿なのか？」

　その晩、訓練場。へたり込む私に容よう赦しやない言葉が降った。肩かたで息いきをしながら、立ち上がる。

「馬鹿じゃなくてイノシシだもん……！」

「意味が分からない」

　もしかしてと思って来てみれば、今日もギンレイが自主練習していた。もちろん拒きよ絶ぜつされたけど、構わず勝手に参加したら、またも完かん膚ぷなきまでに叩たたき潰つぶされてしまったというわけだ。

「どうして招かれてもないのに寄って来るんだ。君は蠅はえか？」

　ひどい呼び名がどんどん増えていく。

「一人より二人の方が練習になるでしょ！」

「君と練習したって俺には何の得もない」

　いちいち嫌いやみね……！　でも、鋼はがねの心で立ち向かう。だって知りたくなったのだ。彼の本心を。ウォルターに二年前の薔[image: ]ばら障しようの話を聞いたから、と言うわけではないけれど、ただ……、彼の氷の仮面の奥には、冷たいだけじゃない何かがあるって、気づいたから。

「無理を続けるとガタが来るぞ。生命力だけが売りの雑草でも、たまには休むべきだ」

　その証しよう拠こに、言葉は悪いけど一応心配してくれる。

「それはギンレイも同じでしょ」

　薔[image: ]を伐らないなら、どうして毎日毎日一人で鍛たん錬れんしてるの？　疑問が口まで出かかるけれど、まだ触れてはいけない気がして、上手うまく訊きけない。

「あなたも少しは休んだら？」

「……まあ、それもそうかもしれないな」

　ギンレイは軽く首を回し、大たい剣けんを仕舞い込んだ。そして不意に蠟ろう燭そくを消す。

「どうせ来るなと言っても追いかけて来るんだろう」

「え？」

「おいで」

　そっけない表情ながらも、言葉は思いのほか柔らかくて。私は無意識に頷うなずいていた。

　ギンレイに導かれるまま、私は礼拝堂に入った。何度も朝の礼拝で入っているのに、光がないだけで全く別の場所みたいだ。しんと静まり返った空間を厳げん粛しゆくに満たす澄すみ渡わたった空気の中に、お香こうの匂においがほのかに混じっている。祭さい壇だんの上、湖の向こうの楽園を治める九姉妹が描えがかれた緑のステンドグラスは、夜の闇やみにあってなお、神こう々ごうしく輝かがやいていた。

「こっちだ」

　ギンレイに招かれるまま壇だん上じように登り、説教台の横を通り過ぎると、奥に梯はし子ごがあった。彼は臆おくすることなくその梯子を上って行く。私は意を決し、彼を追いかける。長い梯子の上には扉とびらがあって、外に出られるようになっていた。

　扉の外へ足を踏み出す。途端、風に煽あおられ、長い髪が舞まい上がった。髪を押さえ、もう一歩足を進める。その瞬しゆん間かん、

「う……わあ」

　突とつ如じよ眼下に広がったのは、キャメロット城の内ない壁へきの向こうの、城下の町並みだった。

「年に一度、ステンドグラスを外から磨みがくための足場だ。たまに気分転てん換かんのためにここに出る」

　眼前にのびやかに大きく弧こを描く、二つの曲線。城を取り囲む内壁と、城下街全体を取り囲む強固な外がい壁へきだ。街は闇に沈しずんでもなお活気を失わない。家々からは温かな火ほ影かげが漏もれ、屋根の下で交わされる賑にぎやかな会話が今にも聞こえてきそうだった。頭上から降り注ぐ星明かりは、人々をやがて夢の世界へと誘いざなう。冷えた夜風は街を吹ふき抜ぬけるとき、天と地の光をそれぞれ忙せわしなく瞬またたかせ、今日の労働の疲つかれと、明日への気だるい希望が、折り重なって和音を奏かなでるように波打ちながら時を押し進めていく。

「ここから眺ながめるキャメロットは美しい」

　ギンレイは足場の柵さくにもたれかかった。こればっかりは心から同感。だから素す直なおに頷く。

「本当に、綺き麗れいね」

　吹き上がる風で、隊服の裾すそがはためく。

「ギンレイ」

　声を掛かけると、彼はこちらを向いた。闇の中に浮うかび上がる切れ長の目、黒い瞳ひとみ。

「ありがとうって、言ってなかったと思って」

「何が」

「色々。……ギンレイのおかげで鎌かまを呼び出せたし、みんなと仲良くなれた。ありがとう」

「能天気だな」

　ギンレイは相変わらず無愛想だ。だけど……、私が間ま違ちがえそうになったら正してくれる。責めるようでいて、気き遣づかってくれる。はるか高みから、見えない糸で引っ張られているみたい。

　尋たずねそうになる。冷たいことばかり言うくせに、どうして助けてくれるの？

　関係ない、目め障ざわりなだけだと言われるのが目に見えているから、尋ねられないけど。

「私」

　苦い笑えみを風に溶とかしながら、だからせめて、弁明代わりに本音を零こぼす。

「ずっと、一人で戦う人が強いのかと思ってた」

　弱音を吐かず勇ゆう敢かんにひた走る、孤こ高こうの刃やいばこそが強さなのかと。

「でも違ちがう」

　本当に強いのは、一人じゃないって知っている人。

　自分のことばかり考えていたときは、思うように力を扱あつかえなかったけれど、あのとき、ギンレイを守りたいと、心から思った瞬間、歯止めが外れたように伐ばつ葬そう具ぐが結実した。たぶんそういうことなのだ。誰かを想おもう動機があればこそ、自分も強くなれるのだ、きっと。

　反はん抗こうする者を切り捨てるだけが王じゃないって、スカーレットは言っていた。いくら強くたって、それじゃ周りの心は離れていくだろう。従う者がいて初めて王。

「独りぼっちじゃ王にはなれないのね」

　視野が狭せまいと、まるで一人で戦っているような気になるけれど。一歩退ひいて周りを見たら、周りもまた私を見てくれていたことに気づけた。私に譲ゆずれぬものがあるように、彼らにも戦う理由があることが分かった。それぞれ負うものは違っても、安あん寧ねいを阻はばむものが同じなら、共に戦うことを躊躇ためらう理由はないよね。私は一人じゃない。一人じゃないってことが、力になる。

「私、やっぱり諦あきらめないわ。〈金の女王薔[image: ]〉を倒たおして、〈次代の王〉になる」

　ギンレイは、君には無理だとは言わなかった。でも、

「……なら、いよいよ」

　声を押し殺し、氷河の割れ目のような瞳をいっそう翳かげらせて、

「俺と関かかわらないでくれ」

　騎き士し団最強の、白薔[image: ]の王。〈次代の王〉の座に一番近い氷の剣。彼はその圧あつ倒とう的強さゆえに人を寄せ付けないのだろうか、あるいは、その逆？

「ギンレイ、あなた……、どうしていつも一人になろうとするのよ」

　私には仲間に頼たよれと言っておきながら、自分は部下と必要以上に距きよ離りを取り、こんな風に近づこうとする者を拒絶する。一体どっちが本心なの？

「どうして？」

　ギンレイは黙だまって視線を落とし、左手で右の袖そでをめくった。普ふ段だんは隠かくれて見えないそこに、くたくたの白いスカーフが巻いてあった。彼はそっと、そのスカーフに触ふれる。

「……大事な人を、守るため」

　大事な、人。

　──スカーレットのこと？

　ずきんと胸が疼うずく。どうしてだろう？　よく分からない。でも、

「誰だれかを守るために一人になるの？」

　それってなんだか変な話。

「それが一番いい」

　ギンレイは言い切った。でも、本当にそう思ってるなら、そんな目をしないはずだ。周りに畏い怖ふされる冷れい徹てつなキングだって、いつでも一人で超ちよう然ぜんとしていられるわけがない。細く鋭するどい氷柱つららは、ちょっとした衝しよう撃げきでぽっきり折れてしまうものなのに。

　……事情は分からない。だけど、

「誰だって独りぼっちは嫌いやよ」

　ぽつりと紡つむいだ言葉。身に染しみて分かっていることだ。

　ギンレイは短い間の後、答える代わりに目を伏ふせて笑った。何かを押し隠して無理やり作った笑顔に見えた。どうしていつも、こんなに噓うそっぽく笑うのだろう。本当の気持ちを隠した、仮面の笑み。冷たい冷たい微び笑しよう。前から思っていたけれど……、彼は笑うのが下手へただ。

「あなたね、その年で笑い方も知らないの？」

　私はびしりとギンレイの両頰ほおに指を突つき立てた。目を見開くギンレイの口の端はしを、ぐっと引っ張り上げる。

「ぷっ」

　無理やり作った変な笑顔に、こっちの方が吹き出してしまった。ギンレイは少し顔を赤くして、ついと顔をそむける。

「気安く触さわるな」

　きつい言葉はいつものことだけど、ちょっと傷つく。これくらいでピリピリされると思わなかった。こんなことハート隊じゃ日常茶さ飯はん事じなのに。

「何よ、ウォルターなんて毎日私の頭ぐりぐりしてるわよ？　泣いてもわめいても容よう赦しやなし！　スカーレットに撫なでられるのは悪くないけど。抱だきつくと柔やわらかいし」

　ギンレイはふ、と吐と息いきを零こぼした。それと分からないくらいの、薄うすくほのかな笑み。けれど確かに温かい、本物の笑顔。

「それよ！」

　私は満面の笑みで身を乗り出した。私が見たかったのはその笑顔だ。

　ギンレイは驚おどろいたのか目を見開き、軽く唇くちびるを嚙かんだ。一いつ瞬しゆん、自然体の表情が垣かい間ま見みえる。しかし、すぐにいつものように瞳を翳らせ、せっかく零れた笑顔も引っ込めてしまう。

「駄だ目めだ、オリハ」

「どうして？　なかなか良い顔だったわ」

「そうじゃない」

　ギンレイは目をそらし、身を乗り出す私を手で遠ざけた。

「……何なの？」

　ギンレイは深く長くため息をついた。鉄てつ壁ぺきの無表情に戻もどって、言う。

「オリハ、頼たのむから俺に構うな。〈次代の王〉になりたいなら」

　暗い暗い、凍いてついた瞳は、今自分で自分を縛しばる檻おりのように重く錠じようを下ろして。

「俺を信用するな」







[image: Ⅴ　守るための強さ]




　小火ぼやはいったん噓のように収まった。出動の鐘かねも鳴らず、隊舎は落ち着きを取り戻す。風邪かぜが治っていないのにまた城を出ようとして、二日間の外出禁止令を食くらってしまったフレミングを除けば、だけど。ウォルターに力ずくで医務室に連行されながら、「生死にかかわる」だの「俺のお花ちゃんたち」だの叫さけんでいたフレミング……彼の病は薬じゃ治せなさそうだ。

　ともかく、絵札組にくっついて回るうちに、私もようやくハート隊に馴な染じんできた。スカーレットは毎晩談話室で私に刺し繡しゆうや詩作を教えようとしては挫ざ折せつし──彼女は筋金入りのお嬢じよう様さまみたいだ──、逆に私は料理を教えようとして挫折した──理由は上に同じ──。ニコロには馬ば鹿かにされてばかりだけど、知識の泉としてなんだかんだ色々と教えてくれるので助かる。

　ウォルターはといえば、相変わらず容赦なく、なかなか訓練について行けない私の頭上には、毎日のように雷かみなりが落ちる。その度たび、罰ばつとして命じられる馬小屋掃そう除じ、皿洗い、鎧よろい磨みがきに文書館の書庫整理……私はありとあらゆる雑務を一通りこなした。

　宮きゆう殿でんの床ゆか磨きをさせられたときには、偶ぐう然ぜん赤薔[image: ]ばら憑つきの円えん卓たくの騎士たちに出くわしてしまって顔から火が出そうだった。メイディランド卿きようはさも愉ゆ快かいそうに泥どろのついた革かわ靴ぐつで磨いたばかりの床を横切って行った。双ふた子ごの兄のコンラッド卿は平然と父の後に続いて歩き、茶色い髭ひげのラヴァグルド卿だけが優やさしく、わざわざ絨じゆう毯たんで泥を拭ぬぐってから石床の部屋に入って行ってくれたけれど、努力の方向が間違っていた。その絨毯、誰が洗うと思ってるんですか……。

　隊舎に帰れば、下位騎士たちが面おも白しろがって絡からんでくる。突っ張ぱるのをやめてみれば、彼らも結構いいやつらで、暇ひまを理由に雑用を手伝ってくれることさえあった。

「安心しろよ、キングの愛あい玩がん動物に手は出さないからよ」

「俺たちだって身内に殺されたかねえや」

　下位騎士たちにボードゲームを教えてもらっていたとき、何故なぜだか冷ややかな表情で私を呼びに来たウォルターに、芝しば居いがかって手を上げながら彼らが投げかけた言葉の意味は、いまいちよく分からなかったけれど。

　あれ以来ちょくちょく夜の訓練場を覗のぞくようになったけれど、ギンレイがいない日はなかった。さすがにもう邪じや魔まは出来ないので、黙って横で素す振ぶりをしていると、一応無視はしないでいてくれたのか、ごくまれに、助言もくれた。なんとなく後ろ暗いので、スカーレットには言えてないけど。彼女が嫉しつ妬と深ぶかいタイプじゃないことを祈いのろう。

　いや、そんなことより、自分のことに集中しなければ。頰をぱしんと叩たたく。今のうちにいっそう訓練に打ち込んで伐ばつ葬そう具ぐの扱あつかいに慣れて、出来るだけ力をつけるのだ。受け入れてくれた隊のみんなのためにも、いつまでも口だけの落ちこぼれと揶や揄ゆされているわけにはいかない。




　けれど、人ひと喰くい薔[image: ]に侵おかされたログレスにあって、平へい穏おんな日々は長くは続かない。

　早朝の冴さえた空気を割って、けたたましい鐘の音がキャメロット城に響ひびき渡わたった。慄りつ然ぜんとする。この音。今度の薔[image: ]障は……大きい！

「城じよう壁へき外、エンジェル地区で二級薔[image: ]障の群発を確かく認にん。ハート、スペード両隊に出動を命じる。救護班も同行しろ。クラブ・ダイヤ両隊は本部待機して指示を待て」

　円卓の騎士から命令が入った。朝食中だった騎士たちも、一いつ斉せいに慌あわただしく準備し始める。

「イノシシの言う通りになった……」

　ウォルターは小さく零こぼすと、声をことさら大にして怒ど鳴なる。

「すぐに出動するぞ！」

　ウォルターの一言で、私たちは防具を手早く身につけ、内壁の門に駆かけた。

「ハート隊、馬車に乗り込め！　集合次し第だいすっ飛ばす！」

　キングの怒ど声せいと共に、ハートとスペードの大型馬車がそれぞれ三台と、救護班の馬車が一台、キャメロット城から駆け出した。

「エンジェル地区は南門から外壁を出てすぐの一帯だ。集落の規模は狭せまくて、周りを広い牧草地で囲まれてる。川岸は湿しつ地ちで、沼ぬまも多いから気を付けて」

　がたがたと揺ゆれる車内、ひしめき合う騎士たちの間で、ニコロが言った。外壁の門に着くと、ウォルターが馬車から顔を出し、円えん筒とう形の門もん塔とうの上で見張っていた門番たちに指示を出す。重い鎖くさりを巻き上げ、城門の落とし格こう子しが上げられた。堀ほりにかかる跳はね橋が降りて行く。

　朝もやの中、城壁を飛び出した両隊は、間もなく町の入り口に辿たどりついた。素す早ばやく馬車を降りる。一いち陣じんの風が吹ふいて、視界を覆おおう砂すな埃ぼこりが退くと、そこには、苔こけむした古い家々が立ち並ぶ、のどかな田舎いなか町が広がっている……、はずだった。

「うわ……」

　見ただけで分かる。これまでの小火とは段だん違ちがいだ。家々に巻きつく蔓つる、棘とげで地面に爪つめを立てながら這はう枝の先、そこかしこでさわさわと揺れる葉。そして朝方の青く霞かすむ空気の中に強きよう烈れつな違い和わ感かんを放つ、華はなやかな色合いの花々。

「薔[image: ]騎士様！」

　地方駐ちゆう在ざい薔[image: ]騎士の指示で早々に町はずれまで退たい避ひしていた町の人々が、すがりつくように群がる。泣なき叫ぶ声も聞こえる。混乱が目に見えた。隊に属さない救護班の薔[image: ]憑きたちが、誰だれより早く、人々のもとへ駆けて行く。簡易テントが張られ、薔[image: ]に取り憑つかれた人々はその場で伐葬を受ける。薔[image: ]が心臓まで辿りついていなければ、正しい処置で命は助かる。

　幸い、薔[image: ]障はまだ町全体には渡っていないようだ。けれど早いうちに刈かり尽つくさなければ、どんどん規模は大きくなる。馬車から降りながら、ウォルターが尋たずねた。

「で、どう攻せめる？」

「薔[image: ]は南に向かって根を伸のばしてる。町の南は湿地だから、そこに入られると戦いにくい」

　ニコロが地図とにらめっこして言うと、白薔[image: ]のスペード隊のエースも頷うなずいた。

「そうですね。本隊はひとまず町を通り過ぎて、風下から追い上げていくことにしましょう」

「隊長の許可は取らなくていいの？」

　ニコロがスペードのエースに問うた。スペードのキング・ギンレイは、馬車の上に頭を突つき出し、風見でもするように遠目で様子を窺うかがっている。

「作戦は私に一任されていますから」

　白薔[image: ]の参さん謀ぼうは硬かたい口調でそう言った後、少し声を落とした。

「あの方はいつも単独行動されますよ。どうせ薔[image: ]も伐きりません」

　ちらりと見上げるその視線を知ってか知らずか、ギンレイは確かに、作戦会議に加わる様子もない。ウォルターは肩かたを回した。

「じゃあここは救護班に任せるか。いったん南の方に回って……」

　素通りするっていうの？　目の前に町があるっていうのに？

　いてもたってもいられない。もしかしたらすぐそばで、逃にげ遅おくれて薔[image: ]に取り込まれそうになっている人がいるかもしれないのに。でも……、

「何だ、その目は」

「指示を出してください」

　今すぐにでも走り出したいのをぐっとこらえて、キングを見上げる。私だって何度も同じことを繰くり返すほど馬鹿じゃない。考えなしに一人で突っ走るのはやめて、隊の一員として戦うことを覚えたのだ。ウォルターは満足げに笑った。

「いい心構えだ。少しは成長したな」

　そして笑え顔がおで私を見たまま、声だけで参謀に問う。

「おいニコロ、作戦を」

「残念だけどキング、ジャックがもうどっか行っちゃった」

「なっ！」

　見やれば、うかうかしている間に、瘦そう身しんのジャックの方が先に走り出していた。切り込み隊長らしく……と言えば聞こえはいいけれど、陣じん隊たいは組む前から崩くずれたに等しい。

「大した統とう率そつ力だな」

「さすがは万年二番手の王」

　大人しく指示を待っていた白薔[image: ]組は顔を見合わせ、失しつ笑しようし始めた。あ、やばい。

「どいつもこいつも……」

　ふつふつと煮にえたぎるような怒ど気きを感じ、私は嫌いやな予感を募つのらせながらゆっくり振ふり返った。我らがハートのキングは顔を暗くして俯うつむき、おもむろにぎゅっと両手を握にぎりしめる。そして胸を大きく開き、叫んだ。

「やってられるか！」

「あ、キレた」

　ニコロが真顔でひとりごちる隣となりで、

「まあ頭に血が上りやすいのは赤薔[image: ]ばらの特とく徴ちようだから……」

　スカーレットは言いながらも既すでに弓を構えている。完全に臨戦態勢だ。

「あんたたちに作戦なんて説こうとしてた僕が間ま違ちがってましたよ」

　ニコロはお手上げ状態だ。赤薔[image: ]の王は自棄やけになって声を張り上げた。

「ハート隊！　死ぬな！　指示は以上だ！」

　そう、赤薔[image: ]の信条は、勇ゆう敢かん。怖おそれに飲まれず、己おのれの勇気を示すのだ。戦い方は馬鹿正直なほど一直線。感情任せ、向こう見ずと笑われたとしても、これが気質なのだから仕方ない。ウォルターだって、いつもは極きわめて常識人だけれど、キレやすさなら私と張り合うレベルなのだ。

「馬ば鹿かども！　暴れるぞ！」

　うおおおおお！

　王の怒ど号ごうを合図に、赤薔[image: ]たちが伐ばつ葬そう具ぐを手に雄おたけびを上げて走り始める。スカーレットの矢が飛ぶ中を、私たちも駆け出した。

「だからハートと組むのは嫌なんだ……」

　赤とは正反対に冷静が売りの白薔[image: ]たちの言葉は、虚きよ脱だつ感に包まれていた。










　砂埃を巻き上げながら町を進んで行く。牧草地に囲まれた緑豊かな集落は、今や子どもがめちゃくちゃに落書きしたみたいに、どこもかしこも三級薔[image: ]だらけだ。

　私は右手に大おお鎌がまを召しよう喚かんした。練習の成果もあり、大分バランスが取れるようになってきた。初めは重さで引きずっていたけれど、今は肩に担かついだままでも走れる。

「ニコロ、火元はどこだと思う？」

　ウォルターが黄薔[image: ]を搔かっ切りながら尋ねた。

　薔[image: ]たちは根で緩ゆるやかに繫つながっている。子薔[image: ]たちを束ねる火元の大きな親薔[image: ]が、どこかにあるはずだ。それを叩たたかない限り、三級薔[image: ]はどこからともなく発生し続け、放置すれば二級薔[image: ]に生長してしまう。ニコロは町の外れを指さした。

「あっちに丘おかが見えるでしょ？　あの辺りが怪あやしい」

「あんなに遠く？」

「大きな薔[image: ]になると、根を長く伸ばすこともできるからね」

　ニコロは言いながら地図を広げた。赤い印がたくさんついている。

「ここんとこの城壁内での三級薔[image: ]障が誘ゆう因いんになってるんじゃないかと思って、考えたんだ。小火ぼやの起こった場所を全部地図に起こしてみたんだけど、一つだけ、やたら外壁に近い位置で起きてるんだよね。種を蒔まいたのが同一犯だとすれば、この一地点だけ妙みように離はなれてて、変だ」

「えっと、つまり？」

「外壁間ま際ぎわの一件だけは、犯人が引き起こしたものではないってことね？」

「そう。頻ひん発ぱつする三級薔[image: ]障に誘ゆう発はつされた、完全に自然発生の薔[image: ]障だ」

　そしてそれが今回の二級薔[image: ]障群と根を同じくするものであるならば……。

「単純にそれぞれからほぼ同距きよ離りの位置に火元があると考えれば、だいぶ絞しぼられる」

　ニコロは二つの点から同じ大きさの円を描えがき、交点同士をつないで直線を引いていた。その直線は主に牧草地をぶち抜ぬいているけれど、一カ所だけ、小高い丘とぶつかるところがある。

「火元はあの丘の辺りが一番疑わしい。草原の真ん中に拠きよ点てんを据すえる馬鹿はいないからね」

「そう言えば、私がここに来たとき、最初に薔[image: ]に襲おそわれたのは丘の上だったわ」

　私はそこで思い当たった。あのときは地理なんか分からなかったけど、キャメロット城が見えた方向からして……ニコロの指さす丘の上だった可能性が高い。

「決まりだね」

　ニコロは言って、羊皮紙の地図を巻いた。幼くとも参謀の名は噓うそじゃない。手を叩いて喝かつ采さいを送りたいくらいだ。もちろんそんな場合ではないのは百も承知だけど。ウォルターは頷いた。

「南の湿しつ地ちはスペード隊に任せよう。俺たちはここから真っ直すぐ丘を目指す」

「そうね」

「この一帯はフレミングがいれば大だい丈じよう夫ぶだろう。最短経路で切り抜けるぞ。援えん護ごしてくれ」

　言いながら、ウォルターは二本の剣けんで鮮あざやかに伐葬していく。さすがはキング、薔[image: ]貴族の名家で幼いころから鍛きたえ抜かれた折り紙つきの実力で、軽く体を運び、次々迫せまってくる枝にも物もの怖おじせず向かっていく。ひらめく二本の剣筋。高く昇のぼり始めた日の光を反射して青白く光る細い剣は、リズムよく空に踊おどる天使の足のようだった。

　と、キングの勇姿に気を取られていたら、自分の進路が見えていなかった。

「オリヴィア！　危ない！」

　スカーレットが叫さけぶより早く、棘とげだらけの蔓つるが迫る。とっさに目を瞑つむった。その瞬しゆん間かん、

　ガンッ！

　何かに当たった音がして、目を開ける。

「盾たて？」

　目の前には、私一人覆おおい隠かくせそうなほどの巨きよ大だいな盾が銀色に輝かがやいていた。振り返ると、大して動じもせずにこちらに手を伸のばしていたのは、赤薔[image: ]の頭脳・ニコロだった。

「ニコロの伐葬具って、盾だったんだ！」

「伐きるだけが攻こう撃げきじゃないって、言ったでしょ」

　ニコロがそっけなく言う間にも、スカーレットが私を襲った薔[image: ]を目にもとまらぬ速さで射い貫ぬく。心強いけれど、負けてはいられない。私だってハート隊の一員。実力は彼ら絵札組に遠く及およばなくても、出来ることがあるはずだ。

「ニコロ、ちょっと借りるわよ！」

「あ、ちょっと！」

　私は大きな盾を持ち上げると、近くの家の壁かべに立てかけ、複雑な装そう飾しよくに足をかけてよじ登った。ウォルターが慌あわてた様子で駆かけ寄る。

「イノシシ！　気を付けろ！」

「大丈夫！　上から様子を見てみるわ！」

　屋根に上れば、視界が開けるだろう……と思ったのだけど。

「わーお……」

　屋根は一面、びっしりと薔[image: ]に覆われていた。下からはよく見えなかったけれど、この一帯はさしずめ、所ところ狭せましと薔[image: ]が植えられた空中庭園だ。しかし、ひるんでいる場合じゃない。屋根の傾けい斜しやは緩く、分厚く苔こけや雑草に覆われているのでいくらか滑すべり止めになりそうだ。顔を上げ、鎌を振り上げる。途と端たん、薔[image: ]たちに警けい戒かいの色が走った。

「刈かり入れの時間よ」

　私は鎌をぐるぐる回した。練習のおかげでしっくり手に馴な染じんだ伐葬具は、ずいぶん素す直なおに言うことを聞くようになっていた。薔[image: ]と呼吸を合わせ、体の延長のようにして血を通わせれば、伐葬具は軽快に宙を踊り、鋭するどい刃やいばで一面の薔[image: ]をばさばさと刈り取って行く。

「ずいぶん上達したものね！　最初の頃ころが噓みたいよ」

「力が大きすぎて扱あつかい切れてなかったのかもね。上手うまく組み伏ふせてる」

　下からスカーレットとニコロの声がする。見れば、子薔[image: ]たちの中、ひときわ大きな株が目に付いた。二級の黄薔[image: ]だ。この一帯の長おさかもしれない。私は苔むした屋根の上を走り、黄薔[image: ]に飛びかかった。右からやって来る枝をタイミングよく飛び越こえて──アスレチックの地味な棒飛びも効果があったのだ！──懐ふところに切り込み、ざっくりと、心花に刃を立てる。

　ぎゃあああん！

　力任せに振り切ると、薔[image: ]は鳴き声を上げて倒たおれた。途端、屋根の上に残っていた小さな薔[image: ]たちはみんなしぼんでしまった。親薔[image: ]が伐葬されたせいだろう。

「ふう」

　息をつき、視線を落とすと、こちらをぽかんと見上げているウォルターの姿があった。ふり仰あおぐその顔に、私の影かげがかかっている。逆光に目をすがめ、赤薔[image: ]の王は問うた。

「……お前は本当に死に神なのか？」

　私は柔やわらかく膝ひざを曲げ、失礼なことを言うウォルターの前に飛び降りた。

「イノシシの次は死に神？」

　やれやれだ。










　町の薔[image: ]の伐葬はフレミングと下位騎士たちに任せることにして、ウォルター、スカーレット、ニコロの絵札組は火元を目指した。少し気が引けたけれど、思い切ってついて行く。止められはしなかった。

　町外れの牧草地。青々とした芝しば生ふの上、放し飼いにされた牛や羊が草を食はんでいる。町が薔[image: ]に焼き尽つくされていることなど忘れてしまいそうなほど、のどかな風景。だけど、風が妙だ。丘のふもとに吸い込まれるように流れている。舞まい上がる髪かみを押さえつつ、私は呟つぶやいた。

「こっちだわ」

「何で分かる？」

「呼ばれてる気がする……」

　これは勘かんだけど。農地の柵さくを越え、ちくちくする野草や低木の茂しげみを搔かき分けて進むと……、木々に隠れて暗がりになったところに、洞どう窟くつの入り口があった。大きな岩が侵しん入にゆうを阻はばんでいるけれど、覗のぞき込むと奥は深くまで繫がっていそうだ。暗くてよく見えない。

「怪しいわね」

　スカーレットが言い、矢に火をつけた。弓を引き絞り、火の矢を洞窟の中に射る。その矢筋が、手前から奥へと、洞窟を明るく照らして行く。見えてきたのは……、

「こりゃ大物だ」

　一面に生えた、様々な色の三級薔[image: ]ばら。色鮮あざやかな花々が一いつ斉せいにざわりと震ふるえ、ギョロリとこちらを向いた。一いつ瞬しゆんにして内臓が凍こおりつく。

「鳴き笛を。加勢が必要そうだわ」

　スカーレットが後ずさり、引きつり笑いで言った。しかしニコロは否定的だ。

「こんな外れで花火上げても、気づいてくれるかどうか……。いったん引き返した方が無難じゃないかな」

「いいか、イノシシ娘むすめ、先走るなよ。間ま違ちがっても入ろうとするな」

　ウォルターが何度も念押しする。

「はいはい」

「そこにいろ。じっとしてるんだ。いい子だから」

「分かったってば！」

　言いながらも、洞窟から目を離はなせない。ごうごうと、風が吹ふき込んでいく。穴に、呼ばれているような気がした。私は鎌かまを構える。

『おいで』

　女の声がした。

「オリヴィア？」

「声がするの」

「何も聞こえないけど？」

　スカーレットの言う通り、気のせいなのだろうか？　けれど、町を出てからずっと、不思議な力で呼び込まれているような気がしてならないのだ。

『おいで』

「ほら、また！」

　背中が粟あわ立だつ。その声はか細く、高く、けれどどこか蠱こ惑わく的な響ひびきで私を呼び寄せる。

「危ない、離れろ！」

　そのとき、穴の奥からびゅん、と蔓つるが飛んできた。慌てて鎌を振ろうとするけれど、その前に太い蔓に足を摑つかまれ、尻しりもちをついてしまう。もがいても抜ぬけられない。蔓は強い力で私を引っ張った。蟻あり地じ獄ごくのように、引き込まれる……！

「きゃああ！」

　そのとき、目の前を閃せん光こうがよぎった。途端、摑まれていた足が解放される。

「ギンレイ！」

　白薔[image: ]の剣けんで蔓を一刀両断してのけた彼は、大剣を肩かたに担かつぐと、大して焦あせった様子も見せず、

「やあ、雑草さん。相変わらず隙すきだらけだな」

「ど、どうしてあなたがここにいるのよ！」

「呼ばれた気がしてね」

　スペードのキングは涼すずしい顔だ。すかさず、スカーレットが駆け寄る。

「ギンレイ、スペード隊は近くにいるの？」

「いや、俺だけだ。南もかなりやられてる。うちの隊はしばらく離れられそうにない」

「ここはこのメンツで片づけるしかないってことか」

　ニコロが言った。本気？　私はウォルターに助けを求めるけれど、彼はギンレイがいると途端にピリピリして、無口になる。どうもやりづらい。

「そのようだな。気が進まないが、俺が指示を出そう」

　ギンレイは前まえ髪がみを払はらい、言った。ウォルターが眼めをむき、睨にらみつける。相当不服なのだろう。それでも無言を押し通す意地っ張りに代わって、私が叫さけんだ。

「なんであなたが！」

　スペードのキングなのに。それに、伐葬はしないんじゃなかったのか。

「今そんなことを言っている場合か？」

　目の前には薔[image: ]の巣。スカーレットが迷いながらも口くち添ぞえした。

「確かに、ウォルターにも先頭に立って伐きってもらった方がありがたいわ」

　あくまで冷静に役割分担しただけ、ということか。ウォルターは仏ぶつ頂ちよう面づらのまま、二本の剣を呼び出した。私もぐっと黙だまり、再び伐ばつ葬そう具ぐを手にする。

　ギンレイはスカーレットに火の矢で薔[image: ]を燃やすよう指示した。薔[image: ]は焼いても死なないけれど、少なくとも洞窟を照らす明かりにはなる。ウォルターと私が子薔[image: ]を刈りこみながら進路を開き、ニコロは防ぼう御ぎよの手助けをする。ギンレイは伐葬こそしないけれど、常に四方に目を配り、指示を出すという布ふ陣じんだ。

「ちっ！」

　ウォルターは舌打ちすると、駆かけ出した。私もすぐ後に続く。ウォルターの無む駄だのない剣さばきに比べれば私はまだまだ脇わきが甘く、襲おそわれそうになることも多い。けれど、

「雑草さん、右だ！」

「見えてるわよ！」

「ほら、今度は上！　全然見えてないじゃないか、ほんとに目がついてるのか？」

　その度たびに嫌いやみな台詞せりふが飛んでくるので、半強制的に動きをコントロールされる。おかげでこの数の薔[image: ]にも屈くつせずなんとか中ほどまで進むことが出来たけれど……、

「左だ！　黄薔[image: ]も来る、右足を踏ふみ込め！」

「分かってるってば！」

「その調子だ、油断するな！」

　これってなんだか……上手く手た綱づなを握にぎられてる？

　ギンレイの的確な指示のおかげでずいぶん戦いやすいことを認めるのは悔くやしい。だけど、それ以上に悔しがっているのが、そばにもう一人。

「おいイノシシ娘！　お前はうちの隊員だろうが！」

「嫉しつ妬とは醜みにくいよ、おじさん」

「おじさんと呼ぶな！」

　ニコロに怒ど鳴なりつけ、ウォルターはいよいよ奮い立って、二本の剣で子薔[image: ]をばさばさと伐り捨てていく。その形相は……王というより鬼おにだ。

「ギンレイ、面おも白しろがってるわね」

「何の話？」

「悪い人」

　スカーレットは吐はき捨てると、前方に火の矢を飛ばした。どうやらこの洞窟はまだまだ続いているらしい。奥に火元があるのは間違いない。とっととそれを伐葬しないと、子薔[image: ]は伐ったそばからどんどん生えてくる。

「ちょっと待って！」

　そこで突とつ然ぜん、ニコロが大声を上げた。

「どうした、ニコロ？」

「黙って。みんなちょっと静かにして！」

　切せつ迫ぱくした声に、みんなが押し黙った、そのとき。

　ぐらららら……。

「やだ、ウォルター、ちゃんと朝食を食べなかったの？」

「俺の腹じゃない！」

　ぐらららら……。

　音は鳴りやまない。地じ響ひびきのように、足元から伝わってくる震しん動どう。ぱらぱらと、上から剝はがれた岩の欠片かけらが降って来始めた。

「これは……」

　ギンレイが珍めずらしく焦りの色を顔に浮うかべた。見れば、四方の岩がん壁ぺきに、ぴしりぴしりと亀き裂れつが走っている。冷や汗あせが背中を伝った。スカーレットが弓を下ろし、ニコロの肩を摑む。

「ニコロ、盾たてを！」

「崩くずれるぞ!!」

　ウォルターが叫んだのとほぼ同時に、轟ごう音おんが洞どう窟くつ中を駆けた。

「きゃあああ！」

　叫ぶ私の体を、誰だれかが抱かかえ込んだ。引っ張られるまま、前のめりに転がる。地面にうずくまって頭をかばい、じっとしていると、やがて地響きはやんだ。

　土つち煙けむりにむせつつ、目を開けると……、

「噓うそでしょ」

　よろめきながら立ち上がる。大きな岩の山で、退路が塞ふさがれていた。閉じ込められてしまった！　よりにもよって、

「雑草さん、大だい丈じよう夫ぶ？」

　ギンレイと二人っきりで！

「ウォルター！　スカーレット！　ニコロ！」

　大声で叫ぶけれど、岩に遮さえぎられて声も聞こえない。まさか下した敷じきに？

「君んとこのエースが双ふた子ごのことは守ってくれてたよ」

　ギンレイが言った。少しほっとする。だけど、事態は決して楽観視できなかった。落らく盤ばんで薔[image: ]ばらたちも相当数やられたようだけれど、打だ撃げきで死ぬようなやわな生き物じゃない。そのうち岩の間から這はい出てくるはずだ。

「なんにせよ、先に進もう」

　ギンレイは言って、手招きする。私はむっとしながらも、従うしかない。どっちにしろ退ひけないのだ。一人じゃないだけましだと思おう。










「ギンレイ、どうしてここが分かったの？」

　足元に群がる子薔[image: ]をざくざく刈かり落としつつ、私は尋たずねた。ギンレイは倒たおれた薔[image: ]の枝に火をつけ、明かりにする。

「言ったろ？　呼ばれた気がしたからだ」

「呼んでないわよ」

「違ちがう、オリハ」

　オリハ。本当の名前で呼ばれて、どきんとする。ギンレイの黒い瞳ひとみが、炎ほのおに照らされてちらちら光っていた。

「君もだろ？」

「どういう意味よ？」

「君にも聞こえてるんだろう？　〈金の女王薔[image: ]〉の声が」

　ギンレイはそう言った。

「声って……」

「最初に会ったときは勘かん違ちがいかもしれないと思っていたが、やはり聞こえているな」

　ギンレイは左手に構えた剣けんで、足元に取り憑つこうとする子薔[image: ]の枝を器用に伐り落とす。このサイズの小さな薔[image: ]は、心花を伐らないように加減するのは難しそうだ。

「彼女から何か言われなかったか？」

「何かって、何よ？」

「いや……、何もないならいいんだ」

　ギンレイはいったん言葉を切り、目を伏ふせた。

「なんにせよ、人の命を弄もてあそぶ〈金の女王薔[image: ]〉を許すわけにはいかない」

　語るギンレイの言葉は、強い怒いかりの鎖くさりを引きずっているみたいに重く震ふるえていた。そんなに薔[image: ]を恨うらんでいるのに、どうして？　どうして彼は薔[image: ]を伐きらないのだろう？

　私の心の声に勘付いたのか、ギンレイは諦あきらめたように切り出した。

「オリハ、君はどうせもうウォルターから聞いてるんだろう」

　何を、と訊きくまでもなかった。二年前の一級薔[image: ]障。ギンレイはそこで剣を捨て、ウォルターとスカーレットの母が薔[image: ]に取り込まれて行くのを黙って見ていたのだ。ギンレイは足を止めると、私と真っ直すぐ目を合わせた。さすがに今はその視線を振ふり払はらえない。

「メイディランドの奥様を見殺しにする気はなかったんだ。言っても信じないだろうが」

「なら、どうして？」

　問い返すと、ギンレイは苦しそうに、

「言えない」

　それだけ答えて、そして力なく顔をそむける。

「とにかく俺は、もう薔[image: ]は伐らないと決めた」

　断言する声は、けれどおぼろげにかすれていた。何よそれ。いつもとまるで違う。

「よく分からないけど……、理由があってのことなのね？」

　ギンレイは首しゆ肯こうした。私は少し間をおいて、もう一つ、尋ねる。

「見殺しにしたかったわけじゃないんでしょう？」

　訊かなくたってその表情から十分読み取れたけれど。

「ああ」

　ギンレイはしっかりと頷うなずいた。私は息をつき、肩かたを回した。

「じゃ、いいわ」

「え？」

　ギンレイは訊き返した。え？　じゃないわよ。私は左人さし指でびしりとその顔を指す。

「もし平気な顔して見殺しにしたなんて言うなら、ここでウォルターに代わって立ち上がれなくなるまでぶん殴なぐってるとこよ。でもそれじゃ帰れなくなっちゃうわ。今のところあなたがいないと、ここは切り抜ぬけられそうにないもの」

　言い捨てると、ギンレイはしばらく黙だまっていた。沈ちん黙もくを破ったのは、小さな声。

「……責めないのか？」

「そんな顔してる人をこれ以上追いつめて楽しいと思うの？」

　仮面のような冷れい笑しようではなく、その表情は今たぶんとても、素すに近い。こんなの不意打ちだ。いつも超ちよう然ぜんとしているくせに、突然こんな、おぼつかない一面を露あらわにするなんて。

「君は……本当に変な奴やつだな」

　暗がりの中、炎に照らされて、二つの影かげが洞窟の壁かべに伸のびる。

「なぜ責めないんだ？　俺は薔[image: ]を伐らないんだぞ。俺の剣は」

　長い方の影は、最強の白薔[image: ]の王にしては頼たよりなく揺ゆらいでいた。

「俺の剣は、何も守れないんだぞ」

「伐らなくたって守ってくれたわ」

　最初に出会ったとき、彼は確かに心花を伐りはしなかったけれど、でも、助けてくれた。私は、彼の守りたいと言う大事な人じゃないけれど、きっと、

「ギンレイはちゃんと守れてるわよ」

　その剣は、なまくらなんかじゃない。

　ギンレイは一いつ瞬しゆん、泣きそうな顔をした。何よ、その情けない顔は。私は苦笑し、首を傾かしげた。

「安心しなさいよ、スカーレットだってピンピンしてるじゃない」

「カーリー？　どうしてカーリーの話になるんだ」

　そこで突とつ然ぜん、ギンレイは怪け訝げんな顔をした。え、どういうこと？

「だって……」

『おいで』

　洞窟の奥から、声が響ひびいた。目を見合わせる。のんびり話している場合ではなさそうだ。ギンレイは火を高く掲かかげ、騎き士しらしく私の前に立った。

「行こうか、雑草さん」










　横穴を進むにつれて、子薔[image: ]の数は減ってきた。火元はこの先のはずなのに……。嵐あらしの前の静けさだろうか。なんだか気味が悪い。それにしても、どこまで続くのだろう。道は緩ゆるやかに下り坂になっていて、引き返せない地じ獄ごくの入り口へと、どんどん誘さそい込まれているようだ。

「何だ？」

　そこでギンレイが声を上げた。目を凝こらすと、暗くら闇やみの中に遠く、光が見える。

　光？　こんなに深い洞どう窟くつの奥に？　私たちは伐ばつ葬そう具ぐを仕し舞まい、どちらからともなく走り出した。そして、横穴の終わりまで辿たどりつくと、急に視界が開ける。

「何、ここ……」

　穴から出るとすぐに崖がけになっていて、その下には広い空間があった。天てん井じように穴が空いていて、そこから日光が差し込んでいる。崖の下を見下ろせば、岩がごろごろ転がり、地面には澄すんだ水が浅く満ちていた。地下湖だ。そしてその湖に、

「薔[image: ]ばら！」

　薔[image: ]がたくさん……十以上咲さいている。子薔[image: ]なんかじゃない、親薔[image: ]……二級サイズだ。

　中でも湖の中央に咲いた白薔[image: ]は桁けた外はずれの大きさだった。水から立ち上がる太い幹、鋭するどい棘とげで覆おおわれた枝。雪のように白く輝かがやく花弁は、このままカーペットにでもできそうな大きさで、何十枚も重なり合って花を形作っている。金の心花は、その大きさも相まってぎらつくような凶きよう悪あくな輝きを放っていた。鼻をつく香かおりが甘く垂れこめ、玉座におわす女王を包む。

　なるほど、これが今回の薔[image: ]障の親薔[image: ]というわけだ。私は声を失なくしてその光景を眺ながめていたけれど、視界の隅すみに見慣れた影を見つけて、瞠どう目もくする。

「フレミング!!」

　湖のそばに立って赤薔[image: ]の槍やりを構えていたのは、瘦やせぎすな長身の青年。ハート隊の切り込み隊長ジャックの姿だった。彼の方も、驚おどろいてこちらを見上げている。

「どうしてここに？」

　早々にいなくなってしまって、ニコロの推理も聞いていないはずなのに。ここは偶ぐう然ぜん辿りつけるような場所ではない。ない頭を振り絞しぼって考えていると、

「自家栽さい培ばいというわけか。結構な心構えだな、ハートのジャック」

　ギンレイが強く言い放った。

「えっ!?」

　どういうこと？　ついて行けない私をよそに、

「おやおや、お褒ほめにあずかり、光栄です。スペードのキング」

　フレミングは芝しば居いがかってうやうやしく礼をした。

「だが、人の薔[image: ]園にずかずか入り込んでくるなんてちょっと失礼じゃないか？」

「おかげさまで手て荒あらな歓かん迎げいを受けたよ。教育がなってないな」

「怪あやしい奴は家に入れるなと言ってあるんでね」

　皮肉の空中戦の後、フレミングは頰ほおを震わせながら無理やり唇くちびるの端はしを持ち上げた。

「……まあいい、ちょうどこれから収しゆう穫かくだ」

　槍をかつぎ、感かん慨がい深げにゆっくりと薔[image: ]の大群に向き直る。

「ここまで育てるのは苦労したんだぜ」

　収穫？　育てる？　まさか、

「……フレミングはここで、薔[image: ]を育ててたってこと？」

　呟つぶやき、説明を求めてギンレイを見やると、彼は蔑さげすみの目線でフレミングを見下ろしていた。

「そのようだ。それにしたって、小火ぼやまで起こして密会とは周しゆう到とうじゃないか」

「え？」

　フレミングが放ほう火か魔ま？　上手うまく繫つながらなくて混乱する。

「あの小火はどう考えても人じん為い的なものだ。あれだけ直近で頻ひん発ぱつしていて親薔[image: ]の在り処かが分からないなんてこと、ありえない」

　ギンレイはちらりとこちらに視線をやって、説明した。

「何かを隠かくそうとしていると考えた方が自然だ。注意をキャメロット城の中に向けさせるための小火……ならば本当に探すべきは、城じよう壁へきの外。今回の薔[image: ]障で、やっと位置が特定できた」

　どうやらギンレイも私たちと同じ推理をしていたらしい。いや、思えば私が最初にログレスにやって来たとき、この丘おか、ちょうどこの洞窟の真上で二級薔[image: ]に襲おそわれたのをギンレイに助けられたけれど……、良く考えれば、偶ぐう然ぜんにしては出来すぎだ。ギンレイはきっと最初から、この丘が怪しいと踏ふんで調べていたのだろう。

「ご明察だ。さすがは冷静と理知の白薔[image: ]の王だな。だが、少なくともお偉えら方がたの裏はかけたわけだ。城壁外の巡警隊もまんまと呼び戻もどされてくれたおかげで、ずいぶんやりやすかったよ。まあ、どんなにキャメロットを見回ったって、親薔[image: ]なんか出て来やしないが」

　フレミングは言い、思わず踏み出しそうになる私を牽けん制せいする。

「おっと、動くなよ。彼女は今ご機き嫌げん斜ななめなんだ。どこかのイノシシが告げ口してくれたおかげで、数日会いに来られなかったんでね」

「……まさか、夜な夜な出かけてたのって」

「俺を待ってる子がいるって、言ったろ？」

　目を見開く。心臓が凍こおりつき、血が逆流するような気がした。

「これほどの大きさになると、すぐ子薔[image: ]を生やしちまう。丘の外に出た芽は、他ほかの薔[image: ]騎士に気づかれる前に刈かり取らなきゃならない」

　信じられない。じゃあ、フレミングは薔[image: ]の世話のために城を出ていたの？　気づかれずにここまで大きく育てるために……。

「ま、待って。じゃあ、もしかして今回のこの薔[image: ]障って」

「彼が数日子薔[image: ]を刈らなかったから、爆ばく発はつ的に生長してしまったということだろうな」

　ギンレイが侮ぶ蔑べつも露わに言った。私はわなわな震ふるえながら、問う。

「フレミング、本当なの？　でも、なんのために？」

　フレミングは……、さっきまで仲間だと思っていた切り込み隊長は、鼻から息を抜いて、

「俺は臆おく病びようだって言ったろ」

「……どういう意味？」

「一刻も早く退団したいんだよ」

　フレミングは槍をかつぎ直し、忌いま忌ましげに顔を歪ゆがめた。

「何が未然に防ぐのが最善、だ」

　そしてハートのキングの真似まねをして、皮肉に笑う。

「三級で伐きっちまったら徽き章しようにならないだろ！」

「ちょっと、それって……！」

　三級薔[image: ]を伐っても、伐葬とは見なされない。だから、三級は十集めないと徽章にならない。でも、すぐに伐らずに二級まで育ててから伐れば……。

「これだけ育てば十分だ。ここにあるだけで徽章十は固い」

　打算の甘い蜜みつに溺おぼれた声が洞窟に響いた。

「子薔[image: ]なんていくらでもくれてやるさ。俺はもっと賢かしこくやる」

　薔[image: ]障から人々を守ることを第一に考えていたウォルターの考えは、部下に伝わっていなかったのか。フレミングを信しん頼らいしていた絵札組のことを考えると、やるせなくて泣きそうになる。

　ギンレイは怒いかりの最中にあってなお冷静さを失わず、厳しく責め立てた。

「我々薔[image: ]騎士の仕事は薔[image: ]を刈ることだ。だがそれは、薔[image: ]障から人々を守るためだ。自分勝手に薔[image: ]障を起こし、市民を危険に晒さらすなどもってのほか」

「なんだよ、あんただって俺のこと言えないだろう。その剣けんは飾かざりか？」

　けれど、予想外の反はん撃げきに、ギンレイはつかの間口ごもってしまう。フレミングは白薔[image: ]の王を黙だまらせたことが嬉うれしいのか、勢いを緩めずに追い打ちをかけた。

「よほど薔[image: ]を伐りたくないようだが、それは自分勝手ってことにはならないのか？」

「それは……」

「〈金の女王薔[image: ]〉を伐るだの〈次代の王〉になるだの……大口叩たたくのは勝手だが」

　辛しん辣らつな言葉は、軌き道どうを外れた暴走列車のように勢い任せに走り出して止まらない。でも、

「いいか、どうせ俺たちは薔[image: ]ばらには勝てないんだ。薔[image: ]戦争は永遠に終わらない」

　でも、それは駄だ目めだ。それだけは。薔[image: ]騎き士しが一番言っちゃいけないことだ。

「薔[image: ]戦争を終わらせる？　理想論は結構だが、俺は御ご免めんだね。しょせん俺たちの命なんて薔[image: ]の手の内なんだから、自分の身を守ることが最優先だろ。死ぬのが怖こわくて何が悪いんだ？」

　フレミングの悲痛な叫さけびは、軋きしみながら洞窟に反はん響きようした。口を挟はさむ隙すきを与あたえず、とうとうと話す彼の方がよっぽど苦しそうだった。

「自分の実力くらい分かってる。俺なんかどんなに歯ァ食いしばって頑がん張ばっても、ジャック止まりがいいとこだ。生意気な双ふた子ごに上から指図されなきゃならない。結局王にはなれないんだから、とっとと百の徽章を集めて、前線から退く方が楽じゃないか」

　彼の理り屈くつは合理的なようだけれど、自分で薔[image: ]障を引き起こす言い訳にはならない。それを賢いとは言わない。なのに、腹立ちが勝って口が回らない。

「とにかく、俺は星が欲しい。ここの薔[image: ]たちは俺が刈る。そこで黙って見てろ」

「相手の方は、その気はないようだが」

　ギンレイが言った。気づけば、一番大きな白薔[image: ]は水面から幹を立ち上げて浮うき上がり、こちらに向けて目め一いつ杯ぱい白い花弁を広げていた。

「おい！　こっちだ！　おい！」

　フレミングは槍やりを構えて大声を出し、薔[image: ]を誘さそう。でも薔[image: ]の方は歯し牙がにもかけなかった。

　手塩にかけて育てた薔[image: ]に無視されて、フレミングは悔くやしさを隠すように笑った。

「ま、まあいいさ。あんたらがやられてから倒たおしたって遅おそくはない」

　どれだけ小物なのよ！　私は怒りを通り越こしてほとほと見下げ果てるけれど、

「白薔[image: ]は赤薔[image: ]の大敵だ。ギンレイが伐ってくれなくて可哀かわい相そうだなあ。彼なら一いち撃げきだろうに」

　その言葉だけは、たぶん正しくて。肩かたで息いきをしながら、なんとか策を練ろうとしているのに、

「心配しなくても大だい丈じよう夫ぶだ。俺が薔[image: ]ごと伐ばつ葬そうしてあげるから」

　フレミングはなおも遠とお吠ぼえしている。私はもう黙っていられなかった。

「黙って聞いてりゃうじうじごちゃごちゃ……五月蠅うるさい!!」

　私はフレミングを睨にらみつけ、叫んだ。

「そんなだからジャック止まりなのよ！」

　私だって前はそうだった。薔[image: ]を伐ることしか考えず、自分勝手に無む茶ちやばかりして。でも、独りぼっちで自分だけのために戦う刃やいばは、脆もろい。それじゃ王になんてなれるわけがない。

　薔[image: ]騎士の務めは、守ること。臆病と諦てい観かんは別だ。弱くたって、勝てなくたって、グジュグジュの想おもい抱かかえてそれでも必死でもがくのは、みんな、諦あきらめちゃいけないって分かってるからだ。この身を焼き、傷だらけで進むのは、……大事な誰だれかのために。

「パパを助けるためにここにいるのよ。だから戦うと決めたのに……そのために他の誰かを危険に晒すんじゃ、意味ないわ」

　そう、私がすべきなのは、自分のような思いをする人を無くすこと。弱くても、泣いても、中ちゆう途と半はん端ぱに妥だ協きようなんてできない。この小さな手で、わずかでもできることがあるのなら。

「私は、守るために戦う」

　私の中を、強い決意の添そえ木が貫つらぬいた。困こん惑わくや焦あせりに惑まどわされて、好き勝手に伸のびていた意志の枝が、支柱を得て一方向にまとまっていく。

　そう、百の薔[image: ]じゃ全然足りない。私は、〈金の女王薔[image: ]〉を倒して元の世界に戻る。そして父を助ける。いや、それでもまだ違ちがう。守りたい人は父一人じゃない。私は……、私は、

「薔[image: ]障をなくしたい」

　どくんと心臓が震えた。血管の中を何かが泳ぐ感覚に、大きくのけぞる。そして、右の手首に覚えのある熱が集まるのを感じた、次の瞬しゆん間かん、

「オリハ……それ！」

　右手首から勢いよく噴ふき出したのは、棘とげの生えた幹に、丸く光こう沢たくのある葉、そして枝の先に揺ゆれる花。私の体に根を張った赤薔[image: ]だった。だけど、

「噓うそだろ……」

　ふわりと外向きにカールした花弁は、端はしから見るも鮮あざやかな黄こ金がね色に染まっていく。

「金？」

　フレミングの言葉に応こたえるように、金の薔[image: ]はにょきにょき枝を伸ばす。茂しげる葉の重みに肩が震える。私は両手を合わせ、握にぎり込んだ。金の薔[image: ]は絡からみながら伸びて行き、大きな鎌かまの形になった。すきっと鍛きたえ上げられた鎌は金の輝かがやきを帯び、花が美しい装そう飾しよくとなって沈しずみ込んで行く。金色の重みをずっしりと感じ、手の力を緩ゆるめると、大鎌がきらりと光った。

[image: ]

「ありえない。金の薔[image: ]憑つきなんて」

　ギンレイが目を見開いてこちらを見ていた。

「オリハ、君はまさか〈次代の……」

　彼は何か言いかける。私だってよく分からないけど、一つ確かなことがある。赤薔[image: ]は白薔[image: ]が苦手。でも、金の薔[image: ]なら、白薔[image: ]も伐れるかもしれない。私は大鎌を振ふり上げた。

「かかって来なさい！」

　私の言葉に応えるように、真っ直すぐ向かってくる蔓つる。私は金の鎌を振りかぶり、棘だらけの蔓に湾わん曲きよくした鋭するどい刃面を引っ掛かける。そして遠心力に引かれるまま、思いっきり振り切った。確かな感かん触しよくと共に、蔓は実にさっくりと断たち切れ、断だん片ぺんはその勢いで後方に振り飛ばされた。

「まさか。相手は白薔[image: ]だぞ？」

　白は赤の大敵。フレミングの驚おどろきはもっともだった。今までの鎌とはわけが違う。

　肩で息をし、ゆっくりと顔を上げる。乱れる黒くろ髪かみの間から、白いお化け薔[image: ]がこちらをとっくり覗のぞき込んでいた。身を切られた痛みを少しも感じさせないその姿。威い圧あつされまいと髪かみをかき上げた。やられてたまるか。私の目標は今まさに定まったばかりなのだ。

『あなたは……誰？』

　一いつ瞬しゆん、薔[image: ]が震ふるえた気がした。

「横取りされてたまるかよ！」

　そのとき、突とつ然ぜんフレミングが叫んだ。槍を手に飛びかかろうとするけれど、薔[image: ]は鬱うつ陶とうしい蠅はえでも追いやるかのように太い枝を横に払はらい、フレミングの瘦やせた体を弾はじき飛ばす。フレミングは岩に叩きつけられ、大きく咳せき込むと、気を失ったのか動かなくなった。

「フレミング！」

「心配してる場合か！」

　ギンレイが私をぐいと引き寄せる。次の瞬間、襲おそい来る棘だらけの枝。私たちは慌あわてて身を屈かがめて避よけた。

「危ない！」

　立て続けに伸びる薔[image: ]の枝。ギンレイはさっと私の前に入り、大剣で横から叩き払った。三級薔[image: ]障とは比べ物にならないほどの重い衝しよう撃げきに、さしものギンレイも苦しそうに顔を歪める。

　守られてばかりじゃ駄目だ。私は金の鎌を振りかぶる。ところが、駆かけ出した途と端たん、足元を蔓にかすめられ、バランスを崩くずして膝ひざを折ってしまった。

「オリハ！」

「蔓が絡んで……」

　鎌で切り離はなしたものの、足に絡んだ蔓に捕つかまえられて、うずくまったまま上手うまく動けない。ギンレイは休む間もなく次々襲い来る枝を伐きり落としていく。私を守ろうとしてくれているのが分かる。なのに、心花を抱える薔[image: ]本体の方にはかたくなに向かって行かない。歯がゆい。どうしてここまでして。

「どうして伐らないのよ……！」

　尋たずねないわけにはいかなかった。それでも、ギンレイは答えなかった。ようやくよろよろと立ち上がる私に背を向け、薔[image: ]の枝を払い続ける。容よう赦しやなく襲いかかられても、自分から攻こう撃げきの手は出さない。ギンレイは風のように動きながら、あくまでも防戦に徹てつした。初めて会ったときのように。私は助すけ太刀だちどころか、その動きを目で追うだけで精せい一いつ杯ぱいだ。

『必死ね』

　背中が粟あわ立だつ。薔[image: ]だ。響ひびく声に誘われて見やれば、巨きよ大だいな薔[image: ]の金の心花が、面おも白しろがるようにこちらに花弁を広げていた。

『その子がそんなに大事？　あなたには守る権利もないのに』

「黙だまれ」

　ギンレイはいつになく低い声で言った。冷たい極地の夜空のような黒い瞳ひとみに、激しい憤いきどおりの炎ほのおが燃えていた。しかし薔[image: ]の方は意に介かいさず、くすくす笑う。

『言ったはずよ。あなたは王にはなれないの』

「……どういう意味？」

　私の零こぼした声を聞きつけて、薔[image: ]ばらがゆるりとこちらを向いた。ギンレイが叫さけぶ。

「やめろ！」

　目の前に、巨大な薔[image: ]がゆっくりと迫せまる。けれど、

「大丈夫」

　私は手を挙げ、駆けつけようとするギンレイを止める。何故なぜだか、襲う気はないのが分かった。葉でくるまれ、棘の檻おりの中に包み込まれても、恐きよう怖ふは感じない。香かおりに角がない。攻撃しようという意思がないのだ。

『怖こわがらないのね。面白い子』

　薔[image: ]は笑った。金の花弁が私を招く気がした。

『教えてあげましょうか？　あなたが知りたがっていることを』

「やめてくれ！」

　ギンレイの声が聞こえる。けれど、不思議な磁力のように薔[image: ]に引き寄せられる。まるで生まれる前から知っているみたいな、懐なつかしくて柔やわらかい光が私を呼ぶ。

「オリハ、やめろ！」

　指を伸ばし、金の心花に触ふれる。途端、濁だく流りゆうのように、誰かの記き憶おくがなだれ込んできた……。










　深夜だ。誰かの荒あらい息いき遣づかいが聞こえる。走っている。鐘かねの音。大きな屋や敷しき。火の粉が見える。火事だ。条件反射で寒気が這はい上がる。いや、けれど、屋敷を包んでいるのは、火だけではなくて……、これは、薔[image: ]だ。薔[image: ]障だ。この情景は、二年前の、一級薔[image: ]障だ。そして、震えながら汗あせだくで走っているのは、ギンレイ？

「くそ」

　ギンレイは小声で焦りを漏もらす。屋敷は花と火とが入り乱れて、地じ獄ごくもかくやという様相だった。それでもギンレイは足を止めない。鼓こ動どうを感じる。中にまだ誰かいるのだ。生おい茂る薔[image: ]の鋭い棘でたくさん傷を負いながら、死に物もの狂ぐるいでなんとか家に入る。

　そして、絨じゆう毯たんを蹴けり、階段を駆け上がり、辿たどりついた寝しん室しつで。

「奥様！」

　長い髪を振り乱し、一人の女性が今まさに黄色の二級薔[image: ]に襲われようとしていた。一目で分かる。波打つ金きん髪ぱつに、くすんだ緑の瞳。彼女はメイディランド夫人、ウォルターとスカーレットの母親だ。

「来ては駄だ目め！」

　彼女が振り返った一瞬の隙すきを、薔[image: ]は見み逃のがさなかった。夫人の腕うでに薔[image: ]の蔓がまとわりつく。

「ギンレイ、逃にげて！」

「できません！　あのときと同じことになる！」

　あのとき？　私にはよく分からないけれど、夫人は蔓を必死で振り払いながら、叫ぶ。

「だから言っているの！　あなたを死なせるわけにはいかないのよ！　逃げて！」

「だけどあなたは、助けに来てくれたじゃないですか！」

　ギンレイは叫び、剣けんを握った。その瞬しゆん間かん。

『かわいそうに』

　女の声がした。部屋中に響き渡わたるようなその凶きよう悪あくな声こわ音ねに、ギンレイは目を剝むく。

　夫人を取り込もうとしている薔[image: ]、金色の心花が、ゆらりと頭を持ち上げ、くすくす笑った。誘ゆう惑わく的な蜜みつの音で、呪のろいの言葉を吐はく。

『お前は王にはなれないわ。お前は〈反逆の子〉。王の栄光を妨さまたげ、破は滅めつさせる者』

　そして告げる。決定的な一言を。




『お前が百本目の薔[image: ]を伐るとき、〈次代の王〉は死ぬ』




「母さん！」

　どん、と、後ろからぶつかられて、ギンレイは我に返った。ウォルターだ。

「母さん！　母さん！」

　ウォルターは嗚お咽えつの混じった絶ぜつ叫きようを上げながら、二本の剣で母に取り憑ついた薔[image: ]に伐りかかっている。けれどもう、遅おそかった。力なく頽くずおれた彼女は、既すでに薔[image: ]の苗なえ床どこになっていた。

　赤薔[image: ]の名家の奥方は、床ゆかに這いつくばってなお、慈いつくしみ深い、優やさしい笑えみでこちらを見る。体内を泳ぎ、心臓を目指す薔[image: ]に抗あらがいながら、汗だくになり、かすれた声で、

「ギンレイ……、あなたのせいじゃないわ」

　ギンレイは全身震えている。大剣が手から滑すべり落ち、白薔[image: ]の姿にほどけても、凍こおりついたようにその場を動くことが出来ない。ウォルターが母の命を取り留めようとやっきになっているのに。瞬まばたきも出来ないまま、流れる汗だけをいつまでも止められないで。

「お前、何してるんだよ」

　ウォルターは泣いていた。

「何してるんだよ、ギンレイ！」

　すがるような悲痛な声が、鼓こ膜まくを軋きしませる。

「その剣は何のためにあるんだよ!!」










　不意に、私を覆おおっていた葉が解かれた。突とつ然ぜん視界が広がって、私は肩かたで息いきをする。千年ぶりに呼吸したような気がした。悪夢のような記憶を追い払はらうように、素す早ばやく首を振ふる。

　ギンレイが百本目の薔[image: ]を伐るとき、〈次代の王〉が死ぬ？　それって……。

　麻ま痺ひした頭で視線をやれば、本人は大きな剣を地面に引きずってうなだれていた。

「オリハ、俺は……〈次代の王〉なんかじゃない。〈次代の王〉にはなれない」

　重い打だ撃げきが後頭部を襲おそう。ギンレイは薔[image: ]の台詞せりふを繰くり返し、右手を引き上げた。手首に、くたびれた白いスカーフが巻かれている。それを眺ながめるとき、彼の瞳はいっそう暗かった。

「俺は〈反逆の子〉だ。救世主を破滅させる存在なんだよ。俺はあの夜、そう予言を受けた」

「で、でも……、予言って何なのよ。本当にそうなるとは限らないじゃない」

「じゃあ、試ためしてみようか？」

　空くう虚きよな笑みは、いつもの冷れい笑しようを超こえて、感情を殺したがらんどうだった。寒気が背中を駆け上がった。私ならどうするだろう。自分が薔[image: ]を伐きれば、救世主が死んでしまうかもしれないと言われて、それでも薔[image: ]を伐り続けることが出来る？

「これが初めてじゃない。俺はいつも、近くにいる人を死なせてしまう」

　二年前のあの日。ウォルターの母が薔[image: ]に取り込まれたとき、ギンレイは意図的に見捨てたわけじゃなくて……、伐りたくても伐れなかったのだ。その結果、メイディランド夫人は薔[image: ]に取り込まれてしまった。

「俺は災わざわいをもたらす」

　伝説よりも予言よりも確信的に、ギンレイが言ったとき。

　ぐららららららら……。

　重い地じ響ひびきがした。

「また!?」

　地下湖の巨きよ大だいな薔[image: ]が動き始めて、地じ盤ばんが緩ゆるんでいるらしい。私たちの立つ断だん崖がいの地面に亀き裂れつが入り始めた。私は急いで岩がん壁ぺき側に駆かけ寄る。

「ギンレイ、こっちに。崩くずれるわ！」

　しかし彼は一歩も動こうとしない。地割れはめりめりと広がっていく。このままだと彼は割れた地面ごと崖がけの下に落ちてしまう。

「ギンレイ!?」

　手を伸のばすけれど、ギンレイはそれを振り払った。ぱしん、と乾かわいた音がして、目を見開く。動どう揺ようしながら見やると、彼は硬かたい表情のまま、うわごとのように呟つぶやいた。

「オリハ、その金の薔[image: ]は何なんだ……君は〈次代の王〉なのか？」

「そんなこと今関係ないでしょ！」

「関係あるさ」

　ギンレイは強く言い返す。

「君が〈次代の王〉なら、俺は……」

　止やまない地鳴りの中、彼は一いつ瞬しゆん言いよどみ、唾つばを飲んだ。

「俺は〈次代の王〉のそばにいてはいけない。〈次代の王〉を殺すわけにはいかない」

　この手が握にぎる氷の剣は、裏切りを運命づけられているのだから。

「〈次代の王〉になるなら、俺を切り捨てろ。今ここで」

「できない！」

　大声で叫さけぶ。そんなこと、できるわけない！

「守るために戦うって、決めたのよ！」

　誰だれかを守るために誰かを切り捨てるんじゃ、意味ないじゃない！

　けれど、ギンレイは首を振る。凍とう傷しようで感覚を失った指先は、簡単には熱を取り戻もどさない。

「全部を守るのは無理だ。必ず裏切られる」

「そんなこと」

「ないと言い切れるか？　現に今目の前で、信じていた隊の仲間に裏切られたばかりだろう」

　冷え冷えと霜しもの降りたような声音で、傷口に塩を塗ぬり込まれる。ひりりと沁しみるような痛み。

「俺もいつか裏切るぞ。きっと〈次代の王〉を殺してしまう」

　薔[image: ]ばら戦争を終わらせる。彼は以前そう言った。だけど、この戦争の勝者が〈次代の王〉だなんて、誰が保証できる？　彼が終わらせるのは、救世主の命の方かもしれない。

　地割れはどんどん広がる。ぱらぱらと、小さな欠片かけらが崖に落ちていく。低い地響きは、焦あせりを煽あおるドラムロールのように、洞どう窟くつを震ふるわせ続けた。

「俺は一人で良い。ここで死ねるならそれでいい」

　大事な人を守るために、一人でいると言った。部下に必要以上に厳しいのも、人を寄せ付けない冷れい酷こくな態度も、未来の悲劇をただ一人予感している彼が、前借りの罪悪感を今から肯こう定ていするためについた噓うそ。本当は優しいくせに！　誰かを守るために一人になるなんて、寂さみしいよ。

「俺といると不幸になる」

　ダメ押しのように吐かれたその言葉で、かあっと、血が沸ふつ騰とうした。

「不幸かどうか、あなたが決めないで!!」

　持てる力いっぱいで、声を張り上げる。

「メイディランド夫人は、あなたを守れて嬉うれしかったかもしれないじゃない！」

　いつか来るかもしれない不幸なんて知るもんか。少なくとも今、私は不幸なんかじゃないもの。ギンレイのおかげで仲間が出来た。強くなれた。戦う目的を見つけられた。

「ギンレイ。こっちを向いて」

　ようやく目が合った。底知れない真っ黒な瞳ひとみ、その奥の絶望。毒より苦い葛かつ藤とう。秘密めいて輝かがやく冷え切った深しん淵えんは今、糾きゆう弾だんを求めているのか、それとも赦ゆるしを？　私は天使じゃないから、そのどちらも与あたえられない。だけど……、未来の絶望を今から嘆なげくのは早すぎる。

「失ったときのことなんか考えるから駄だ目めなのよ」

　一度振り払われた手が、その痛みが、どうしたって臆おく病びようにさせるけれど。だけど、いつか裏切られることを恐おそれて切り捨てるんじゃ、一人と一人が生まれるだけじゃない？　保身のために守るものを選ぼうとするような覚かく悟ごで、本当に誰かを守れるの？　それで王と言える？

「私が王なら」

　手を振り払われるのが怖こわいなら、いっそう強く握らないと。

「裏切らせないわ」

「え？」

　闇やみに沈しずんだ漆しつ黒こくの瞳に、光が戻った。

「もう失なくしたくないの」

　一人は嫌いやだ。だからもう、失くしたくない。手を伸ばすことを諦あきらめたら、今ある光も取りこぼしてしまう。せっかく手に入れた、優しい光。私はこれを、

「守るわ」

　いつか裏切るものを今切り捨てるのではなくて、裏切られないように抱かかえ込むわ。手を振り払われる痛みを知っているから、なおさら、こちらから手を伸ばす努力を、諦めない。

「あなたが必要よ。ギンレイ」

　手を伸ばし続ける。あなたは一人じゃないって、私が証明する。

　だから、




「一いつ緒しよに戦って！」




　ぐっと、力強い感かん触しよくがあった。

　かろうじて命永らえた雪山の遭そう難なん者のように、ギンレイが強く私の手を握った。彼が裂さけ目を飛び越こえた瞬しゆん間かん、今まで立っていた足場は轟ごう音おんを上げて崖の下に崩れ去ってしまった。

　私はどくどく言う心臓を押さえながら、ギンレイに向き直った。

「オリハ、俺は」

「いいから。手伝って。一緒に戦って」

　彼の不安の残り火を押し消すように言葉を重ねる。だって、この世界の敵は、あなたじゃないもの。諸悪の根源は、王の死でも裏切りでもなく、薔[image: ]なのよ。

　ギンレイはゆっくりと頷うなずいた。

「分かった。……戦おう」

　二人で駆け出す。なんとか滑すべり降りられそうな斜しや面めんを探し、湖面に降りると、巨大な白い親薔[image: ]がすさまじい威い圧あつ感かんで見下ろしてきた。

　ビュッ！

　息つく間もなく襲おそいかかる枝。ためらいを捨てたギンレイの剣けんは、向かい来る凶きよう手しゆを華か麗れいに薙なぎ払はらった。いくら金の心花は落とせなくとも、彼は薔[image: ]騎き士し最強、名うての白薔[image: ]の王。桁けた外はずれの大きさとはいえ、白相手ならこちらに分がある。

　ギンレイは舞まうように身を翻ひるがえし、次々打ち下ろされる枝を伐りさばく。その隙すきに下からやってくる次の枝は、私の金の大おお鎌がまが断たつ。本来赤薔[image: ]憑つきの私にとってはありえないくらい戦いやすい。それにしても、さすがはギンレイ、薔[image: ]の動きと私の動きを正確に読んで合わせてくれる。これならなんとかやれそうだ。

　ぶわっ！

　けれど次の瞬間、私を取り囲むように、何十本もの白い子薔[image: ]が一いつ斉せいに生えてきた。すぐさまギンレイが駆け寄ろうとするけれど、親薔[image: ]の方がそれを阻はばむ。二人では戦わせないつもり？

　私が胸の前に大鎌を構えると、子薔[image: ]たちはこちらの隙を窺うかがうみたいに枝を揺ゆらし、威い嚇かくした。敵意の粒つぶが細かな渦うずになってちくちく肌はだを刺さす。

「オリハ！」

　ギンレイが叫ぶ。伐きりたくても伐れないと嘆く大剣を前にして、伐るより手っ取り早い方法が頭に浮うかぶのに、時間はかからなかった。伐りつけるだけが攻こう撃げきじゃない。反はん抗こうする者を切り捨てるだけが王じゃない。ならば……、




「従いなさい」




　口がひとりでにそう動いていた。

　黄金の鎌を振ふり上げる。死に神は殺す神ではなくて、生死を司つかさどる神だ。生かすも殺すも、こちらの裁量次し第だい。逆に言えば、

「従うなら、伐らないであげる」

　途と端たん、空気にぴりりと震しん動どうが走る。自分の身体からだに宿った薔[image: ]を支配できるなら、彼らだって。

　そう、裏切られるのが怖いなら、裏切らせなければいいのよ。善も悪もねじ伏ふせてこそ王。

「王は私よ」

　大鎌を高く掲かかげると、子薔[image: ]たちは怯おびえたように身を引き、ゆらりと体を揺らした。そして恐る恐る親株の方を窺う。どちらにつくか、決めかねているみたいに。

『面おも白しろい子』

　声がした。水面に波が立ち、ぱらぱらと岩の欠片が剝はがれ落ちる。

『もう少し、生かしておいてあげるわ』

　ばしゃあん！

　不ふ穏おんな言葉を残し、薔[image: ]は勢いよく湖に沈んで行った。水しぶきが上がり、私たちはびしょ濡ぬれになる。顔を拭ぬぐいながら追いすがったけれど、もう薔[image: ]は影かげも形もなかった。湖の他ほかの二級薔[image: ]や、湧わき上がった子薔[image: ]も、噓のように湖面に吸い込まれて消えてしまう。

「うわあ！」

　そのとき、悲鳴がして、私たちは湖の向こう側に目を向ける。フレミングだ。

「気が付いたのね！」

「待て。様子がおかしい」

　ギンレイに言われ、目を凝こらすと、フレミングの隊服から、何本も薔[image: ]の蔓つるが伸のびていた。

「飼い薔[image: ]の種をまだ持ってたのか！」

　ポケットに隠かくし持っていた種が、水に濡れて発芽してしまったのだ。一体いくつ入れていたのか、フレミングはあっという間に子薔[image: ]の茂しげみに取り囲まれてしまった。槍やりを振り回すものの、なかなか上手うまく行かない。槍は至近距きよ離りの攻撃には向かないのだ。

「オリハ、何をするつもりだ」

　走り出そうとする私に、ギンレイが声を掛かけた。

「何言ってるのよ、助けるに決まってるでしょう！」

　見捨てるなんて出来るわけないじゃない！　私は全身から雫しずくを零こぼしながら、駆かけ出した。

「オリハ！」

　私はフレミングに駆け寄るや、彼を傷つけないよう大鎌を振るう。心臓に届かないうちに伐葬すれば、救える。幸い子薔[image: ]ばらばかりだったけれど、なにしろ数が多い。

「困った人だ」

　気が付けば、ギンレイは怒おこったような顔をして、それでも手助けしてくれた。私はギンレイが引き剝がした蔓を片っ端ぱしから伐って行く。そして隙すき間まが出来た所で、フレミングを薔[image: ]の茂みの中から引っ張り出した。

　へたり込み、ぜいぜいと息を切らすフレミング。私は手を伸ばした。

「……大だい丈じよう夫ぶ？」

　フレミングはまるで私を見定めるように、鋭するどい凝ぎよう視しを投げかける。

「あんた、どれだけお人よしだよ」

　この状じよう況きようで、大層な台詞せりふだ。私はさすがにいきり立つ。

「勘かん違ちがいしないで。一発ひっぱたいてやらないと満足できないだけよ」

　拳こぶしを振り上げたけれど、後ろからその拳をギンレイに柔やわらかく摑つかまれてしまった。大人しく手を下げる。こわばった肩かたの力を抜ぬいて、

「……フレミング、あなたってちょっと私に似てる」

　フレミングはしかめ面つらで私を見上げた。

「失礼すぎるだろ。まず種族が違ちがう」

「誰だれがイノシシよ！」

　私は怒ど鳴なったけれど、いつものように喧けん嘩か腰ごしを貫つらぬけるほど元気は残っていなかった。息を吐はく。どこか自分と重なる、この卑ひ屈くつな青年を見下ろして。

「素す直なおじゃなくて、ひねくれ者なの。だけど本当は、意地張ってるだけなのよ」

「底そこ抜ぬけの馬ば鹿かか、あんたは」

　フレミングは失礼なことを言って、だけど、呆あきれ顔の中に、ほんの少しだけ笑えみを浮かべた。洞どう窟くつの天てん井じように空いた穴から覗のぞく空を見上げ、胸を反らして、負け惜おしみみたいに言う。

「……ああまったく、双ふた子ごが甘やかすからだ」

「どういう意味よ」

「俺も温ぬるくなったなってことだよ」

　そう零こぼす彼はさっきまでの、らんらんと目を光らせる剝むき出しの棘とげのような印象とは違って。

「……大人しくキングに叱しかられに戻もどるかな」

　そう言って、ひょいと立ち上がり埃ほこりを払う姿には、前ほどのかたくなな硬かたさはなかった。

「帰ろう」

　ギンレイが私の肩を抱かかえ、振り向かせる。私が頷うなずき、フレミングの前を、歩き出したとき。




『馬鹿ね』




「え？」

　鼓こ動どうが一度、高鳴って。

　駆け上がる悪お寒かんと共に目を見開き、濡れた髪かみを振り乱して振り返った瞬しゆん間かんには、もう。

「フレミング!!」

　フレミングの胸には大輪の金の薔[image: ]が咲さいていた。まだ残ってたんだ、ポケットの中に！

　私が手を伸ばす間もなく、彼の瞳ひとみから光が消える。焦しよう点てんの合わない両目で虚こ空くうを見つめたまま、ハートのジャックは仰あお向むけにばたりと倒たおれた。

　噓うそだ、噓だ、噓だ。私は駆け寄ろうとするけれど、

「オリハ」

　ギンレイが強く押し止とどめた。後ろから抱だきかかえられるようにして、もがく。私はこの感覚を、以前にも味わったことがあった。

「もう間に合わない」

　ギンレイが呟つぶやく。私は急激な疲ひ労ろうと虚きよ脱だつ感に身を預けることしかできなかった。










　フレミングを取り込んだ薔[image: ]の心花だけを残し、枝という枝を伐って、切り口を焼く。こうすれば、薔[image: ]はもう生長することはない。けれど、フレミングの命を吸う限り、生き続ける。

　私たちはフレミングの身体をいったんそこに残し、湖を去った。後で隊に回収に来てもらうとはいえ、彼を残して行くのは気が引けた。せめて去り際ぎわ、伐った枝を積み上げて火を点つける。まるで弔とむらいの儀ぎ式しきみたいだった。彼はまだ生きているのに。

　岩の崩くずれた場所まで戻ってきた私たちは、そこで焚たき火を起こし、助けを待つことにした。岩がん壁ぺきにもたれて座ったまま、はぜる炎ほのおをぼうっと見つめる。濡れた隊服は外から熱を奪うばっていくけれど、小刻みな震ふるえを引き起こす寒気は、むしろ体の内側から来ていた。

　ぎゅっと膝ひざを抱え込む。脆ぜい弱じやくな小枝のように震える私に、白薔[image: ]の王は甘えを許さなかった。

「薔[image: ]との戦いは自分との戦いでもある。覚かく悟ごがなければ、飲まれるぞ」

　分かってる、そんなこと。分かっている。宣言しただけで王になれるなんて思っていない。

　ギンレイはかがみ込んで、うずくまる私と目を合わせた。

「どうして泣くんだ」

　青い眼めから音もなく流れ出す涙なみだ。一体何のために？

「守ると、守るために戦うと、決めたのに」

　守れなかった。救えなかった。振ふり返れば手が届くほど近くにいたのに。

　悔くやしい。悔しかった。この涙は、だから自分を憐あわれむ涙なんかではない。もっと痛くて、つらい。剃刀かみそりみたいに鋭い刺し激げきに、ぎゅっと拳を握にぎって耐たえる。

　私、決して強いわけじゃないけれど。

「もう失いたくないの。守りたい。大事なもの、全すべてを」

「貪どん欲よくだな」

　私は涙混じりに苦々しく息を吐く。確かに、今の私には大きすぎる望みかもしれないけれど。

「私だって、薔[image: ]騎き士しなのよ」

「いや、ただの薔[image: ]騎士なんかじゃない、君は」

　けれどギンレイは否定し、私の右みぎ隣どなりに腰こしを下ろした。

「君はただ伐きり尽つくすんじゃなく、自分の側に取り込んでしまう。命じて、組み伏ふせ、従えてしまう。こんな戦い方をする薔[image: ]騎士は、今までいなかった……」

　だって……。私は膝を引き寄せて、湿しめった両手をぎゅっと握る。

「守るために戦うのに、誰かを切り捨てるんじゃ意味ないもの」

　火になる前に揉もみ消せるなら、それが一番に決まっているでしょう？

「……それが、薔[image: ]でも？」

　低い声で問われ、どきりとした。ギンレイは前まえ髪がみから滴したたる雫を払はらいもしないで、理性では説明のつかない疑問を舌の上で転がす。

「初めて会ったとき、君は当然のように薔[image: ]の声を聞き、薔[image: ]に命令し、あまつさえ従わせた」

「それが？」

「薔[image: ]が人に従うなんてありえない。言葉だけで従わせるなんて、出来るわけがないんだ」

　ギンレイはそこでこちらを向いた。

「薔[image: ]には色によって相あい性しようがあるが、全ての色に勝てるとすれば、それは〈金の女王薔[image: ]〉だけ。君が宿している金の薔[image: ]は……君は、だから」

　ギンレイの黒い眼が、炎の光を受けて暗くら闇やみの中に燃え上がった。短い間の後、彼は問う。

「君は〈次代の王〉なのか？　それとも〈金の女王薔[image: ]〉なのか？」

　この世界の救世主か、それともこの世界を殺す死に神か？

「もう隠かくすな。マーリンの弟で子しだなんて噓なんだろう？　なぜ〈次代の王〉にこだわるんだ？」

「そ……れは」

「言わないつもりか？」

　ギンレイの顔が目前に迫せまった。必死で目を泳がせる。白薔[image: ]の王は声を一段と低く落とし、

「〈金の女王薔[image: ]〉の娘むすめだって、騎士団に突つき出してもいいんだぞ」

「なっ！」

　脅おどしめいた台詞せりふに、思わず向き直る。ギンレイは驚おどろくほど真しん摯しな顔つきで、嘆たん願がんした。

「オリハ、頼たのむ。教えてくれ」

「……言ったって、信じないわよ」

　それでもギンレイは強い眼まな差ざしをそらさなかった。秘密を明かすまでは、絶対に解放しない、とでも言うように。

「オリハ」

　真っ黒の目に射いすくめられる。振り払うにはあまりにもひたむきな視線だった。

　私は観念した。往生際悪く長い沈ちん黙もくを挟はさんでから、それでも仕方がないので、ぽつりぽつりと事情を語る。ギンレイは相あい槌づち一つ打たず、真しん剣けんに聞いていたけれど、眉み間けんの皺しわはどんどん深く刻まれて行くようだった。私が語り終えると、ようやく身を引いて、

「……にわかには信じがたいな」

「同感よ」

　私は疲つかれ切って、洞窟の壁かべに深く寄りかかった。

「だが、やはり分からない。君は一体何者なんだ？　あの金の薔[image: ]ばらは？」

「私にも分からないわよ」

〈次代の王〉か〈金の女王薔[image: ]〉か……。どちらにしたって、この関係はかなり危険だ。前者なら私が彼を、後者なら彼が私を殺さないと、この世界は薔[image: ]障の呪じゆ縛ばくから逃のがれられない。

　もう頭がいっぱいいっぱいだ。力なくうなだれると、いつかみたいに、俯いた視界の中にギンレイの左手だけが見えた。

「……怪け我がしてる」

「かすり傷だ」

　彼は言うけれど、左手の甲こうの傷はまだ出血しているようだ。ギンレイは面めん倒どうくさそうに、右手首にいつも巻いている白いスカーフをほどこうとした。それで止血するつもりらしい。

「駄だ目めよ、汚よごれるわ」

　何だか分からないけど、大事なものなんでしょ？　私は隊服のポケットを探さぐった。たしか、

「あった」

　引っ張り出したのは、セーラー服の真っ赤なスカーフ。お守りとして入れていてよかった。私は手早くギンレイの手にスカーフを巻き、きつく縛しばった。

「これでいいわ」

　息をつき、顔を上げると、ギンレイは真っ直すぐ私を見ていた。見つめる者を捉とらえて離はなさない絶対零れい度どの引力が、黒い瞳の奥で渦うず巻まいていた。私は目がそらせなくなった。

「……どうしたの？」

　顔の半分だけ火に照らされた白薔[image: ]の王。その視線が、私の手元に落ちた。優ゆう雅がな物もの腰ごしとは印象の異なる、大きくて力強い手のひらが、エスコートでもするように私の右手を引き上げる。

「ギ、ギンレイ？」

　そのまま手を滑すべらせて、手のひら同士を添そわせるようにゆっくり指を絡からめる。戸と惑まどう間もなく、手を握られた。スカーフを挟んで、ぎゅっと。指先が勝手にぴくりと震えた。

「な、何？」

　どぎまぎして問うと、ギンレイはふ、と息をつき、

「何でもない」

　ふわりと笑ってみせた。心臓が跳はねる。いつも凍いてついた氷の仮面をかぶっている彼が、こんな、ほのかな淡あわ雪ゆきみたいな表情もできるなんて、皆みんな知っているのだろうか。知ってたら、敬遠なんてしないのに。どういうわけか、皆には隠しておきたい気もするけれど。

「……あの、手」

「ああ」

　ギンレイは今気づいたかのようにぱっと手を離した。なぜだろう、顔が熱い。

「オリハ、俺は」

　彼が何か、言いかけた時。

　がしゃあん！

「イノシシ娘！　無事か！」

　岩で塞ふさがれていた道に、突とつ然ぜん光が流れ込んできた。その奥から、見慣れた顔が現れる。

「ウォルター！　スカーレット！　ニコロ！」

　私は叫さけび、悪夢の終わりを告げる懐なつかしい仲間のもとへ駆かけ寄った。







[image: Ⅵ　決意を灯す唇]




　数日後、宮きゆう殿でんの大広間で叙じよ任にん式が執とり行われた。私は輪になった机の中心に、裁判にかけられる被ひ告こく人にんのように立たされ、ぐるりと円えん卓たくの騎士に取り囲まれる。どこを向けばいいのか分からなくて困ってしまうけれど、十二人の騎士たちは誰だれも彼も厳いかめしくて、正直誰とも正対したくない。彼らが円卓の騎士。本隊の上におわす、薔[image: ]騎士団の力の頂点なのだ。

「さて」

　老メイディランド卿きようの一言で、視線が円の中心に集まった。赤薔[image: ]の老騎士の方を見やれば、静かに人の悪い笑えみを浮うかべている。

「叙任の前に、まず隊内での順位を決めなければな。ハート隊の絵札の諸君の見解を聞こうじゃないか」

　私の胸に、まだ薔[image: ]の徽き章しようはない。伐葬数は基本的に自己申しん告こく制だけれど、私はなんとなく、洞どう窟くつでギンレイの指示で伐きった子薔[image: ]たちを自分の手て柄がらにはしたくなかったのだ。地下湖で出会った例の白い大薔[image: ]は取り逃のがしてしまったし。

「〈次代の王〉になる、とか何とかほざいていたように記き憶おくしているがね？」

　メイディランド卿は勝ち誇ほこった顔で言う。私は歯ぎしりした。

「どうなんだ、ウォルター？」

　双ふた子ごの兄で父と同じく円卓の騎き士しのコンラッド卿が、腕うでを組んだままキングに促うながした。

「率そつ直ちよくに申し上げます」

　ウォルターが頷うなずき、重々しく口を開く。

「ハート隊絵札組の見解としては、彼女、オリヴィアは……」

　ウォルターは、表情を仕し舞まい込んで羊皮紙を広げる。そしてまくしたてるように言った。

「突っ走りがちで指示を聞かない。かっとなると周りが見えなくなる傾けい向こうにあります。伐ばつ葬そう具ぐの大おお鎌がまは確かに魅み力りよく的てきだが、なにしろ呼び出しに成功したのはつい最近で、その力は未知数です。本人はスペードのキングにも負けないと言っていましたが……」

　ウォルターは隣となりに立つスカーレット、ニコロを見やり、意味ありげな視線を交かわした。

「足元にも及およばない、というのが客観的な判断ですね」

　ばっさりと言い捨てると、赤薔[image: ]の王は羊皮紙をくるくると巻いた。私は肩かたを落とした。反論は出来ない。自分でもその通りだと思う。

「以上を鑑かんがみ、我々ハート隊絵札組は、彼女を……」

　そして息の詰つまるような一いつ瞬しゆんの後、




「ジャック位に推すい薦せんします」




「はあっ!?」

　部屋中が驚きよう嘆たんのどよめきに包まれた。

　私はぽかんと口を開ける。今、ウォルターは何と言った？　私が、ハートの、ジャック？

「確かにこのイノシシ娘むすめは首輪なしには放っておけない跳ねっ返りだが、勇ゆう敢かんさは買います。恐おそれをなして膠こう着ちやく状じよう態たいの薔[image: ]騎士の世界に、風穴を開ける存在になるやもしれません」

　メイディランド卿は末の息子むすこに怒ど鳴なりつける。

「何を考えているんだ、ウォルター！　切り込み隊長に女性など」

「あら、差別はよくなくってよ、お父様」

　クイーンはすました顔でつんと鼻先を上げた。

「スカーレット！」

「彼女はそこら辺の男性騎士よりはるかに勇敢だったわ」

「先の二級薔[image: ]ばら障しようでジャックを失ったところだからね。ちょうどいい後あと釜がまだろ」

　エースのニコロが飄ひよう々ひようと言ってのける。円卓はまだざわついているが、ウォルターは二本の剣けんを召しよう喚かんすると、かんかんと頭の上で打ち鳴らし、場を静めた。

「円卓の騎士の皆みな様さま。これはハート隊絵札組の総意です」

　円卓の騎士は四隊をまとめる存在ではあっても、各隊の運営に口出しする権利まではない。

「オリヴィア、いつまで馬ば鹿か面づら下げてるつもりなの」

　そこで低い声が聞こえて、当事者である私はやっと我に返った。マーリンだ。またどこからともなく現れた魔ま術じゆつ師し。含ふくみ笑いを浮かべ、面おも白しろがるように私に尋たずねる。

「受けるの、受けないの？」

　私はハートの絵札組の方を見た。その目に浮かぶのは、まぎれもなく、期待だ。

「謹つつしんで、お受けいたします」

「それでは皆、起立を」

　赤薔[image: ]のラヴァグルド卿がにこにこして号令をかけた。円卓の騎士たちはしぶしぶ立ち上がる。あご髭ひげの生えた騎士が一度息を吐はき、手のひらを胸の前でくるりと返した。次の瞬しゆん間かん、騎士の手には、大きな三さん叉さの矛ほこが握にぎられていた。その矛に巻きつくのは屈くつ強きような黒くろ紫むらさきの薔[image: ]。

「肝きもに銘めいじよ。薔[image: ]騎士の伐葬だけが、薔[image: ]障を終息させる唯ゆい一いつの手段だ」

　八時の席の騎士が白い薔[image: ]の巻きついた槍やりを呼び出した。

「若き騎士よ、修しゆ行ぎようを積み、薔[image: ]騎士としてログレス全土の薔[image: ]を刈かり尽つくせ」

　五時の席の黄薔[image: ]の女性騎士が高い声で続く。

「そう、それが我々薔[image: ]憑つきの使命なのですから」

　恰かつ幅ぷくのいい髭ひげ面づらの薔[image: ]騎士は、真っ黒な薔[image: ]の戦せん斧ぷを豪ごう快かいにつき上げた。

「まあ気負うなよ、若いの。わしら皆、死にぞこないのろくでなしじゃ」

「もっとも、せっかく延びた死期を早めることになるかもしれませんがね」

　ウォルターたちの兄のコンラッドが、赤薔[image: ]の剣をかざしつつ嫌いやみっぽく付け加える。

「白の冷静、赤の勇敢、黒の豪ごう胆たん、黄のしたたかさ」

　四時の席の女性騎士は白薔[image: ]の弓を掲かかげた。

「王たる資格だ。〈永遠の王〉は全すべてを兼かね備えていた」

　黄薔[image: ]の騎士は鉤かぎ縄なわを肩に引っ掛かけていた。メイディランド卿が赤薔[image: ]の剣を掲げながら、不満げにふん、と鼻を鳴らす。

「〈永遠の王〉亡なき後、ログレスに王はない」

　七時の席の黒薔[image: ]の女性騎士が大剣を手に頷いた。

「薔[image: ]を刈り尽くす者こそが、〈次代の王〉なのです」

　皆がそれぞれの伐葬具を高く振ふり上げた。細身の黄薔[image: ]の騎士が、私にちらりと視線をやる。

「跪ひざまずきなさい」

　私は円卓の中央で、大人しく膝ひざを折った。

「新たな赤薔[image: ]の娘。眠ねむる王に寿ことほがれんことを」

　十二時の席、一番老ろう輩はいの白薔[image: ]騎士が進み出て、私の両りよう肩かたを順に長ちよう剣けんで軽く叩たたいた。

「面おもてを上げよ」

　白薔[image: ]の騎士は問うた。

「オリヴィア、新しいハートのジャック。お前は薔[image: ]騎士となり、何を成す？」

　私は立ち上がり、降り注ぐ光の中、伐葬具を呼び出した。人の背せ丈たけほどもある赤薔[image: ]の大鎌。私は、この力で。

「〈金の女王薔[image: ]〉を倒たおし、〈次代の王〉になります」










　ハート隊舎、談話室。晴れてジャックとして絵札組に迎むかえられた私は、満面の笑みでスカーレットに抱だきついた。

「ありがとう！　本当に嬉うれしい！」

「よしよし」

　ペットを愛いとおしむように私の頭を撫なでる手。私は苦く笑しようしつつ、撫でられるままにしておく。飼いイノシシ扱あつかいだとしても、スカーレットは今や、私の親友だ。佳苗と違ちがって境きよう遇ぐうがあまりにもかけ離はなれているからたまに話は通じないけれど、優やさしく凜りんとして気品のある彼女。絵札組として並び立つことになって本当に良かった。

　だけど仲良くなるにつけ、気持ちは複雑だった。背の高いスカーレットを見上げながら、恨うらみがましく口にする。

「スカーレットがあいつの恋こい人びとじゃなければよかったのに……」

「恋人？　何の話？」

　スカーレットはけれど、きょとんとしていた。え？　私は首を傾かしげた。

「……ギンレイの恋人じゃないの？」

「馬ば鹿かね、そんなわけないじゃない。彼は……」

　スカーレットは半笑いで、ウォルターと目を合わせ、また私の方を向いた。

「私たちの甥おいよ」

「お、甥!?」

　ど、どういうこと？　驚おどろいて目をばしゃばしゃ泳がせていると、視界の隅すみで、ニコロが面白くて仕方ない、というように肩を震ふるわせている。こいつ……！

「ニコロ！　噓うそついたわね！」

　真っ赤になって叫さけぶと、

「噓はついてないよ。君が勝手に勘かん違ちがいしただけ。面白いからこのままにしとこうと思ってさ」

　ニコロはくつくつ笑いながら、上体を反らせて後ろにいるウォルターに声を掛ける。

「ほら、可哀かわい相そうに混乱しちゃってるじゃないか。説明してやんなよ、おじさん」

「おじさんと呼ぶな！」

　ウォルターは怒鳴ると、憮ぶ然ぜんとした表情で私を見た。

「ギンレイは孤こ児じなんだ。あいつは十歳のとき薔[image: ]に襲おそわれて薔[image: ]憑きになったが、そのときに居合わせたうちの母が拾った。母が薔[image: ]障に遭あってからは、俺たちの兄の養子になってる」

「書類上、今彼はコンラッド兄様の息子なの。だから、私たちから見ると、甥なのよ」

　するすると謎なぞが解けて行く。スカーレットが一いつ匹ぴき狼おおかみのギンレイに親しげなわけ。ギンレイの方も、スカーレットのことをカーリーなんて呼ぶから、てっきり仲なか睦むつまじい恋こい仲なかなのかと……。

　ウォルターはむすっとしたまま、ソファの背もたれに身を預けた。

「勘違いも甚はなはだしいな。ギンレイなんかにスカーレットをくれてやるわけがないだろう」

「ああ、やだやだ、兄馬鹿なんだから」

　双ふた子ごはいつもの調子だけれど、何故なぜだかほっとする。

「よかった！」

「よかったって、何が？」

　そこに割り込んでくる声。びくっと肩かたを震わせる。

「ギンレイ！　なんでハートの隊舎にいるのよ！」

「ご挨あい拶さつだな。叙じよ任にん式が紛ふん糾きゆうしたって噂うわさを聞いたから、様子うかがいに来たまでだ」

　白薔[image: ]の王は今日も涼すずしい顔で肩をすくめた。スカーレットがくすくす笑いながら、

「ギンレイ、聞いて頂ちよう戴だい。この子ったらね」

「ちょっと、スカーレット！」

　慌あわててスカーレットの口元を押さえる。ギンレイは怪け訝げんな表情を作った。

　私はごほんと咳せきをして、背筋を伸のばした。ギンレイに真っ向から対たい峙じして、

「とにかく、これで親友にも気き兼がねなくあなたをぶっ倒せるわ」

　再び、宣戦布告する。私を見下ろすその真っ黒の瞳ひとみを見やって。

「覚かく悟ごしてなさい。〈金の女王薔[image: ]〉を倒して、〈次代の王〉になるのは私よ」

　もちろん、一番の願いは父を助けることだ。けれど、今の私にとって、守りたい人は父一人ではない。あの光景を二度と見たくないのだ。自分の力不足のせいで、救えたはずの命が目の前で消えて行くのはもうまっぴらだ。

「強くなるわ。守りたい人みんな、自分で守るって決めたの」

　弱くとも、不ふ甲斐がいなくとも、歯を食いしばって歩くしかないのだから。生易しい道なんてきっとない。もがいてもがいて、失ってばかりで何も得られなくても、それでも。王ってきっと、一番諦あきらめの悪い人って意味だから。

　ギンレイは浅い苦笑を浮うかべ、そっと左手を伸ばした。薄はく氷ひようの笑え顔がおの奥、冷たい水底がいっそう悲痛に濁にごると同時に、手が私の首にかけられる。ぎゅっと、指に力が入る……。

「君がもし……本当に〈次代の王〉になるのだとしたら……」

「ちょっと、ギンレイ、苦しい」

「俺はどうすればいいんだ？」

　首が絞しまる。と思ったら、ギンレイは突とつ然ぜん、張りつめた糸みたいな表情を解いた。力が緩ゆるめられる。ほっとしたのもつかの間、そのまま顎あごをつかまれ、

「！」

　唇くちびるに、柔やわらかな感かん触しよく。

　体の中を駆かけ上がる甘い刺し激げきに、ジジッて、思考回路が焼き切れる音がした。

「なっ……に、すんのよ!!」

　大声で叫び、突つき飛ばそうとしたけれど、その手は勢いよく空を切った。

「え？」

　ギンレイの腕うでを摑つかんで引き剝はがし、私の前にさっと割り入ったのは、癖くせの強い短い金きん髪ぱつにくすんだ緑の目の青年。誰だれあろう赤薔[image: ]ばらの王、ウォルターだった。冷え冷えとした目に犬歯をちらりと覗のぞかせ、低くドスのきいた声で啖たん呵かを切る。

「ハートの隊員に手を出すなよ。切り刻まれたいのか」

　私だけでない、その場の皆みんなが目を丸くしていた。何なにを隠かくそう、ウォルターがギンレイに話しかけたのは実に二年ぶりなのだ、驚くのも当然だった。ギンレイ本人もまたその例に漏もれなかったけれど、ウォルターの手を振ふり払はらうと、真っ直すぐ視線を交かわした。ウォルターは凜り々りしく、

「言っておくが、お前たちだけの戦いだと思うなよ。〈次代の王〉候補はここにもいるんだ」

[image: ]

「頼たのもしいな、ウォルター」

　ギンレイは狼ろう狽ばい一つ見せず、むしろ嬉しそうな笑みで、強気に返した。

「オリヴィア、あなたってすごいわね。ギンレイがあんな風に笑うなんて」

　後ろから腕を引かれ、火花の散るような視線の応おう酬しゆうの間から救い出される。スカーレットだ。抱だきしめるように私の腰こしに手を回しながら、ニヤニヤしている。

「だけど困ったわ。私、どっちを応おう援えんすればいいのかしら」

　どぎまぎしている私の黒くろ髪かみを指先で撫でると、スカーレットはウォルターの方を見やって、満足そうに目を細めた。

「イノシシちゃんに触しよく発はつされて、ようやくギンレイへの対たい抗こう心を取り戻もどしたってとこね。それでこそ私のウォルターよ」

「あんたもたいがいの妹馬鹿だよ」

　ニコロがぼやいた。

　ギンレイは一歩退き、首を傾げてウォルターの後ろの私を再び視界に入れた。その切れ長の目でまだまごついている私の姿をとらえるや、高貴な白薔[image: ]のように優ゆう雅がに微笑ほほえむ。

「受けて立とう、オリハ。殺す気でおいで」

　私は火ほ照てる頰ほおを押さえ、唇を引き結んだ。一人で片意地張って嚙かみついていたときとは、目の前の風景が違う。厳しいけれど優やさしい王に、彼を支える優美な女王、幼き参さん謀ぼう。そして背後の力強い騎き士したち。私は今や、強固な要よう塞さいに取り巻かれ、なおかつその一部だ。

　ギンレイは悠ゆう然ぜんと部屋を後にしながら、最後に一度、振り返った。戸に寄りかかり、今思い出したとでもいうように、

「それはそうと、ウォルター」

　何の気なしに放たれたその言葉は、何故か刃は物もののように尖とがって響ひびいた。

「そろそろ世代交代の時期だと思わないか？」

　ウォルターは緑の瞳に一いつ瞬しゆん、剣けん吞のんな光を灯ともした。そして答える。

「……同感だ」

　ギンレイは右手を振って出て行った。その袖そで口ぐちから、何かが見えた気がした。

「あれ？」

「どうしたの、オリヴィア？」

　スカーレットが尋たずねる。

　ギンレイの右の袖口から、赤いスカーフが見えた気がしたけれど……気のせいかな。

　それに、スカーレットが恋こい人びとじゃないのなら、ギンレイの大事な人って、誰なんだろう……？




　ギンレイが去った後、私は未いまだに心臓を高鳴らせている動どう揺ようを必死に隠しながら、不ふ機き嫌げん至極のウォルターに尋ねた。

「さっきの、どういう意味？」

「何がだ」

「世代交代の時期って……」

　ウォルターはため息をついて、ソファに座り込んだ。

「イノシシ脳のお前のことだ。一連の小火ぼやはフレミングの仕し業わざだと思ってるんだろ」

「えっ、違ちがうの？」

　私は目を丸くする。呆あきれたキングが説明を放ほう棄きしたので、ニコロが面めん倒どうくさそうに口を開く。

「もちろん放ほう火か魔まはフレミングに間ま違ちがいないけど……、彼はそこまで馬ば鹿かじゃないよ。栽さい培ばい室の鍵かぎを開きっぱなしにするなんてポカかますと思う？　曲がりなりにも絵札組としてそばにいたんだ、そんな間ま抜ぬけと一いつ緒しよに仕事してたとは思いたくないね」

「薔[image: ]の種を盗ぬすみ出したのは、別の人間ってこと……？」

「そう考えるのが自然でしょうね。もしかしたらフレミングは、上手うまく言いくるめられて利用されていたのかもしれない」

　スカーレットが言うと、ニコロは渋じゆう面めんで唸うなった。

「とはいえ、人を襲おそいかねない薔[image: ]の種だ。研究班の管理下にあるものを、一いつ介かいの隊員が簡単に持ち出すことなんてできないよ。訓練に使うときも、管理帳ちよう簿ぼで厳密に個数を報告する義務があるからね。後で調べてみたけど、帳簿に何ら異常はなかった。誰かに揉もみ消されてるね」

「えっと、つまり？」

　ついて行けない私に、ウォルターが言った。

「種を盗んでフレミングに渡わたしたのが誰であれ、裏に相当の実力者がいるってことだ」

　フレミングを手引きした協力者、力のある人間。といったって、絵札組は各隊の最高幹部だ。それを操る存在、その上にいるのは……円えん卓たくの騎士しかいない。私はぶんぶん首を振った。

「だけど、なんのために？」

「少しは頭を使うんだね。城じよう壁へきの中に根を伸ばして嬉うれしいのは誰だと思う？」

「薔[image: ]？　いや……」

　口元に手を当て、絵札組を順じゆん繰ぐりに見やる。

「……〈金の、女王薔[image: ]〉？」

　まさか。円卓の騎士の誰かが、〈金の女王薔[image: ]〉と通じている……？

「あらあら、祝いの席なのに穏おだやかじゃないわね」

　そこで突然、低い声が割って入った。私たちは声の方に顔を向ける。

「キナ臭くさい話はいったん忘れましょ」

　開け放した窓にいつの間にかとまっていた一羽の真っ黒な烏からすが、部屋の中に舞まい降りて来た。くちばしに、何かをくわえている。

「マーリン！」

　烏の姿のマーリンは、ばさばさと羽ばたくと、私の手のひらに光るものを落とした。見れば、赤薔[image: ]のバッジだ。

「何これ？」

「何って、徽き章しようよ。あなたが伐葬した薔[image: ]のね」

　え、でも、伐葬数としてカウントされるのは二級以上の大きな薔[image: ]に限られるはず。

「私、三級薔[image: ]しか伐きってないわ」

「エンジェル地区で屋根の上の二級薔[image: ]を伐ったろ」

　すっかり忘れていたけれど、ウォルターの一言で思い出した。律りち儀ぎに覚えていてくれたんだ。

「お前の手て柄がらだ。受け取れ」

　私の隊服の左胸に、真新しい赤薔[image: ]のバッジが踊おどる。マーリンが満足げに頷うなずいた。

「どうやら、私の見立ては間違ってなかったようね」

　内心ヒヤヒヤしてたけど。魔ま術じゆつ師しはそう零こぼした後、羽を広げ、

「期待してるわ、オリヴィア」

　私は途と端たんに誇ほこらしい気持ちになり、顔をほころばせた。

「やっと絵札らしくなったわね」

　クイーンが金きん髪ぱつを揺ゆらして微笑めば、

「まあ、伸のびしろだけは青あお天てん井じようだからね」

　エースが無表情で言い添そえる。

「期待に応こたえろよ、ジャック」

　キングに力強く背を押され、私は深く息を吸い込んだ。

　決意は今芽生えたばかり。苦い経験も、いつか正しく発はつ酵こうして豊かな肥料となるようにと願いながら、今はただ優しく降り注ぐ光に向かって、柔やわらかな葉を伸ばす。だからこれは、虚きよ勢せいなんかではなくて、恐おそれず確かに踏ふみ出す一歩のための、高らかな号ごう砲ほうだ。

「望むところよ！」







[image: エピローグ・廻る運命]




　ハート隊の談話室を出た後、彼はそっと右手首を撫なでた。くたくたになった白いスカーフの代わりに、右手首に巻き付けられた赤いスカーフ。

　──騎士にはね、愛いとしい貴婦人から貰もらったスカーフを身につける習わしがあるのよ。

　彼女……メイディランド夫人はかつてそう言って、彼に美しい純白のスカーフを渡した。

　──母が私にくれた物なのだけれど……うちの人、白が嫌きらいみたいだからつけられなくて。

　──だからあなたにあげるわ。あなたがいつか、守りたいと思える大事な人を見つけて、その人にスカーフを貰うまで、代わりにこれを。

　薔[image: ]ばら憑つきになったときに拾われてからずっと、彼の庇ひ護ご者であった人。彼が一番守りたかったのに、守れなかった人。その人の形見は、けれど今、本人の言葉通り、別のスカーフに役目を譲ゆずった。

　守りたいと思える大事な人。彼にとってはずっと、それは夫人のことだった。でも、あの夜以降は、〈次代の王〉がそうなのだと思うようになった。未だ姿も見ぬ、〈次代の王〉。ログレスを薔[image: ]障から救う者。それは、でも、もしかしたら……。

　彼は首を振ふった。こんなの馬鹿みたいだと分かっている。

　こんなスカーフ、意味なんてない。彼女はこの世界の民たみではないし、騎き士しの習慣なんて知らないのだから。意味なんてない。なのに……、なのに、なぜ捨てられない？

　薄うすい唇くちびるをそっと撫でる彼の脳のう裏りに、夫人の言葉がこだまする。

　──いつかあなたに、スカーフを贈おくってくれる人が現れたら。

　──それを身につけて戦うことが、あなたの名めい誉よたるような人が現れたら。

　──それがあなたの、運命の人なのよ。




　運命の人。命を懸かけて、守る人。







　あとがき







　初めまして、天てん川かわ栄えい人とです。本作をお手に取ってくださり、本当にありがとうございます。

　最初にご説明しておきますと、本作品は私の角川ビーンズ文庫でのデビュー作ですが、角川ビーンズ小説大賞の受賞作ではありません。というのも、この度たび、第十三回角川ビーンズ小説大賞にて滝たき若わか栄人名義で審しん査さ員特別賞をいただいた作品『ノベルダムと本の虫』は、ありがたくも単行本の形で世に出していただけることになったからです。そしてその分、ビーンズ文庫でも新作の書き下ろしを、とのお誘さそいをいただき、本作が生まれました。投とう稿こう時、こんな贅ぜい沢たくな機会をいただけることになるなんてどうして想像できたでしょう。未いまだに信じがたいです。

　先日出版させていただいた『ノベルダムと本の虫』は、本作とは少々毛色の違ちがう作品ですが、よろしければぜひ、そちらもお手に取っていただければと思います。




　さて、そういうわけで新作です。構想を練るにあたり、投稿作に決定的に欠けているとご指し摘てきを受けた、華はな、華……と呪じゆ文もんのように唱えていましたら、物理的に花が咲さき乱れる物語になりました（これで良かったのでしょうか）。おおまかな設定やストーリーの大体の流れは早い段階で決まっていたのですが、キャラクターがブレにブレまくり、特に白い方のヒーローは初稿の面おも影かげが跡あと形かたもなく消え去っています。織葉も最初はもっとずっとキツい性格で、こんなに動物っぽくなかった。赤い方のヒーローだけは、終しゆう始し一いつ貫かんしてどっしり構えていてくれましたが。

　とはいえ、先に申しあげました通り、私のビーンズ文庫でのデビュー作は間ま違ちがいなくこの作品です。せっかくなので、薔[image: ]や中世の騎士、トランプにイギリスと、大好きな要素やお気に入りのモチーフを詰つめ込みました。薔[image: ]障などの設定は創作ですが（もちろん史実の薔[image: ]戦争とは一いつ切さい関係ありません）、薔[image: ]騎士たちの名前は実際の薔[image: ]の品種名から取っています。猪ちよ突とつ猛もう進しんヒロイン・織葉の奮ふん闘とうぶりと成長をお楽しみいただければ嬉うれしいです。

　今まで一読者として見上げていた棚たなに自分の作品が並ぶ感動を表す言葉があるなら知りたいです。不安だらけの船出ではありますが、夢の舞ぶ台たいに立てた喜びと感謝を胸に、今後とも一層努力してまいりますので、応おう援えんしていただけましたら幸いです。




　以下、謝辞を。

　お忙いそがしい中イラストをご担当いただいた高たか星ぼし麻あさ子こさま。長いトンネルにはまり込んで、うんうん唸うなっていたとき、美び麗れいなラフ画を見せていただいた瞬しゆん間かん、すっと光が差したのを覚えています。キャラクターたちに命を吹ふき込んでくださり、本当にありがとうございました。

　初代担当さま。乙おと女め回路がズレているのか、とにかくときめき描びよう写しやが下手な私に、恋れん愛あい感情を描えがくことの重要性を教えてくださいました。二代目担当さま。ギリギリまで迷走を繰くり返し、何度もご迷めい惑わくをおかけしたのに、いつも優やさしく心配してくださり、全力でサポートしていただきました。お二人には感謝の言葉しかありません。

　また、デザイナーさま、校正さまはじめ、製作に関かかわってくださった全すべての方に、この場をお借りして厚くお礼を申し上げます。

　心配をかけた家族や親しん戚せき、応援してくれた友人知人のみなさまにも感謝を。この作品が、今までいただいたたくさんの励はげましへの恩返しになればと思っています。

　そして今この本を読んでいただいているあなたに、今一度。本当にありがとうございました。

　どうかまた、あなたにお会いできますように。


天川栄人　　


















カバー・本文イラスト／高星麻子

デザイン／寺田鷹樹（AFTERGLOW）
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